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iま v もて き

今づ Acacia 粒J 木の?お --i'.チパj-"，設将す となく t Ùiitnr:}3 よび出!支{人j みをと与え Jご，い

わゆる対nuじくのが仰いJ行えそ泊 るのさ A認めた r、この紘三が本WT況を~f.ì)ちた動機であるが9 然そ

仼Thl (7) iMn'r引についてはすでに綴之{f され 7こものは少なくない。 と i立) ，十本が

るか，あるい:ま i* 'ß'kliif rくてイ干潟 (ri'1~)してた rちに JËJi!i しない場合長ざしている。

シト;論文 {.JJ:H そ J)~'Tlfiνジァーのようた i !:G {Eが，オ Jれわれのトある jぷ禁制 J-" のようはWî~ [JH;'と涼められるか〉

;七、イピしている災そ奇的 0)1ユ;溺~+との飴置はどうか令などそ論じ汲 F交 li'_，のどの部分仁ヴ /山

のような jL~~で?ハヨじて i_{': る fìλヰゴ〆診察たものであるの れらの {í月先手 t:) 1主主ゴ JJS設も印当ミづマら ;l レ t:.

とは p 樹木郊の決.;.'.~ムJTぬが1 1VJm~性およびド性ともにくな fバ iこもカかわらず，多くのも粉体 iと士会

ι とによって…)())主色濃(I~Jj:th tiL -:~~ 31 め{)のではなし '1 7~i) 、l 考えられたと乙で J) {'，ハ

の研究J立第おがIK1/ci文に 3 とレて T:î"/:.\ ~:)たものであるが，与木孝彦氏は研究の

初より多 jえのど〆4;喜三本~ÁL>えられたのま犬， L 、 J目
日

、ソザ ナ!: 'T:(，丸林業詰寸Vr' ;jQ;~I;J 三もiJ)j不必iざいま

しえ向丘、予7ヰ?とられ，数多くのご J43 がでう，べ 1- 、主
""' "1--' .) "___"、町、 l口湖沼支#h"(!久芯;部長。ノにL1は!íJ1 先日、

ゐ|、，ヰ TJじ主lt;11> (!) _::?，~ くの三日)j<;c 与えらオし1..:" こ才L らのjプ々に ~:~~f ,.:: E~: lJJ く ~:5 ~Lト討しトげる。また3 人

白人名義あげ tt2 いが，休業試級九設g1;および匹tJrlí文滋の多くの J二九']， 1日H弐:および PljPL rll い!日か府日1Lの

イ~.\H1:tH.当の万々のどjゐλIfと久うと ろが多かった。，-れらの々にxì ても深く感謝のJなぐJえする。

なま;ー本論文のとりまとめにあたり，ょ:~{ 't~í!5大!，~?LRi_:(: t市教授諸王子!区;\!'、路上)ごは怒など指i与そた わ

派五誌のどゴlt'f-リ，ご校lliJ本，いただいた。ことに改ゐγt: li μi 筏 ~C 対しでも心からの感謝そざ注げたいυ また

;凡人学f:ミ;築設会.~.::~助教授 i二 rLín勀 Hl J 溶:とのど、仮:仰に士、}しても l4~ く感♂iJずるハ ぐ手え問 :fJ[:京花氏;ゅ

二上， !可 l~ く {';!.'Z 博 (;L I 今に応1:::選 t，)iよど ìi';i尽 J どI，l~百を与えられた仁司教 :ζ対!ノても，お札

i字し L げる。

広葉樹の葉における炭そ病菌の潜在

モ訂正多く るったとえば1'1 みf:IiH ;t両日均約手 u 印)によれば，主されてし 3 る市立

(，ま;;r 350 犯のうら， ~ま Lま 1/3 ， 116 と ;}f~ そがU]d(! irqtf::t: ~J ると されてし、 つもちろんにそ

{r-� fこはし s くつかの呉な名手tìがおおが歩筆活 {cI 休業HJ(ζflÜ放されている i1、立と r0r，あ L 、;土 ε11!1可ど日 ゐ u;

葉樹のクト矧 JF 'i;i; な }X{ から j)~ ぞ将諜iù~校されるか行かを約ベた。ここにいう外縦 i:FA 少な Jl~l. ，~~: (j: ~ 

手;バヲを」長し? ポえ， M;:あるい:ν』目立rÎ /，~ .1::' Vi Hi'lで;認められる変や変1!!j窓口j なし、もの/正点~1I求 j

瀦在ずる炭そjおE惑の検出:方法

点在0)程につし、て，はしが t;(' したが， JLj主的 V[土然訴は次のような:ら uょによってシ日ル心

:『才しずこ l})~.-(:~.~この i 1tí ;-'J';'後ィ1 していると認めた。ずなれ E) ， 門医 9cm のベトワrIIl i亡 i う1:11': :) IIl 111 の u 予D!~(コ

fI ヲス搾本 :A!?ち?そのとスライドグラス/どの→，ベト 1) Jlll011':を ~ij-~汗毛(1，る。治終行会スラ i ドグ

弓スがノド μCJj1i，れない@[芝 l~c1&Ftjjt<，ふjプ入れる ο そスライ}グラス泣いてベト 1) 1Ftをぺ立に

i民会，ごとに決そ府の j二実体(主とし七分生駒子溺〉がJI~成ヨれているかさ?かを ij，~ぺ

(/):守rtゃ fj なうに Yê ウち，空;および関係i'ii! l交が iï:jUJNt 出にお上 lます1l!世?を lh\J ぺ?こ。(:'Sらに

がUPl された してし、六もの;こ :L)f0. ~J~ るか::fか在日家かめる め，渓jlli殺:{n した長
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としない:廷の jnj方から留の牧山手 r; ない，その出現刻グ?を比絞した。 ζ れらの予備実験に jぱいだ樹筏は

Acacia dea!bata LlNK および Acacia 幻lelanoxyl仰x R. BR，である o {)I~試主主終収不 lこは， [札l浸で認められ

る氏そ j討の病肢がある程t変形成されていた。

2, 検出におよぼす潟j支の影響

どのよろな混度結問て、浴イ+している;えそ病院lが検出されるか会匁1 る倒的で，関係?;{~1!i[そ 1009ぎに保ち，

iJ;;lll支を 5 0C から 40'C まで変イ乙させて，炭そ病院の検~Hiキf号制べfニ ('1冶ble 1)" C こにいう炭そ病:ま!の

i:1.1Xfti 

(成そ病f'M (iコ検 Uj さ XlOO 

をンJえし，実験は〈り返し 2 [i ijíî なわれた。各!日.1 CiJ 1 滋皮区あたりの供ぷ:}l;~数は 5 枚であった n

15 0C から 35 0む までの問において，炭そ!ド3iゐが検出された。 30"C J:)，Tで\"，;t ~HAE主が低いほど，検討出1巡

れる匁i[fすが認められたの高jN あるし、は1.!16tt ß~ ，;，とおいて 3 ;盟問後でも民ïØ検出;が認められなかった裁につ

'fable 1 外線J1二千:な Awcia dea!bata の蒸からのけ:そ府公1 の

検出 tとおよ iます iI!l.ocの影響

Effect of vario.us t巴mperatures o.n dotectio.n o.f tho anthracno.se 

fungus ﾎn seemingly healthy leaves 0.戸 Acacia dealbala LJNK 

([~!!.皮 CC)
Ternperatur巳S
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円。

2~; 

νワハ>

U つにV 

40 

、

し)

60 

.1史ハ、一 l コ。

6C 100 

ec:;, 100 

BO 100 

l今 o 

T乱ble 2. 検 t ，UììM\.皮を変!Jif交の外 Krなん dea!bata の

奨からのgi{ そ病関心つ検問

Detectíoηof anthracn口se fungus at τ口.oderate temperature 

in the leaves o.f A. dea!bata wh�h had been kept at low or 

h1.gl1 temperatures wheγe th巴 fungus vvas not d巴tected

。

� 

)00 

100 

l()i) 

¥00 

。



、 υJ炭毛先: C'fl にずる九n1i~ ぐいてそ

いて i し Ilèí 力行 i，:1 してし下るか好 j)νξ う、n るため，

Cfable 2) む

から 25()C!〆移ししずての主、からり〈

え，>(';)したも (j) とは，')後主?

:こ校かZ' ， てしこ;1.長十くで ， f'csta!ρtia spp. こ

ー/!;之{レ、.;.r- '_'}:八、 j"; ..f,"'.-i 
誌はれ J てよ I〆ノぺ ι" ふんド?ノハ"

検出{こ及ぼ-qfXj係j議 j支の影響

1 J出

つい γ

切，/ハ

":) \:"'-ο 

() 

υノ、乙、 11 んふつ，，-

V しかし， 40" 正;

l_, 'f;こ éjミ {ìgt、..てし !-� 
φ 、今、

そ 1 与のふ与 におよ マヲ 25"じに iえ>.:~ ~関係以j交を郎、，100'ち

口);ji日 !)]I(と ， kdぜ:al!Jata ()) }~:~;から 。向上方、交のよ長2:)) のこ

ょっ"ず γ ら? 12 C t11 ì さ 20 crnωI:!日!ヨガラス誌に渋号、を入ブj、ラス内七J)

L{ マ 5 仁ι(/) トジ 皮ぇ パ;. ') 1社i;まおいた

ラス総会ιドミ!:'lおおして 25 月C ::~ ~~ .， υ1)兄λ!いヘl}山t

て"， iJt，九主 υρ]1;成 ;-1ν るル

2 ヘ三人!れたがタ 'Tabiむ 3(立それらのがいす J

'fabl七; 3. 五九 ，4， dρalbata ジ}レと Jぺお桃山 J 、ご

むよほナ (25 v C) 

EJl己仁 t of一、rarjulls relatJ v記 hurrddides on the deteci�n (Jfaxd:hrとlCT\OEe

fungu ,8 in secn1ﾌngly hea1thy t: 江ves d A. ricalbata 

上{/)

V: ~S04 

N'"ぉlIPO~~ liH託I

jくら .1.HPO，

thzCOγ)oH20 

'.1'able 4 

A 円
J 

f 

A町 dealbafa

.4， d剖lbata

l)(:tむく川 011 ~1nthrζlCJ10Sε lungus ιt satlおれ色d re�tive hurnid�y iE 3('CnづT1Jsly

h七'althy ]eav心 d A. IÌl!albαta wh兤h h;;.d beuηkcpt ,:1 un日atisfied reí札L1 vc

hurnidíLt 己 \v11己re thc _fungu;-:; \Va~) nりtι:己tected

、
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実験ば 25 0C で行なわれたから，務係淑皮は厳密には炎のようにはなっていないが， 95史~ f)Jこの場合》

災そ病問が検出され~ 92% 以下-cは検出されなかった c す tx ねら， r長1i系i湿度が îi/!Ijいほど，平くかっ143:引と

;刊が検出された。関係湿tw: 9296 1 週間でかなり乾燥し 3 羽目]後 lとは

部分的に Aspergillus spp. によっておおわれていた"決そ病的の検出ふ~lなかった供試薬を，すべて関係

混度 10096 の実験尽にノリ1かえ，さらに 3 週間蕗!の検出を行なヮたところ，すべての供試薬から\Æ;iが検出

された(す乳ble 4) 0 

4. 検出におよ iぎず薬の殺菌殺重量ーの影響

tえそ Jß~illii 1こ感受性の摘;rÍ1 ûJ:;誌の表 líi;tc ， る分~lJí包 f または子のう目白子がjれに付殺して

いる場合でも，外観 i正常な主主から Eλそ病閣が検出さ才L るですrf~!14 があるの乙 かめるた

め，外観正常句集を孫々のHi' fWJ，表面殺菌し，炭そ!þqîd'U O)t灸 tliネi: J七絞した。)<':]1.ぷux としては，水道ノkで

:;i」っただけの~， if'E)]' 蒸気殺渇した築および 9996 コニチルアルコールピ 48 時間;公認した蕊を 111 '，;/こ。;本実

験で C;': A. melanoxyl仰の議長供:bJ:;1r料とした。との樹認の主:は nfrjill , 1)反築でl更し取扱い!と便利であ

る。 Xft'_ こう J!<. r:jJ O)j受 i長時間は 1 分から 20 時間一主での 8 段階i とした。 況とう水lこ没演した裂は (-1;") らかりめ，

809-6コ二チノレプノレゴーノレ iC 1~2 秒没後した。(共試禁はふ1， 1- の処f!j.\ 後殺しま]Jj<.で洗い，嵐乾してラ:験lζ用いた。

実験1;-;: 25 OC~ 関係j謀反 10096 の条件で 4 くり返しf]-なった。 l 処HIi!Xあたり 5 枚で

ある (Tabl己 5) 。

Table 5. 極々のIì$f(討î 'J1:Z 11í殺菌をした外観 Ir:i~，な A省庁telano，y〆011

の葉からのJ:Kそ Jr奇議のT1え出

Detection of anthracnose fungus 匤 seemingly healthyγleaves 

of A.. melanoxylon which had b巴巴ロ surf呂ce-sterilized

処 コ堅

Treatmenls 

11 

Ditto, l-hour 

ノ/

Ditto， υ )lour 

'1 

Ditto, 10-hour 
/1 

Ditto, 20-hour 

9996 エチノレアノレコ ノレ
tj:8~hour 303k � 99手b

() 

。

p~ 

._ 
',) 

r 、
、

20 
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。

50 

30 

30 

も3

~. ,,' 
コ

τミ亡i
v 、J

L (', 
ーん 、J

U 

lヘ

c-

.s ~5 

90 

95 

9::::; 

100 

。。

ノ円,',__, 

少;

" 、J
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rl:J:と七九の j火，て?太鼓花開示るら!fプレー持:とそのみを在 2<1につLγ仁一一 (、与ド j • 7 -

泳三ぜ[.1<で乙パ/ただけのよ(1f'11 況の検出宍こう;1(で」弘前殺がl したば!と比J 川崎特

ι1 分rltl![ いし 20 時i河野こう/川三設iWfしにi/.のいおがほほえ字 υい j いう ζ ムは，丘一のと{勺政 11守

してい ζ分または子のう防T- が枚 ili本にさして よぼさなし、こと， じよび検 Jii される

D~そ立科i縫い七から郎伝イじするものでお/〉う正いうごとや小す《

'T'able 1，<)のぶした <':f!般の *;I;~f": む〉ふ以-h lご込シ、る多くの問ト?力〉りの氏そC')倹 U:\(お供;h~J1t;去三 11'〆

沈~ @.UFど後予 2:3"C，関係ユ 100:'6 の条件二によ:いてわな弓どと L た 交は 25，~むよりも多少おい

が，足全了間約るよ「であるが，乙く心地牧)I\i )}i[r'とのよ戸店主 25 0C 内外てや行なわれるとと令 ま fJ ， ザ

リi_) i-gl~.!主においても検 !:U~i;!，は仰のよ~Ij_ i:~~(D 主主;fj? とあまり;しがなし、心でう 25'C ぺ検討皮と..-'，そ。

~). 多くの総守護 (J)外線:íF常な繁からのrJZ -f 病!認の検 l~!j

ん PJ な;士会!.I<i''\'， ノ店、没，1，つはじ〉うにミl~/ 、人てんす{三三七.. 'h 人そ j的おくと検するご介在冷"治JどC

ベト、)と路約:す花、 ア υ)ノとよ v ハ了， 1963 1(})コり 1965 ごまでの li日，として沼沼Jl12jj、 lだ!j'î し

てし\る iノミ〈ベド)lHMIC滅ょっ付主計およとヌ〈ニオじら)..

5)f 

ぞれにム1 ヰる

!として牧lllJ ，j8)にどれ七ア泌総以泌緑色とぷ~~Ml~ f_,jiJ 1, C火山jlJP ぞれ

のア ;l，. ~-/ノ \ツト、t.:: ,) l:~.l.:' L，似てごもと iにiJ と泌す 1見合いL ァ

その科汲械の次に訟べた。似;設のおこっrJ)のあるのは，その鴻 lζ1えそ;手当 WJ)~/としが報おされて

い宅2 しD日ピある仁、

Nc, 

>

只

ら

C)1 

rable G 多〈心タ1((孔な緊からのよHその~jtd::;

Detectﾎol1 ()f anthτa 仁nosc fungus in 80うそっll .i ngly

healthy leaves of VariOLlS tre忠告

1.lt |告j 午 りも n 手p外0.) ;;}i 
Spec冾s of 

F呂Il1 ilìes of 
pIan ts tested p]抄mts t巴st正 d

Aca，ιia accol詰
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/〆 J Feb. 1.0 :")0 l〆
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/1 
F、 Dcc， ι} 'J 
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1/ 札1a:r‘ ラド: 長、)!、 内戸V、 、i 

A. d，ノalbata LI日 ノ ,G /〆 Q、d円J ()円

// ;/ F巴h. 令凸5 。。

A. deanei 
ノf oじt_. .164 

ft T'. B.AKER 

A. fÍ(i(;Uγf{!1J S 
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" ./ lvlar ゐ n 。l υ r 、

Oct. /j (__一、

2 Dcc.'tう生 ,. 、

乙Xi

8CJ 

、、1 

勺

3口

(ヘiハu 

自り
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No唱
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Species of 
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Oc1. '64 

Dec齢、4

勺
υ
1

ょ
っ
ム

11 

11 

11 

A.. elongala 8mB ‘ 

A. falciformis DC. 

A. floribunda 
羽TILLD .

16 

勺
J
Q
U
Q

〆

l
i
-
-

.Mar. '64 

/ノ

F号 b. '65 

Oct. '64 

Dec. '64 

.) 

っ
ν

勺
u
l
h

つ
A

11 

I! 

!I 

A. 版協ìttii

!I 

A. ta時igera CUNN. 

fノ

20 

ー
♀

3
4

つ
」
ペ
/
ル
弓
〆
ん
ハ

10 

r:: 

1/ 

" 

品。

80 

tlO 

60 

60 

)CJ 

10 

Ma1'. '64 

Fcb. '65 
ハ

ヴ

/1 

11 

A. !o吋gifolia
WILLD・|

11 

A‘ melaタJOxylo月
R.lh. 

門戸

:,;) 

26 

ハ
V)

 
(
 l
 
100 

100 

lC正)

100 

O゚ 

100 

60 

,\0 

10 

10 

10 

APL '63 

Mar. も 4

F色b. '65 

2 

つ

3 

/ノ

11 

It 

ノノ

A. mollíssí押la
1市 lLLD.

27 

28 

20 

100 100 80 10 
1 ,c ~、

O,j Ju1. 2 11 030 

100 

一
川

100 

100 

80 

100 

10 

10 

MaL '64 

Feb. も5

3 

3 

" 
11 

1/ 

M
 

vv 

z
 

t

、
間
E

M
M
M
叩

例UU
 

F
 

<
yaA

 

()31 

(-'，勺 f勺
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J1~:.i;変局、jO)炭そ}間習に[汚すお fíib'é -:rJjにその1診「とか 1:について でトゴ :i 

4 己 I1 

47 f乙 f.dobu/us LAlJILL " 3 Mar二 :64 :。 " 、 〆、) コλ ハ" 

I1 " 下位b， k勺、

'1 δ円

!/ 、) 、ず 20 

、ノ, ノて
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ザ)

2 fan. f 、)

L. 

n弓ぽα sinensis "[，γ . 〆F d〆cノ、 I¥1av f、1 
( 1 

CìmwmOim月刊 く宇のさ{ヰ つ ]ö. n. 日4 一~、ノ
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C{(71Iρho合、d SIEBF Lam 乱ceac. e, 
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yγ うイジ「

/1 l.\pr , 1:.:>:1 凸 ムザ", 
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I1 Seふ口 市一4 、リ u〆 I 
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、

5mB, et Zuιι Myricaceae 
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供試日t 供の 方jJ;1 1鼠討
No , ! Spedes 

Famîli巴S
plants tcsted 

plants tested 

ト チ/ ニf' ζ 、

67 Aescultts lurbinata Hir)j)ocastana' ヲ I Oct. '64 10 I 60 
BLUME 

アブラヰゴ 1)
3と~UうC だし 1 ぐさ H()68 ! Aleurites cQ1'data phorbiacεae i 

1 I S邑p 以 10 仁)

五，1UELL. A.RG. 

アカメカ占シワ
69 必 /1 ノ/ 1U () i 4() 

L噌 ARG.

ナンキンハゼ
?o ! Sa.戸i的問 seblferum. I 勺;

/ノ 20 20 2のv 

H.OXB. 

ク
ノ~. 虫、 ;外

2 Ju1. '64 1(1 
(_J(_) 

。7 'i I Cartanea crenata U 合~

5mB. 色t Zucc , 
Retulaceae 。 iC 6 j週間後j

ク 寸ナ 4' くまつづら科
72 Cledode珂dVON 1 ! Sep. 'む '1! 10 100 100 100 

trichoto押lum THUNB 
Verbcnaccae 

/γ" フY 

L、 グ Jデ るおい科 2 I Jω )6A i 10 i 20 I 20 
H兊iscus syriacus L Malvaceae 

()74 もくれ八科| I Nov , 'M 10 I 80 80 80 
fuliがf貯品 L

MagnoJj註C日呂町

サ 5 コフ γ|
AlclgNol僘 kobus DC 

I Aug.'M 、J 。 I 60 

/f.〆J 
モク レ ン :/. I 10 r) : 100 ! 100 

;VJ. {iM /0問 r、 I! Ii 

-r7 ン

λ/Ielia azed"raι f{ | 出可/，〆ヨ・~ ハノ午 r I 2 I " 10 ) 00 1 以j ! 100 
L. 可ar. j.ゆ02MltCft品K 

INO 

()J8 Paulownia Serovhularia - i Oc1:. '6:3 J.(ヘJ ぷ〉 己o I 凸

tomentosa STEUD. 

スズカケノ恥
079 Pla!anus orientalis i νノ古川「 ω1 JuL 己0 i 1 ()() 

し

シモニードロノキ
はぎヰPopulus simo釘u

SaHcac記ae
2 Jo1. il.J' しハl 20 ぷハU 門

CARR , 

C)81 pγunus し、しま らホi 2 。ct.

2 Jul 



rJ、築制の炭そがおこ関する研究一特iとその ~'m{Et似ζ っし、とムぐ) II 

以「L23 科 36 照的役 82 fjiljcD樹木 0.) 外在i! ïE1i\'な架から炭そがj俸が検出されたラこれらの如!のほか9 ぬ

i'll ç~ l， l る Ihj'1討が 10 i!民間以淡になったが Euほlyþ似3 仰busta 3M. および_?\ ;7~ミモヂ (Lígμstrum }a�ol1tcmn 

'1、 mnm.) からも*Pz {:U された。

とれらの持I滋のうち ， A‘ dea!bata および A 丹!oltissima を砕くす べての _llcacia ùt~織的，ィ、ムノヰp

Cal1istemotl グigidus， ヰべての E附c:aly戸ius J7ß，版物p タブ/九ジンチョウゲs ミペノマタ，モクセイ.:"\

ョウチク i ウ，ごとミ、ゾノ\づり， トチ./ .t. ，ア力メ:ゲシワ，ブンヰンノ\て- , クサ

v ン，セングン，オぇシマザタラ，ウ '7 ミ λ、ザクラなどはそ'ì~;認の知る i浪り，わか:問において今まで炭そ

|演に受t!JナC あると報されていなし、。

般に i).!: そ病磁の 7"::後変色こぶされ j. くも
') 1~ニト ) 

」二?じ':rdlistemon rìgìdus, Elicalyþtlls ヨ~llúゃれ ツハキ，キ 1 ウチク!ヮモクセイ令 ク lJF ヅワミ

クラおよび1、 f ミモーf 実験寸前~h(òtこ i妥足羽 ÎH'Jiゾ誌な状慾安保ら，ムク Yなどは挺約の切断これをL;

た。とのような樹れ1.~C (ま，ゃjú)検 1:1-\は JJ)羽山j;~認した n

そのifii:iJ'， íん 吋~:~児問な経治し， ~:， .ftJJ.()) 数史物 l: とえば Cephalothccium 

yoseum Cm.叫A， AJternaria tenu﨎 NEES, p，ωta[otía spp., Fusariul流出pp" fls�ergi!fus SPI人 ， Penicill�u:m 

spp., PhoJ!!o�sis spp.、バクテリアおよび 1刊誌実H1pQ)吹線防が~*ni;1 t-C完了7L/〉炭そ )1組主!の子尖俸をおおう

ことが多かった。インドプムノキ (Fícus eiast�a R 口XB.. てんにんかf"f)， Eucaly�lus triantha (てん

にんか科〉， トベ弓 (Pittosþorum tobira .AlTり〆べら科〉。 ア対ギ') (Fír押lZalla s!沖1þ/e.λ1以}入、VrGlれ p

jうおざり料入シタレr ヤナギ rßalìx baby{onica T川ゃなぎ科) t; よび jf?'f' ミ ( Vìburnutfl どれわlalu;n

TnUNB.，すいかずら来、けからは炭そ?内務 i士総むされなかったの之た，マ/.スごに 1ニノヰなど長

i_t_;'_f(/)立キミ~:)本から，えそj)1W裂が検[1'，されるととがあり) (]{U，HJU双鮎九 GONZAtEz26) ct at ゴ~び (}mSON

e! al.20 など t土マツが災そがjiとり病するす九そ報公している。 業者はγツおよびスザの外怒Ù 1正常な bこかり p

らそモ術的ω七治会行な-")]こと乙ろ〉結果lZ(ー〉でおっ tだ 7)) ， IV で述べるように， ζれらの金そ

率殺T引[ノでたZそWl訂打fド山閣!f潟手吋j 与ぞ.-寸h筏主主磁HレJ た I絞潟上上わ'.

6 炉 若考聖 雲察誇

〆ノいて)fifH';L た皮切のliJ1究子nま，録 TI" (Dj、[1る 1;ぷりでは. SUEAR and W仁川/;ô)

マ〈ちろう o !ifíiI'\;はじhm乱立10B， 3weet-orange, pomelo、 レをン， rnandarìn, avoc乱do， pcpper WO:rí:, .) 

~ニ , ビ，-; ~インドゴム/ゎ イチジク'"}タ， "'/パヤなどの外信託J:E}百な弘前均、ら;えそ j内よそしナ

て川、乙 DASTUR17i はノイゴ占ナ江)災そ病i識が未完!\伝染;上:;ζm~ i1~~f: ~ö こヲカ~~が成熟するご十:ヘ休日記状 Iてそ

とどまぜ〉ていると~とそ子)j\P!5:ご> BA.KER and VV，'\RDLA\V引は渓交じ返し f、ノトj ナ !Rを、 JIT\緒的 ;ζ ト芯七

光治会， tt¥ lf! !(11S成そ 3r:ç' lJJ~IR，われるここを持した おMM口 NDSú7 ì品、はノ t ナノヘマン r. 1 .~ボーポ…

のオーストラリア践の熱帯来実 (， i了炭そ;内閣のたf認め，泣き在感染日)機ご!認しI ど rな~"，。ま

た、 CHAKRAVARTy12) [;J:ノイナナ:誌の炭そお閣のクチクラ佼入は機械的な }J i 司!こるも())モおり p 卜日:川、ら '1!';-i

た彦、1糸が，ノミナナ持Lの完熟する時1m まで宅 クチクラの!ご!訟に静止していゐこと J:.~: らカコ iこしえっ

-}コ， 21thぷ EDXTU50 ) はジャゥイカにおいて見'{，分解しごいくノ f ナナの楽l::-C()) 糸、々の successío刀

ノラふ.1"ミ， Jとその (Gloeosþorium musarwn CKE. 出孔.'L\ss.) (立 Verlici!lium theobγomae 仁I' URC.) MASON 

巴t HUGllE'ら Deightonìella torulosμ(3YD.) ELUS, ，，:へTig何日þora Sp. , Pyricularia musae HUGUES iよピl.-'

:::~~ SUCccssﾌon ，~D最初J Ç) 0主的!こJ}Uコる 1え1 誌1ーの一つであると純一「じている ο そして G. musarurn 
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じLï_E }}~ iT. ~titの波むから侵入!ーハク千クラの rJ認でいったん休眠し"当Lのふ主弱とと色 し， ，t，~7，íE 

主主l:þまたは結死!i~i: iy:のj誌の組織に急速に広がると述べている o H\iDSON 3()) よれば"]-トウドゴの発(:\，'I与1

21:の奥なる繋ネ注1倒的 iど採次 {J P それらのとにおける糸状釣り succession をぺた滋合， Glomerella 

cingula仰のTONEM.) SPAULD. et v. SCHRF.NK および Glomerella tucumanens� (Sl'EG.) v. A武RX 巴凶t Mi.い111
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子のう殺はいしーノアス ::1 Jじで 1 部立たはみ ζちとそ有ヨる Y とも干T l_，ない ι ともあったコその大

さは広筏 fj0…250 rr-, ì+:~J -.ð は 70~，， 340μ で }, 
"', /c....。

子のうはプ\作紡すいノいないし EEG;f(:~tk~'-(~: ~ そのよ、きさは 4.0…150x 7~J15 μ であったり住1] 糸として切り

う lζ議見Ijできるものし之さ 11.なかコ fごコ

子のう胞子 l土1H~ f~:i; ~ないし之ijすしサVで ~~~Þ2芝市 i したものもあったむその大き、ミ i主 11..".，27X3

、Æv どあった c

~.~ 

よび子のう約一(C)形慾やノにささふつ淀:し" ~ュ泌められなかった。しかし， In;!ß U) ぷうに ， f 川 id~!刻、で 5己主、?

っ;乙;乙会またはフノ七 r{'iJむト 0) !_，ミす己主しかノ:とを形iぶしたものはなかった。市立t~，{;主上，

な形成した店主ネもあれば，それl りの

よれば， (;!oJ1'lcre!la cingulata の予のう設L引な伎は 8ô" 、:JOOv G百;きは不r~n)) はお， f¥RxSl 

のうの;大;会さは 35- 80x8 、 14μ 〈多くは 12 ',,60X LO~， 12 !"), 子のつのノヘ;きさはヲ-，，30x3 ，，8ω (iYp 

く U: 12' ，24x4'~6 f1-)である"，

f 慰霊菌株についてt) ‘ 

f づらすなわち， *りすしリiうのう}ij:_Ij，泣 T~<E- J的 iえする強株は 12 泌秘から検されたが} rtij l.~. ヂfJ 凶物

体から j1ß~iIl ¥X1 +-9，(:も検/1'ざ o f えの託りはさ才しる似l-1tl-土台江抹のそれにjつじベて少なかず J た υ 分

子 jづが形成さ才している状悠 "7.'ぬ溺保が;訟 )}I) される こも ;JS -:) iとが，!j;くの場合，分間 lt:~:怒ザイ j、なった結

Mしは[、〆めて識見iJ さ íf"l t:ょ。 今まで j:jSべたと Y ろにより令 (院j干止の湾出荷伐と Jgrl. なる点~.にあげると 9

う子生胞子がやや小さえ，紡すい形切である J

さがやや小さいっ

円'\イ注工口行、 "ムー、b
，).)、l'下 Jイ討す /_J .f"， に定 、‘

などであるが， /ぜと新滋刻』去の巡し}そくミらに【1 しく !p_jるため， fí'l ‘裕から分離，だ\~*E Cノナこ;列強i}':.j(

n)f~;う~7"_ :1 . .~/てご 7よるとと;ょ:まとんどない""与、 守、， 1 しゅ / 
Vρ ...._.J ‘仁三 , , 
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は i主凶 iーでピ:ノク f!:\OJì;Sl ぞうを形成い分!t今 Ij;、1 子の火きさは多様であるが，多少、前:ÌItn~~ よりも小;ヱく，

JiF!j記長は透i!iíf5j( O)場合J
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タ
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ol�rum ALM‘)子ないしあ7すい J i~ -í-~-: 1 fV~i j< ( J、ジャカ、寸そ J!江戸卜I~f:.i で

(ともが SIiEAR and 'yVOOD65J のいう ι gloco:ψorioides ()コィr計三 T刊でおると主[15夜、 i? ずるとし、) Q f;'::'} 氏;ま

201 じていゐ υ

本，c.こた f ιSHEA1< and ìVO()O"βノおよ /r、広 '1\ヤ 16) らの淀JJ?!とて'?しわすならば令全

1 や.， ブ/、~ ~'てて;; >_!!. Y-::C、いァ
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6. 考察

現在では， ARX8J の提祭し/二分!JJ'l休系が炭そ腕官訟の分~i\のln廷になっていると考えられるので 3

検，~'，した言語株の分~[í についても， [司氏の体系iこしたがって考察したい。じむえの分類体系では，完全時代の

形態や大きさ 3 不完全時代の形態や大きさおよびそれらと完全待代の結びつき，さらに) ~i#f主積物との関

係などが分類iik符 lとなっている。そして， として Glomerella ci対gutata ， G. miyabeana 

および G. fucumanensis の 3 禄があげられている。 G. i制、制問anensis の分I1ニ胞子は湾訪した紡すい75で

kきい (22~~40x5~，7 "')0 G. miyabea月a \'立 G. cingulata ~とîIii設の('ìjて、あるが， Salix JiIî織物のみに WfII二

ずる。 G， cÎngulaia の子尖体の大きさは4..の終りに設いたとおりである。祭:おの検 11\ した菌株のうち，

U桜織からえられた 58 !芸ift!本が完全的代を形成したが，不完全i泊代の分tHJ包}(:どずべて :@lïJ~:で，返さが

20μ をとすものはほとんどなかった。したがって， とれらの閣株のじゃには ， G. tucuma封印IS1S に相当する

ものはないと考えられる。鋒廷のすべての菌株は Sa!ix 病以外の樹涌から検出されたもので p 泌物組織に

俗をつ v打ご場合〉チャ禁および 1) ンごfよ裂に対して病涼出品を子ょした。それらは多犯[11 であり p 安ミtが S'alix

隠?と限られているものはないと認められる。したがって， G府汗liyabeana íとや汗'í 1l“るものもないと考えら

オ\"る c う殻の夜径は lÌRxBl の ij\ -y' G. ci抑gutata のそれによL~てると一般にやや小さい。

しかし，子のう放の瓦磁の全iift'i[羽が，1\悶8船〉の Gι監 cmg釘ulaωta のi範主 i悶}江羽[百!からはず才れL る毛もv の lはま eつもな L

〈筆衣ヲ苔~の E関努名糾綜{;の一Jノ七，のうの iわ.1(κζiは土， ARXSJ のどよ cingulaia のそれよりも長いものがある。 しかし?子のう

かJ七さの範[Æが ARX8J の白山花ずる G‘ cingulaia の子のうの範[活から余くはずれるのは ， A , �ravissima 

から検出されたm株 (No.33) の子のうだけであるつ筆者の検出した関株のすべての子のう胞子の)人さ:!下

ば， A.RX8J の G. c匤gulata のそれによく合致する。

(;曜 cingulata の不完全日討には Co!leiotvichum gtocosρorìoídes であるがz 後述するように，祭'Ë'iの[潟妹

りすノぐての不完全時代の子実体の火きさは ARX8l の C. gioeosporioides のそれらに合致する。したがっ

て， ARX8l の分演体系に従うならば，筆者の枚出した炭そ等部の完全.S;d';.'Íとはすべて ι cingu/ata と同定し

てよいの 管遺言言株中?完全日普代を全く形成しなか，だのは A.cacia Jij~ 8 ~手、から検出された 8 i詈 妹だけであ

る。他の多くの A.cacia 民tM織から検出された磁株が G. cing ulafa であるととを;l) j援すれば，とれらの

お抹の完全時代もおそらく G， cingul，日却であろうと考えられる。

ARX81 Collelotrichum 誌に統合しノ，統知の数百1"11を 20 様;こ減らした仁亡の

うち 9 t'iH土一つの艇の近緩和主であり， 5l1]の 1 :tiHは 3 つの forma を含む。 分生tYel予の形怒や

大台さ， Ê索核およびj享淡路子のギJ1H~ ， 分!Iô胞子!謡の形態や大きさおよび容ヨニ摘4"1の途いなどであるの同氏

の分~(nによれば， C. graminicola およびC. demαfium (PERS , et F冶) GROVE 、 31::' また

ちした事/りすい jピで3 大きい(それぞれ， 22. , !!ox 5へ，7μ。 20..30x '5ι\ 〆4μ)" C. �hyllachoroides 

(払L!S et EVßRH ,) V‘ A且X，正人 fusarìoidc$ (ELLIS et KEU ,) O'GAR I\., C. crassi�es (3河口.) v. A.，はおよ

ぴC. partmdosωn (Euお巴t GI¥.1.W.) v. ARX C))分:3づ包子 l主活 Wi であるが，とれらもにきいくそれぞれ，

18 ".24 x.4.u 6. 5μ ， 18~，32x.1.5へ~6 ん 22...31 x ら'..Bv および 18，，~24x4 ， G. 5μ)" C atramentariu ;l符

(BER!し巴t BR.) TAUBENH. fどはじ:q肢が形成され， c. fuscお持1 LAUB. では jJ?池上 lと多くの英胞子が形成さ

れる。C. lini (¥iIlESTERD.) TOCH1NAI およびC. desiructivum O'GARA では分生iJí]守こがしばしば;常的い

がる これらの様の b1; i))tt況は?祭器 cJ)検出した沼通:均株の不完全時代の佐賀とはかなり Eとなるいこ

れに対し， C. gloßOS戸orioides の分胞子はjilllIQ で~ nm0'<<liが円 ffi'í ま允はうに頭であり， そのノにきさは 12， 19 



1去主のj); そ守 ['J~&ご関ずる その治不'.性 AつJH
L
 

4. 、日i-l..ちるつ冬治的Y\くのほとんどの分itねォ日で，ての火きさは 1か .20x3..8 }J-で，コv

f.jJえが 13r 、- 16 1九千えj 1[1前 }J'5. 4r.~.-6 fi tこ/九るものが王手 [j"\) さらに，それJ り さを:巧

ノヘば〉 C C. g!υeosþorioides ととしてよし、"考え

.A.J-:.x8 、 (;1 C. gloco，ψoríoides ())近縁{W:として， C. lindmがuthiunu汗! (3ACC 日t MAGN.) BRI. et CAV., C 

orbic-u1arc (BgRK毛 et rvlosT.) v. ARX., C. ma!ωrum (A. B及。むt CASf.) SOUTDw., C. helichrysi (¥VINT.) 

¥'. A l<K, C. gnaphalii SYD勺 ι þsoya!ea (PgCK宅) v ‘ !\RX, C. trぴolii BAい.r et ES~;AlC{ねよびC. musae ノヒ

(ナ、でし、おワ)， 乙;{"'， Iフ;立ペユオレぞれラ j口hasr?olus 似dgaris L. (下、め?り， Cuι1.11'b\ 1::土ce.ae (うり科)， Mal 

'laccae (あおし斗り ， Heliι !u-ysum (6 <科)， G河aþhulìum (さく科)， Psorrdea (をめ科てはな

い)，い;g 、llllinosae と め科;とくに Trifol問問、ルfediω約九 Serrade!!a ( ζ!ュ汀辺lとはたい〕な

1'] および九1úsa ましょう対〉を たとする;痛であるく不誌の七、~ltj CJれいに;ふさぷ付記よひおおい

ド:隠す乙も ま i i. てし、るから‘ らから万香川"才Lf:lL11JjfC〈 fz幻dt!Hlulhia持urn司 C. tnj疝ii 5}:!こ

じ、制品lvaγurn _'CJS ゎあ石。!かし" 一;才l らの ~j コーらはじめの 2 ぽ:i(.J j.~'. としてまめ外ィ;

給制;ζ三千三'.没後、の二こが 1ノやシにさい (12へ 2.1メヰヘ 6μ〕 071 しにかJ L,, まめ利からえられた守主

」川())従il朱;土ヲベと本からミJii され fごで主、る 'J， tこヲ あ日い科のムクゲから後 U~ された十づえのうわけ

fJ 20μ 以 F である。したがって p 乙れらの 以 !Ci):) ~りも C. gloeos戸。γioid叫によ

JD: i, 

rLi +、開 i :t Glrmumd!a J民;おとして 19 して u 、るカにそれら υ') うち， G. acac僘e (1TO el 3Hm日正AWA)

YAMA.MOTO et 1 '1' 0 および G:. cinnamon� Y OSHTNO は手 F"7 3i およりh イ.)"1 ・ J本出ぶってい宮、、れ七 G

C!吋gulatαjこ ir i] ii:芯 jもたれ G. ceþhal，μfα1附n. t仇hae (3川v仰An川〉川A) Y 

古:念2山!HれL一〈江心:づ)'三ム似子子.j)バf新じ;ぺごdあう Jる" Gよ.d治:1カliωcl)r仰eaぱθ (AvιR:~可川A守 S"μCCA) YA)，"!川A)..f C引円口 ， G. gossy�� (SOUTlIW.) 

I~DG問rüN~ G. f({getzariul1z. (PASSERl;-.;I) STgVENS! (;哩戸hOl時oidr!s S吟rAN.Kおよび G~， ricini (J'V'lAU日L) J:hMMI 

et .l¥:lATlJO lt そ才Lぞれ。 ナガノl' "7 主n ， ワタ。 ウ 1) トマト土:よびこマ :ζ詐"るしおで夜、'.)これら ú) 7 

|士山 J♂バトお L仁トよ火山 L..， t:: とは 引総と巧えてよいであろうハ木E盟、 :η総合しに G. ci持gu[aia 0) 

六きさは Al'X8 ) ジ〉記法'~}"'モのま宇終 Lノ/たものである':;'た， G. saticina (Hi¥Ri¥) Fu瓦仁山I 日t Yi¥MAMOTO 

ARX�1 G開制iyabeana 〆ど l ノ 7子ものでおぶ G. fici-heeche:y川"lae (SAWADA) .Yi'..M品川(;:. glycirtes 

LEllMA 弐 e l: WυLF J G~v híbisci~sabd.αrUf{u~ (S�NA.DA) '\:.,'\MAMOT0 1 c; , iindenlldhianu持'l SHEAR) 心、 i11U J11J

(1IoRI) HEMMI, G. 戸rZ.fni^þcrsicae CSAVI/ /d.�A) ~{A~，( AMOTO， C¥ robini(ftノ (ho et KOBAYAS下u) YAMAMO'{'O 仁、 i

ho および G. sleþhalliaρ(SAWADA) SAVγADA はまめ手L い~:{らト4JJ揺l ぷ7 ま允ばその {lt~(D .u; ~fと:は ι1Fi

ご"渋お氏)検しよ、Lりにド jご r~L ピム f:"ci.beechC:.)Yl'JU!Æ jj ぉ的!〆へLi ) ものたるかもしノ、

~ .¥ しかし，又ωぅγ:正11本主主そ ;'[1λi ~.q(乙 b しげ仁令 ζ オしら υ8 ;丸心し手〈γ ずしらと(;'. cing i.ûaiα 

l>(j)lj点に以 ili したとしても， 3ュ~~: ;;:ν 比 ;j[j:、功行，その!>ご日 iJ\立点、ずしものJ り口つでは t仁い υ

1り<1アピある(;. ci日gulata ，~:ι オ ν らに〉議j}!Jが 1;f !fiJ'i-(さあるつ したェスず .T本 いて，祭者;ぇパ!ペよ問、ジ)

G!omεγιlla したといても， 'fi{-j の検 il; した出ノ G'. ci日gulata

γ ， ，一、一、、、、

υ も百さし vっかえな七、

'd九 1. L.i/-，:.~:1J ~土 AJ， x ß 、 て I1 河三 Pi? C.心 rどへれ不 分探n fJ;' A長 y8 の次

のほかに， ζ corc!wri IKe¥TA et '1、MiAKA ， C. dematium (PEl<S. "t F\し) GIWVE V<1r俸制oytfolù.凶1

(HAl(A) YAMAMO'{'iJ , C. chηsrm/hemí (HORI) :)AW., c. �anacicola l.), EDA 8t 'T'AKサC. theaψsi出:;nSlS
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(IvIlYAKE) YAMAMOTO ;および C. castanico! 

C. chJ'ラsa児訪問.û およびC. 1'a托acicola の分:t 胞 j三の;たきさは C. gloeosþorìoides のそれに似ているが，

それぞれの滋はツナソ? シコーンギクおよびチョウセンニンジンに寄生L.;， lXい!と別稀であるとされてい

る。 C， thcaesinensis および C. castanicolu仰のうr}:~t 胞子はが 2.5 ，にL L1 下であゐ e C. dematium 仁

問。rifolium ばクワピ寄生するじ dematium の 1 form で必る。 きさから考えて，

これらに該当すq ものはないと認められる。
，一、

\'0:), 九 P

G. cingulata 以外の炭そ!i守閣がj]::葉樹の奨2 その 1\1'， 1と iià;(Eするはないとはいえないが A表者は供

[;;\)1.~J~~樹の認に滋在 L-ていたLとそヲ[訟を，すべて G. cingulata と考える。 S;n:AR and W ()印刷は 46Hlの

。一凡J，，， .J
ィ:';5 7)). したが， 1["i殺の笥主植物から検出された閣はいずれも?外、，~[LE どなや芸かり

i'Jられたものである。それらのうち~ 14 土 G‘ ε íngu[ala とはλヒされている c

FfEMNIl~"tl) ~正氏そ病i怒り分~!二泊予ゴ+，の間1] 毛形成が不支)1::であるととに気づき，出iJ

反応せずp 叩すべての炭そ病関を Gloeoψorzum 燃に紡:会しだっ λRXS) はすべての炭そ病院を CotletotrichuNI

!バ;こ統合したが，それは Colletotric!mm 燃の創設が Gloeosjうr!um 伊〕のそれよりも舷史的に [)I いという理

JJ ~とさぎない。祭右の実験においても，災!1 1'，の)?;;;よ止は不沙CA:さであった、

SUTTONü9)co/Û) は;\Rx8) 7)' Cofletotric!11I1Jl trichellum (Fr<.) DUKE をじ de7幻at!um 心， ι falcatum

ìVENT ミ~. C‘ graminico!a のそれぞれの呉:おとしたととに氏 fh し，主として付着訟の形緩や入 、~~パ、 J九~'1 、
見守 v__，ふさ己 4

から，おりおのを 55U泌と主張したっ L ï):\し， 0:f:f i{{fの jおおほとんどのパヨ株においては， J;'J おの分主主

子がほぼ円形からアメーパJf~ までの付毅黙を形成した。したがって，、j翁深の去がH(C)) !j}要な

議)}lj ;t\U!，ß とはならないと考えるや

部したように， :1:::足立に nJ し、た詰 12 泌総から， C. g!oeosþorìoides の千j1~，沼三 J設えられる i品j.j己主主'検

日 i したが》 ま 7こ [151;-;駁 iこ fむいられなかっ土ゴl

?♀立ふ、 この二fiJ色裂が C. gloeosporioides のき芝読またはí.nj訟で品ふる自治，[，ーもあるが} 5. ザ.ìZß ..、土ように》

C. gloeos)うoyioides の1. .コの fcrm と L-て::rò く〉

i立
'-w .~ 

J交セ Glomerell羽併設の:分布

まで述べたととろにより， 1.ぷそ肉強 G. ângulata が24 くの広J主樹の ;1. 桜乏7おなと:弘正iニしているご

，~.:: Jyi i]Jjらかになったの f のごとは，木がむ:ι椛物信、上(，C1rJ~.t~Iを71予えし，だそj討会ま?三していろ状愁以上

にjム〈分おしていることぞえず c したがコて予 約キ形成の({!州〈戸か7)λわりなく 2 オc閣のうケ平そ夜ずるな

ら Jま，、まと:知られていはかつ九本認の ~t殺はじめ多くの事えが切らかになるであろう。とのような考え

0) 二Jiこ， 入ノl:tY~f:&\ J:t~ の i'tし、などによる G‘ cíngulata の j)-

えた日を 'iVi~i~ò: したっ

L 種子における分布

炭そ「必閣は2恵子;こイf df してf込室、 1ノヲ長、出となる乙とがあるわたとえば， LSHMAN 2.l1d ~WOLF16) ， ,ljð[il 6G ) 

/;;ど ζ よれば， グイコえの立たそ内 wn Colleloirichu;n dest'Ftu:'tiuutN C)~(~ARA ~-J濯(乙治{人して治冬 3 る。

;"J合格河辺土ó7) によれ(;;t'，スイカ心})~そ!荷台~ CC. lageη，arium (P ~\ 55) EUIS et f王ALSTED! "C. 0めù:ulare

(BeRK, et M山T.) v , .1\民主] ま滋子 j') 内郁 糸の i;ji訟で泌としているという。また令句・沢f干1 74> tj. 

(:. linàernuihianu:~対;1)必長七で i~l さずし jこコガツザサゲの孫子戸すで， 2 Jr:r，rJ!I:;(:T したととを減ff してい



入討の決ぞ行革1 る符にそのとっしをでー

ぞ っ会jJ\ 、?ノ J .4. dea!b，げはでイらつムやぺそむ氷山i花ú).t~の郊外、も (;ι Ct旬、ula!a ががと

されるつじたがって J ~:主了イごも乙 0)点、しているりす行生がめし、。 Xfr者はまめれこ売すどi A. , dealbala多

JLd佼拭γrens ， ./1， 持-1-elano:xylo提訴ふて .A 、 Jnolli:3.'!，開1品わたミ子から(;， r:in.gulal誌の吟ご行なっすこ二

ブ71jヘよギ誌は次ぎのと予とりでふる

ノJ

J人j 筏1.2ι口 1 心円 IJ JJU ゴガラ tく儀式しさ，♂之内絞公役，ガラ ごしみ くぞ

へれる つ t -.)で含 Ti ラ 10() 3 jl釘 2tv 2(i ú C ト ft~ぐして，

C'. {問guiata 白子がえは耳つ

?Rf 

本l立{設かグ〉 A昼間。lli主主hna く 3 fや品 <.也 _}-.'-lム守.，、わ〈れ cùtgz.f!a!a 心 ぐl'abk 8) ロ

主主ヲ:'Cf)手之支[潟う0'1':j' /Jc でいたいから) (), CÚZltu!ata がタH;UV付

しでいたかは切らひ?なししか}ノ， (;, c-iN-g ulaJa も ι乙 ζ1ヨし\心 f

とがわかる ηL;:ぷ. rtTIJ"'" " ;)エンジムの孫子 0)内ご ， Glomerei'la rob�iac 

L だがヲ G. 内:ìbiniae tJ. G. ci対gtf. !ι仰と出J TiE またしLí[i長誌であど;_._. !-りすしる}

Tal:,le S. Awcia 引の泌♂、 C， G. cingulaia 倹

Detcction of C'， ι ingula/a :f.rOIT! the s0cds of /lcac僘 tr日(òS

E
 

I
 

--
、

j
 

Jノ 〆ノ

iuお仏 i 

Jnn位、 19己4
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2, まめ料棒'j緩めさやにおける分布

まめ科悦穏の穏子切に G. cíngulata が検{:jj されることは， さやにもこの闘がや!務または侵入している可

能性を予想させる。したがって，感受性の秘主主であるまめ科総与jのざわにもとの言語が検品されるかÙ;?p， 7i:

w!ilべることは，歯の生援や分布を知るよlこも必要でおる。

if，fi!jはん dea!bata およびハサエンジュのさやを実験材料として， G. ci日gu{afa の検出を行なった

(Table 9) 。供試さやのj采攻場所は京都市の南部であるが，供試樹総はいずれノも 2 初又iこ総'71; [ノ多む1 やは

成熟後枯れーて地ょに洛ちるか，または2 枯れ '，r::: ~t 立御 uこ残っていたの尖験方法は I で述べ fこペトリ1!i1法

である。供試さやお(は各引それぞれ 10 m¥1 tオえである。

検出きれないことおよび続出ヰ2が (1&し、とともあ勺たが，いずれの樹海のさやからも~ (;. cing時lala が検

出された。{i，Jili ・ 1庄司63) は C. robiniae がノ\リエンジーJ のさやから検出される ζ とを線合している「

3. 花鶏における分布

議:子やさやに G. cingulata が検出芯れることは，開 !Ë中 /ftの務官 lとと ω協が侵入している可能性のぬ

そことぞ示す o SfiEAR and. � OOD砧)は l'\fJ 花r:fJ Iζ!えそ Jíな菌 iß:&f!:じするととによ出来~j~t (，港感染がおと;、〉

のではないかと論じている。花の器官における G. cíngulata の分布の有;Ittそ確かめる fごめ，筆者は A.

dealbata の花君主からこの的の続出そをfJーなった o A. dealbata iU)ú\i\ i むの lfj郎において L1 ， J;:L :1抗日7そかり総

本【才[!予の1主総をイヰ1;まし，つぼみを作るリつぼみは玲二tJ与を絞りながら t%冬し，早若手ijj'l 花するリ(共お1; !(;，精i

l士、万本試隙間交;場内の 5…6 J:r~生樹から採取さ ;I1JF 当主 ;\1)から {;!J i)取られたが， 1之さは 10cm 内外であっ fこ'.

実験方法はペトリ illl訟で?各実験!恥 10 /j(の lE秘が供試 ð~ したの、able 10) 。

いずれのふm夜時期におし「ども，花強から G. GÌngulata が尚い本で検出された h

.1. 主主柄における分布

1 で述べた人栄悦ん沖積からの決そ)!'J磁の検はすべてJι 勾から行ながれたが予泌が!詳:H可から検己了れる

三 ζ もあったο また，樹績によっては ， Ik1A九の立とに占める{主演がかなりノにさいこともある。袋二おは A “

dealbala およびハリエンジ，:_L を供~j:材料とレてヲそれらの築制から G. cingulata の主主を行なった o

A. dea!bata は偶数字j状手]複葉，ハリエンジュ\.-j'. '&-f数羽状~~Jとノ!r;::，.'\; <J)禁を Hiつが，検出そ試みたお

それぞれ，校から (\11 ている 1 ;欠の集約である"

;J(験材料

A. A. dealbata 

1. 1 iト重注f

1963 年お3 付;試問文JJ~} í:宇部却し 1 年ノよ，経過し?ニ t1úで，長tJ iもは 0.5 〆l. 0 m, 率;しつわい l!?{

径は i ハ 2mm であった。

2. 2 J:y日u多桜

1962 年容，朴、試[だ附~;%:J.坊さ;番科\l...，ぼ段、 1 年を経過したをずT切りし9 移総後Jj)j~十させ，ちら! :~ 

1 ノ'T'.['弐い允そで，在i>] :iiii立 1. EV'J2 , 0 ITl} 遂のは係 2~.， 3 mnl であったっ

1う 4 ハリエンジョ

林試衡 ii!iî支爆の北伊1.. 1]&こ，立f~: ;f<;[X f, c :.fj費税された十段耳立の樹木でp 校Jdlj はほぼ 5zzl， i;キの t[~ 元 ((U~-f-} l- ~i 

5-'.,...10 crn であった。統裁場所は i!j!:' 当および ζ交r;せがあるが，南側;こは樹高tD ?i:?it， 、シラカシカヨ

jえされ，全般iY];'((-立日当たりは不良であったぐ



J1三 ~nt磁の ì~1.そ約強 lζ11Il9 る研2tl:一特にそのi1å{cttt;こつい、て…(千1'1;) -27-

'1、able な /1. dealbata おぶぴハゾエンジュのさやからの G， ci珂gutata の検 a_~ (3 -il!.il f1:Y1 1ft.) 

D己I:ection of .1atent G、 cingulata in the peapods of A. dealbata and 

R , pseudoacac僘 

1J1i [;i¥ *H 穏
Plant sped巴S

供メ~7ft0)状態

Condition of 
the pods 

供t，tý主j)i:J似詰 JÐl
G , ciu.f!ulala 
の検出本(%)
Percentage ()f 
detection ()f 
G、 cingu!ata

(3 weeks) 

A , deal�ta 

~ '7 &FtIシ
ilt/1<状
ザ.，，( y巴ar-old ，

shade trees 

紫色{ヒし乾燥
f 

¥ 

'1 

l!~ 

Ground 

ト

J

P
ι
 

M
h
J
 

'1、ree

R. þselα10且ca{':a Jノ
Shad世 trees唱
すleλr tVlcnty 
ln れl1.mber

Ditto 

Table 10. A. dcalbaia の 1l::1恐からの G. cinguiato (1)枚出( 3 J!n間後〉

Det杷ction of latent G. cingulata in the raceme o! 

11 , dea!bata 

むι ci:ね冥ulat在
Percelltage 
C¥ c�gulata 

I 

討。

A.ugust) 1965 /1 ぐ)r 、
ノ、〆

J 

λ' 、J

r 
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フ:験ノr:J~ぷ

ベト!) lUl法によったが， さ JfL7こ。ヲーなわち， λJ主日え A. dealbl1ta (立い '!tれしもてド

c':H 1;': ⅸ1H ;cオIi'í i;\とされたものであるが宥ぞれらから紙作為Jζ5 本の Ó~lそ抜去") ~おのおのからさらに銀行

為に 10 trz:の葉を技会出し犬 n しかし，切らかなJiYjぷモの;認めろれる jね土;乙タi し?それらにかわろものぞ補

充しだ u 供試薬からすべての第 21次奨治および小2震をとり-ð~残った;苓 i 次の"!il::jFjt: けぞ !JZ，~~~と到し、

ト向

'_。

ハリエンジ 3 の滋台， 各総守ttþ~;P ， 1f-tì~ ， n: X~! tζ1 7j~の総会抜き L/ 3 柱弘樹b討泡話のj上:A主'ÍL 滋:泣泊芯:の ι中þ{、〈れ:

の内{忽側l問郎IL 樹j冠百の下{位V古?の夕外ト側および一!~{位立 Lのつ i/句す{伝似日即郎IJ の 5 カか:.F所?から〉 それぞれ 1 つにの校そド為''-マーク L.J二。

れらの校からおのおの 5 枚の主Lを奴1'r-)(:t tと絞り;いノト1患を 7 ベて泳いた後?ょ;レJ ナご }J~九せを供試したれ I)j ~:， 

Table 11. .11. dea!bata (.1) ~i'Îの 1ft椛7)').らの G. cingulata の γ￡ ιn

Detect10n of latent G. cingulata in the petioles of s色合dlings of A. dealbata 

ムi 苅
seedlin広告

'T'able :12. ノ、ザエンジ η の~jJ~Wjからし')乙 cìngulata û)校出

ヲH

36 

D己tection of 1atent G. cingulata in the petio!eヲ ()f Robirtill �seudoacac� 

September、

1964 

Octι}O色r ，

964. 

t、

~) 

J 

fヘ"

.. 

I 
; .... .1 、



,. 
，，.可 i 汽\

1 12) 、J

("汁 λ 計約U'it紛糾魚介入
〆、 い P 八小、" 'ヘ~ 〆

ぷろ."， わ\

ひ 斡および絞における分布

」ふb 、 ι
Yη 

2 七ヒ♂J

ず\、、ム，ー

ノ‘、白

じっち心f'ccin-gμ !a!a た ぎジく除

'~(l 山
_" 

(μí'abhう

ふー布n物 iし主将()}可パI!土、幻ぺ;ずおいてp ポ1 糸し γ:十'?:> 2 が与し、と L 、:仁、し \ο ノド

I'fovcrnb巴$，;

rabIe B. /1, (Í，ルFω〆ぷ点ど(lυf必b叩ど仇f丸じI しのfろ') 1 .{ l々'ロ」公江凶;矯誤め吋滋前i

D仁と:i 巴印c、tじiorη1 むf 1丘t.e引1色二t G. cí対'/(idata 1.n t11む stem i)f トy(うar-old

sè'cd ,Hngs of /1" d，とalhata

G， cí月gttlata の

lCC 

九 イ トザょUlir入れるため斡を切り分けたが，そ(~)践の誌の分干;:5J~ すり

T，、st ste::::n W~iS eut JDhJ se旬、reral to 旦bout れNenty p}εGe:~ to teぉt vl.itb Pじtrl díshf.いん

October, 
l ヲ

.b一、、ε 口roa口今\rγ

"fahle 14. ど-，L dea!bala ι) 2/q-ソγ移右足ベタからの G， i.'ﾍnglfluta 

l)eiecbon of latellt G‘ Cini-l !thdo. iD the ぉprOll 仁s of 2~~，''i;~~;:u'~old seed1ing日

(h'ansplanted) 。 ρ A ， dea!bata 

No. 

" 2 

" 
v亡 、 , 

" 
J与

'〆

ぅ

ぐ

!J j、J 、k 仁、

" 
d 仰Vの / Lノa 

9、o 、コ

:サ o、 フ ζ 

!' 

ハ。 r、、

、 jfì

〆/ 仁)/

,', λlU 

-'/ 乱 31、 内
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TabJe 15, ハワエンジュのkえからの ι cingulata の検 d':

D号tectíon of latent G, cingulata in the branch of Robinia pseudoacacia 

供試技の採取{占@
Posit�n trom where t思8t
branches w日1'e collected 

樹先進の上位
Top of crown 

稔i冠の中伎の外側
Out日r middle p乱1't of crOWIl 4 

3i忠清後U) G, ci河gu[ala の
検出ネ(%)
Pe1'ce口t d日tection of G, 

c匤gulala (3 we日ks)

。

u 

Septembe1', !持i冠の rIJ七?の内伎1]
5 。

1964 Inn色r middle pa1't of crOWIl 

October, 
¥964 

February, 

1965 

樹7琶の下位の内保1]
lnner lower part of crown 

5 40 

。

。

ペU 

。

。

。

。

。

。

。

:む綴で;土，感受性絵，]tW: i))斡や校におけるC;， cingulata (!)分市を!勾i る目的で ， Wf伎!ととらわれず， m~fr=為

iCJiU{Z した ijti:および校における G， cingula仰の〆fr#r~ 1:- wMべた。ただし，明らか Jこ炭そ;向洋!のがJ f，\I と三忍め

られる変色のある幹および校は実験VJはいなかった c 供試樹障は A， dealbata およびノ、リエンジコで，と

ι 一、ヲ

レぷ ものと同じである。 A dealbata の場合， -ar焔全体1J'ら斡または

伎をそれぞれ 5 本採取し，ハリエンジマの場芦79 会樹木若手中の l 本の1封殺の手会部位からそれぞ、れ 1*の校

を切り取り，供試材料 lとした。それらをおのおの 7"，~10cm の長さに分布j し，分割校すべてにおける菌の

干fJf!~~î.::ペトリ 11Il法によコて約ベた(1、able 13~" 15) 。



ー川
ベJ

Fっし、てそ:".-たーと {iJl 'f:

/1. dealbata の斡および UI~çr ;fi%治、ら!ふいずれの約}古川においてもョ G. cinguiata がかたりの;がで

ね三!いされたり[カ〉し，ハリエンジプのみJからはーほとノ:ノどト0: H:l! されなカ_')

薬における分布

あるィ、よ立法?に7千J

にり‘それ7ハら(;‘ cuzguiola

1 iζ述べた給よいは， I~ljll!j ，保取された黙による実般に L 'c てえられたも

するととが多し'..;'九 j↓;~T:l'E(DAj イ ζかかわらず，渓安佐おいおの にどのようにう〉ィすゐかを匁l 忍

11. dea!bata および，、ゾエンゾ 1 の必旬、J) 前大またはふえの岳公的じっ立式七

をÎjなった。

ぺ l、リ fHl ]jとであるが3 ハリエンジコ 認しヘ[の 5 つの誌なる立の主主イ士 1 ぷずつ 30.~50 Clll 

2 :1 立のノJ\ 法l_; , rHJ かし:ィっ ωこし、官ぷとにおろすべどのぅ二jがj;Zしpiづゴ与のほ

γ バ出 x-~lÞ. '.;''ｭ
心I 年"，-!.: I 、 l'ζ 口

..'" _.~ 
-':-1;:っし?

CD{芸 L3

よとメハ立、ノグ '.lJ .，:ぞれ歩料、試「究所支心;の{ô'引Ilおよびど上誌の北側にあ供品lJ;j;f'fの 4.， dωlhata

Fig , G rJ) 三 11\材、地(!1.の E1;、記絞〉から j~J& され六色のである ザミ5命名とは Taト，le ]6 およ

である〈

ィ欠節 .c述べるように，宜的1)1の迭し 3 に〈仁って，からのそ:~.U~r~Vば多少 ~j誌なる。主のどえい， ~l.: 

j:~1 淡淡Ú)Jさいなどtとよって検d:l、+;(立るであろう札しかし令各樹木、の全体の集にかなわのネて C.

cin.gulata 力三分布してし、るこ、二がわ/

Fiι6 ハワ 1 ンジス 0) ，"託手江〉

長:さの法の可べてのおからの

じι cingulα仰の検出

Detection of (二 r:ingulata

iれ乱n leaves of branches 
wh祥h had been cut in 
lim咜ed length froτ口 5 paτ旬

以 of cro¥vn in a tree of 
Rohinía ρseudoac問、iι
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Table 16ぜ A。どiea!ha仰の議議ù'iのすべての主きからの G. cinguiata の fftt ti'~1 

Detect:iou 01 G. cingulata 匤 a11 leaves of seedlings of A. dealhata 

]霊!吟 j訪
T己st P母riod

July, 1964 
(j諮結後 3 か月〉

Thre邑1llonths
after seeding 

Dece口:lber， i ヲ 64

(i1ìl:議後 8 かJD

Eight mouths 
<lfter sε巴ding

cingu!aia の

ノ/

Tab!e 17. 外在日正常な A. dealbata の蒸からの G. cingu[aia の時期 ;]Ij淡 U\

Seasonal detection o�: G. cingulata in seemingly healthy 1己aves of A. dea!bala 

1'!¥ 

seedIings 

6日記d1ings

Lat己五在ay，

Jun巴ァ ゲ

ノ July ， I! 

l'v針ピldle August, I! 
" s己pt巴rnber， // 

I! October，〆

11 NovεllJ.ber ， I1 

L乱te Jannary, 1 ヲ

I1 M託rch，ノf

Late May, ] 964 

/1 Jur.te1 11 

11 July~ !l 

Middl巴 August， η

/1 おptεlnber. l/

グ Octob己主 11

11 November. ，ゲ

L<lte January，ノf

l/ M.arch , 

ホ…1963年若手格穏， 1自，Wfa 月合切り， ri\j今 4 月}お3f':::氾始。

3 ;J[JíìJìi設の
cingulata 
〈勉〕
Perιent detect卲n 
()f I三 cingulata
(3 weeks) 

ハ
v 

r、

'J 

8" 
li'、(1
1\.1、ノ

ヲ0

wo 
90 

100 

90 

f、

20 

100 

ハ、
同 l
y 、ノ

40 

ヲワ

トハ
v 、

100 

60 



iこ隠する研究ー特にそのi'!!i、 f工伐についてー(寺下)

守、blε18. ハリ L ンジ z ら(})

総Th~ 11寺 ltFJ
'J、est period 

Mic1dJe A.prìl, 1964 

11 May, 11 

1/ Jun白， ノ/

〆/ July , ノノ

ノF ぷ!\ugust， r 

ノf Septem ber， λF 

fノ October , 11 

1/ :可ovenber，か
一一一一…

G. cingulata のどj)þJ Jjlj検出

Seasonal detection of G. r:inguialαin seem匤gly 

healthy leaves of R. ρseudoacacia 

。

10 

ヲロ

6CJ 

60 

100 

100 

ホ 供試小]正数l正存lOi主である。

7. 時期5JIJにみfニ分布

ー 33

かつ円J 

10 

20 

100 

.50 

90 

100 

lOO 

ラE21宅後日記長を続ける熔蒋 i'i!I!:. ， T'Ì' W りした幹からの )jíj;Y jえ[二または滋冬f去の校に 1}li ヘ業}二などに，いつ

ごろから広 ângulata が検出され始め， いつごろまで検i1 i が続くかを免i るf; 1'f':Jで，イ務手， ~新寸2渓tカがf引丹く H時寺;万期F泊j 

から千必手月 1引|ドi口ι1可もiじ@ 外長引矧j11[氾1ι:了汀rウ常;

{供J共ミ叩高試u材tサ4 下料èl(は立 Aん.dゐeωf切;al.めbatωa の i滋合J\ìじ2 オ不水1又..._f怒;〉らの t1.~へ~巳Jι〆.6 iピておいて述べたも土 Lのθ!向司じ主滋易f所7升r fJカかλ ら f係求:攻[促Z した心 ハリエンジ

ゴムの i只そT ， の 2 か所(し、ずれも既設のものこは呉なる ì Iず l主脊ずる供試Aこから， 11理ド

為 iC 5 枚の3f11二抜き出!ノ里会fæから，外総.ilゴ常な小葉を 2 枚，さらに無作為に抜き lP( した。 x験方法はペ

トリ JIjんとであるが，結果iJ l'able 17~..18 のとおりである

これらの結束はいずれもその年に先生。した主主について得られたもので、あるが， A. dea!bata の場合 6

月どろからぬ!日されはじめ干以後，怯冬1:~えまで旬月かなり J!i:'，'J い }t~~討会 11\されたのハリヱンジーL の場〆(~1 1::1 

出たり不良地では .1 !J からIi治たり良好地て、は G f1からÍ'食 ;1'1 されはじめ， ;:(後 y 1-j} 月洛~~n 寺，t!Jj までかな

りい}t~{ で f企 U\:3Ütこ。

8, 林地内における分布

本てずの 1...7 においてン;γ<1:ニブJ験は主として添木，数本ないしト数点;の集団木，および Nf焔でよj:符 rtl

の j'!'íソドについてわーなわれたものである。しかし，林三注目的のために されたいわゆる法林洋二に， G, 

cingulata がどのように分市しているかJま今までほとんど別]なされていない。この点与を i1JJ らかにする民自民l

\:, A. dea!bata のいくつ :0:'の i~t!ネh!lから材料そ採取し，広 cingulata 0)検出を千t l':よ J、 fこっ

l\. 林 '0~関 !JtìY~場内ノト3jlt)シト!地からの検出

ここは，[\士見淡な実験f(J造林地であるが 2 株分に分かれ，実験日!j'fþj におけるそれらの概況は次のとおり

である。

a. 2 主f~I)'i(分

閣 ;F_-~ぇì0 i後ほほ 2 {lニを主治した，þ~，分で， 10x25m 税皮，総ぷ主立はほぼ 200 :zドで，樹おは 4

.-..5 lll，松フじ茎 ii 3'~4 C111 であった。
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Table 19‘ A. dealba似のお主rfJ，の菜からの G. cingula仰の検i!\ (1964) 

Dとtection d G. cingulata 匤 the lc<lves of A. dealbata in a plantation (1964) 

供::<\*0)川 供試薬採取位法
Position of positiouofbranchfs fro }m 
trees t思st~d i w~;ic1~. !est leaves were 

coIlected 

制1'0冠p の LL'r.
of crown 

樹Ou絞tcのr If1位の外側
1[11:1 似::;，えlj林縁の

r middle part of CrOWl1 

Centre Oﾍ 
樹In況の 1!1{立の内 íWJ

north forest 
nner rn冝dle part of crown 

border 
105♂11認teのr 下10{1なλrの外側()wer par工t o:Í‘ crOWll 

話{50:の下 íÎl:の内似1)
Inner lower part of crown 
一日一一一一

T樹roj謡pの上ü[
of crow立

樹Ou況teのr rTi-T{I位iddのl 外り(ij
e part of crow口

東中側;;1.と林綾の
Centre of 樹10認の仁þ位idの I'q{�1j 
巴ast fortst I1er m <Idlepart of crown! 

border 

lIち11-央{jl}付本縁の

Cel1lre o:f 
south forest 
border 

活。(IJ林縁の
I!":央

Centr邑 of
west forest 
border 

20 i 1 ひっ 60 4ハハ るり 己0 100 

円 80 100 40 lCO 100 

Aハu 80 100: 1()iコ 80 lα) i 乙0

60 i 1(10 100 80 ム(ヲo lO() lOCl 

』、 80 80 i 100 60 40 ! (3;) 

40 i 40 100! 100 80 60 lOO 

60 100 i 100 100! !OO 40 100 

100 

80 

100 

『円、d円J 

IOO 

100 

80 

100 

100 

80 

1ぴJ

100 

80 

lOO 

! iî円
•'-''-) 

¥00 



ぷのりミモ ζ!主i するおIYë一特にその潜在伎にコいてー 〈、子ド) 帥h
u

ハ
ぺ
リ

バト n[J，(Í) Iが心

Centre of 
test for日告1

供試薬ミ玖{立
Pos羡ion of br乱nches fro111 
wh祥h test 1εaves were 
colhうci:ed

{1ぬt ノ本:Oi立 f三
Position of 
tested trees 

100 

]
川M
ハ

[
1
 

100 

100 100 

すable 20. A. dealbala の )1~ 付~tlL c) n~ 1iSからの G. cí:押gulata 1)) 作、 !I'，

Detectioj} of G. cingulata in the petioles ()f A ‘ dea!bata in a plantation (Sep., 1964) 

:1 1; 0\1]林綾江)1.ドラミ

じeτJtre 01' )1ort11 1'0τ巴st
horくler

20 

40 

20 

20 

ハν 

Aハ，:J

lOC 

80 40 

20 。

日() 1()(: 

.1t!もH林絞り Ijv)、:

Centre ()f 巴ast tores-I 
bordεr 
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I有側，Iqc!設の rþ うよと

Centre of south forest 
border 

jJ耳 (W]料、縁の lや=*

Centr記 of west forest 
bo主 der

林地の rlJ心

Centre of test forest 

b 0 7 i:Fd:二杯分

林業試験場研究報 ;if 第 252 弓

of lcaves from 
which t巴st petioles were 
collected 

協H訟の rt1 {主の内相lU
Inner middle part of crown 

特;冠のド伎の内側
Inner lower part of crOWD 

20 

r、円

60 

60 

1αコ

80 

100 

l ひ(1

l びコ

1 
'N  

100 

日。

。

。

日。

40 

60 

4η 

100 

80 

らG

十五穏æをjdij紘後 lまぽ 6 年与を経過した林分で， 15 x 30 m T:!f l¥/' ，総本数は illま 80 本， J:!IJrﾘ;i;i: 

5 ，~，7 m , EiJiJ i守;jmr筏は 5，~，1O ClUであった。

災富貴 iこ笥たって， とれらの朴;分のよ?と湖南北の名林総およ、ぴ林分の， 1 1 ，['，\7)) ら，奴作 jlhlこ 1

し，それらの樹抵の 5 か所から供試材料を採取した。試村料の前製ノ7法(立葉および葉柄の場合，長さ

30cm 程度の校から無fド為:ζ5 枚の3震を技会出し，そのまま， または4'\ 1 次の主主約だけ与をペトリ IJlUと入れ

た。校の;場合， f，えさ 50 Cl11程度の伎を 5" ， 10 cm の長さに分割し， そ Tèω治か〉ら 5 本ノを引19

リ郎 iにと入れ fたこ η なお，'ll1とからの検 tH{ ま ~H}.なる 4 時期 Jζ行ない，薬問および校からり，rJt i:l:iはそれぞれ， 1964 

4手 9 Jj および 10 月に千了なった。実験結JlLi土 T司ble 19" ，， 21 のとおりである。

実験結果によると，断、7誌のと位よりは下位 i乙位霞する葉1 1iI"fV]および校lと ， G, cil1gulafa がより多く分

布する傾向が認められる。制['f.は総作為に紋き t:Hした試料 lこようて行なわれたものであるが予林地金持、;ζ

G. cingulata がj主く分布しているととが予定lされた。 ζ のJfiを椛かめるため， 1965 年 11 月， J ， )!ßの 2 林

分の会科、オょの樹抵の F{{[の内側から含 f時Hfp ì:'~に l 枚の業者E 採取して ， G‘ cingulata の検 i i't手行な勺た



、主総のふkそむに1'%1') る間切lァヰ:i にその↑U

Table 21. lﾍ. dcalbata の泊料、Jtt\J)快からの G. cingulata のNt t'J'，

Detection of G首 cingulata i.n the branches of ..4.. dealbaia 

in a plantation (Oct., 19(4) 

位供tむ》μ式:
p仏宮引itioI口1 of tτ己記s3 

1 te伐sきte奴;三沢1江d

Jt'J\Ù!1'Æまじっ

Centre of llOTth forest 
border 

!ô({I]\I川\えまのい火

Centr記。f east fOlで白t
border 

J十jÎWl 体?ふの rì-1 S{と

Centre of south forα，，1: 
border 

u川相111ヰほのガ t

Centre of west foreちE
border 

1:!l; hU:!:: (})j)(l!X It[校
.PosIti.Ol1 f f()lIl W hore test 
branches wer巴 collccted

60 

。。

し1

--:l() 

- 37-

80 

4" 

。

80 

� 

。

もG

100 

2C 

100 
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{jt~ /ÍCの{立笠
Pos咜ion of t1'ees 
test記d

jット地の li l心

Centre of t日呂t forest 

林業試験j誌研究報公

供試i交の採取位澄
Position from where test 
branches w巴1'e collected 

樹況の上位
Top of crown 

樹認の rjl位の外怨IJ
Ol1ter middle part of crown 

ぬLj琶の白 lJ位の内側
lnner m�dle part of crown 

樹元まの一 fr古川外側
Outer lower part 口f crown 

樹冠の f{なの内 Ift!j
Inneτlower part of crown 

認1252 _1;t 

100 

1'ahle 22岨 A. dea!bata の 2 杯分の全体井、OX止からの G. ci持五'ulat誌の検出

Detect.ion of G. c匤gulata � the leaves of a11 trees of A 姐 dealbata foresl 

設J j笠;þj，
τ'est stand 

2 "r~:l'. ，1* 分
つやyear.old st.and 

分

7 il三位株分
;> .year.old stand 

W0] 査林;;jて数
Nos ‘ of t邑st trees 

214 

84 

(1'昌ble 22)。その結染，会8'llv)林J木の葉から本|基i が検，'t!された ο

B. 災なる地域の巡.j;;Hillからの検出

3 遇制後の G. cingulala 
Percent detection ()f (;入
(3 weeks) 

100 

100 

100 

上述のAの結果lむ らえら才したものて7ある。 同じような結!t~が，う引~j~

ぴ]な造林地iとも認められるか否かを知i るため，京都 i!Jのí'lî郊外， I[J見下およ

裁された A. dealbata から G. cingulaia の検出それ寸I ~')た υ 名造林地の概況はりくのとおりである。

a 

見rr夜地iま JjZ都市、右京区松尾谷で，造林IXl通 l主総 18:約 150m の叩{である。地I~n土秩父古生凶で3 ぺ3

m慾地iζ!議する。込d半面積はほぼ 0.5 h品で，本数は 1 ， 200 ;;('1毛皮である。造材，Jkr妨は 1960 年 4 )Jで p 総

査時期は 1965 '"F 2 月である。 A. dealbata (ま等高線 lt沿うように) :Wi段状 1とほぼ 25

匂iタ

心。

b. 1*試i出ålJI分場 (1日初日〉玉野試験Jt白

さ~'ì_，ペケし、

i'fî-:{::E地 lま岡山県玉野r!J'E! 1む許認割で，主林氏j創立主主体jjiiJ き‘約 20むの斜ihiである。地質は風化したね妥結i

部岩でいわゆる簿怒地に腐する。 ifJk林地の凶績は 70八~120m予 i川、 illî績は約 0.7h" である。 1960 3 月，

1室j番きおよび白木総裁によって造林守れた Q fVAl至宝時jþj 1964 &1 9 J.jであるが，間続 4 月における /t fj'状

怒 lむ樹高 5，，~7 m，胸高mH本 5..~7 cm である。谷から絞絞まで 60"， 70 m の長~~ 1:こ悩ほほ 100m にわた

り， 20..，.25 段の階段状に遊休されている。

C. 高聖子f吉林署ノト野 IIj Qj有林

所在地は和歌山県岩出町小野山で事;jj!Jli@; 150~.180 m，首雪印i'!'i:Ì('[T街 2 か所および東 itij さ斜;五ì 1 かがdζ迭



日必点、í: と !1!;!r る砂.'九十一T仰とそのについとω トケ i、)

i 谷川2 主主

一~林木 10 平 r') t) 、〈【f 、道j震へ、 JLi、 広色町必ぬよ"f:(!.ilj5 -~-料不 平u の言閣安ライン

)'J、部， lj:および j ，ì'i] !Jj'人lT (i)lおか Exampies 叩 Kyoto and Okayama. 

江 主訂以トノテ Example in ，町akayama.

Fig. 7 A. dea!�!a (，ノトi 材、:i:!jJ，:f)ι つの(;. ciNgu.tata 検出実検のμ斜 'ftや氏ミ

.Posit.ion of t-rees [Yorn \:、 11ic11 tcst Ie乱ves Lo detect G. cingu!ata 

1n 品 fforested II 毛 dea!bata w日ず忠仁011巴ζ1 む仁:‘

一均一

作こ;れたもωである 油引は〆主役な必ヲる作法外.11当期lJ. 1964 勾俳:l)j 'í:' , 1966 主r 11 )j (iλ 

なヴ 2 へ .8 nl, 2'. ,8 Clll であっ，(. C. Gﾍngulata 0.コ検 UIL~j~] は 1968 q: 2 }jである

a 、五び b Fig. 7 心1\三示 i~/ ように， つ 2 ペえの交ベjレトを設}乏し， f子L

ベノルレ ト ド判'i':ピご Jお} る f企d企三リI除不/ぶに川心のLう1川十樹討ι;主川“寸j“1'(ω) 下 {μ;な瓜ふカか3 ら，長Fλ疋、く亡さ :幼〕沿O( 口 l 校皮の校ヰや~ 1 イ半判ちイ汀令烈}誌や削肝日げ，イ干作f

、J々t守~~ 't.伝乙そ三 1 枚文;注:t主び トリJlill 去によ

dea!bata が合金才しで!、る c

c の ):g(ì ， F¥ig. '7のIl;こど、した .j~ う!こ，泊料11];のが111;[ の仁九i:)， qJtおおよび|、 (.il)O) 3 かt3Fi' ( と，〆';\~~rl-:h ~'}K : c 

、 vγl'I'!--;!< 二 J 、ノ
リふJ~ J 'i ./ :ノ?そのうイン}にあるすヘての A. deaibata から，己liî].j:ふの )JiJ:; iとよって tl~

ノt:JVJ:.試した、:ヌ史的は

i の y':! tζ ， おのおの l誌は'L fこ地域;亡しち心 3 -")).);与 1;主主IJ，から， G. cìngulata がかなり!勾 C~~f:Z~C~5hiU され

キゐ

ヲ， 地i高~53IJO)分布

8. のれ1:::'1とはよる Þlh_'，)_j の A‘ deaíbata 料、;こ G， c咊g ulata が1よく分市していることを jJ\している c こ

Cつよう られぷか;をお]みため， il. dealbata よりうj:{[:í C仏どし、ハリエンジコ lとっし\-c ~J~fJ :01: 

レナご円、ahle 25) 洪試小そJれそ 10 である c

ハリ工ンシ

三ぷ双子力〉らく~"tたf :1';された r)Îj郊の結果とあわ分て巧えて，

;ζl士、どのーでも C;， cingulala がかなり広く分五していると考えられ;1.， .、
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TabJe 23. A. dea!bata の造林地からの G. cingulata の検出

〈岡山猿および京都Jji)

Detection of G. cingulata 匤 the leaves ()f afforested A, dealbata 

(Okay騁ma Prefedure and Kyoto City) 

の
低

p
u
 

l

p

 

日
同

Gl
 

p
J
 

〈
笠m
r一L
F

和1 ~!& 段階
Plantﾍng step 

波紋4
Top 

谷
Bottom 

24 

23 

22 

2¥ 

20 

19 100 100 70 

18 70 100 /。 60 

17 100 90 40 70 

16 90 80 50 10 

lS 80 70 50 50 

14 100 50 40 :,0 

13 100 90 80 40 

12 100 ?O 60 60 

1 ] 100 60 70 70 

10 100 円。 40 80 

q 100 80 50 60 

B 100 70 50 80 

J 100 80 ブo 60 

6 100 60 80 50 

C LJ 90 60 80 90 

4 100 50 60 90 

3 100 70 ::_;U 90 

2 ヲ0 60 10 ヲ0

80 90 70 100 

ヲ5 74 57 63 

Table 24. A.. dealbata の造林j也からの G. ci持gulata の検出

(和歌山県)

調査ライン
Test line 

j二 t~ß Upper lin巴

'+1 tl1) Middle line 

下昔日

D色tectiol1 of G. cingulata in th邑 Ieaves of 乱fforested A. dealbata 

(Wakayama Prefecfure) 



山ムjJ

'1、ablc 2fi , 災なる.rtl\lí;tに 11 f} ずる_/'- 1) エンジュの:外紙LE. な挺からω

てよ C i11立u[af品のミ1

Det巳ctìon of (;, cingulata in s日en日 ingly he丘lthy leave日 of

R. �seudoacac僘 grown in v8rious distri.cts 

J.l~ :wltれ

υ 

一一代

[
」

、

H 

9C) 

ペロ

阪取 J;M 所!)協ィf

Statcs of the localities 

J潤 ttl時限
1、est pCr10d 

Aug昭) 1.963 

s日p. ， 1964 

JuL , 1%3 

Jul 予 1964

Octη196' 

1/ 

/ノ

/ノ

H 

λr 

Oct け

ノ'/ , 

ノ'1 ，

11 ヲ

11 , 

Pノ，

//、

/ノ

lOO 1/ // , 

落書室における 5't干tJ10. 

そオ L りのL 

.;;l"-.. τ ある A dea!bata やノ')ニにンジ.'のし\ろいろな器C;, c日tgulata

る。 A.してし、るこれらの特の滋]}~~ lζ もこのln~ζζ の f議 1)主将~ B ぶれる、二とから，

ド U~?客てり，民dealbata であ /J 刀 甘い Jどが:品川

立さか:t1t.f> する U と才Lらのから G ピ inguiaia (.ノコ治出合 1 了なった(すable 26)。供議終;ノ長以

庁、，下 ， j、

ユし'f:!ä(. 土 A目 dealbata û)W/,-, 8 ， の J立じめにつ1)べ 7こ 1ヰ J、 2 材、下記J たで? ノ、 1) にン

L
州
U

ι
1
1
咋
べ
、i

 

f

，
パh
L¥

 

{
 

t う Aくでし〉 月十主夫 i\Hil.I~V えつけ

九p げ

に;'にの子、であとっ j決ノ土/川、)お

~，レ9 ついで l!LOOO

7. の終りに述J寸

/レ紗:体の約九ぞ 80C" ニE 手 Jレ

):T，/j~ )である c
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T'able 26 , A.. dealbata および\、j コツジュの滋正〈かるの

ι cinguJala C)検

Detect卲n of G. cinguiαla in fal1 ε11 lea;v巴S of 

A.. dea!bata and Ro 戸seudoacacia

ネ、 ..PetioJe ， ホキ... ...Blade 

ι cingltlata の千九間取は A. deaibéよta の#}{?，ハリヱンジ工のよ吟台よりも多少{ß.;く， 言、 t二，をfI~JOJ tζ 

ぶってバと)f~があっ犬。 LJJ' L ，これらの拡;般の溶接いにも凶李を泊 L:. j ある怒[丈のζやで G. cingulata 

が!Ij芋p 分析」しているととが才Jかるの

な:仏具なるJ:l汀:力I;'L~.f.:. 手7ずるハ 1) エンジュのどから落葉をえし， G. c間五;ulutμ の f~ :l', :5:ji なった。

主総コ、:は次ω とおりとある。 す f江よオわJ ち， 落1蕊L し7た」ごてリ小\与浜と号往そl:!'多2多予数f然J三iμ品ノ，九 それら 7かb:> ら主気終:詩d!作:ご'2為L丸bに iωO 枚をj波反き {ωj 

L~ ...~ 1、 1) Jm;ょにじて磁の枚W~.行なうた出来 TaI元日'27 lζ小すとおりである r

関手ü 手J出 fj ハゾ L ンジュの正常な;会議内;泊よりも!?，~ジ'1'1，い。したがって;1"しりの落ニ0) うらには発病

した奈が混入してし 3 た !ïJ台包泣があ忍が，しi:J ~手とんど心溶}f!二から G. cingulata がかなり IF11 し 1ネで

主ýz Lli され犬。

また，ハリエンジ J 以外の炭そ広三汀務主主総の落下区役および治之、 v だよ品 jf;ーから~ G. cingulata の枚

U'，を行fょったc1、able 28. .29)っ務'n~fi~f 後の梁ペトリ 1m法によって，止さ冬役ジ)j8Ji1~ は組織分月三日とよ〉

て検 !!:j 1 ノナご、沼:ヴはそれぞれ! 196 ，1 年 11 むよび 1963 年 3 ぱ\プ町公石氏材料は訳出 HTj句およびその近

タから然òÓ ら才ものむある u

ハりエンジュじっと込;じ らの 1封のj議立コこは，邸内 υでいたものがじってた

がある。し，ノヲハワエンジュ lこ らず ， r)"{ そj戸f[*í';と :It\\~~':t性A の(;5. :r~~ t;~. の洛設ずはp ある f~jlf交 G. cingulata 

が生 fふう士{iJ してし、ることがオ〉かる υ



~:j ( "、 f ... ' '¥ 3
B
 

4

4

 

4
e
 

'[ラ.ble 21"，なる JiL\")j' CD ノ， iI二十ンジご、メ l、ら(刀(;， ciHstu!a!o 

Detect1cn of G. ばula!a in i辻、 kn lc2.λ 七:; ()f R. Þ波紋:10{t(、(}.CNJ，

,;:xrovvn i:o varkrus distri.cts 

~I\lble 28. ，i.はそ J:出ぺ父二線河川υ ぷ、;つ， υ) (子、 CUigυ!aia

の(共ぃはそれ々、;ì! 10以 j

Dctcct綷n. Oi G. cingula似 in the faUe円 lcavωρfλ 己

suscepti.b.1日 pl~"lnU; iUlr1"l( di乳tcly ,ütcr dcfoJ. i日 tlon

ci玲r{"iûafa

討。

ハンテン ;'j、ク

Liriodcna'γon 
tuli�(fera 
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'1 ‘ able 28. (つづき) (Continued) 

tE lfz 持J
tr巴f明 under

wh�h defoliated 
leaves were collected 

コプ、ン

Alagnolia ko伽s

モクレン
品f. lifi (lora 

セン夕、ン ζF州)
l'v!elia azedαrach v乱仁
ja舟onica (Petìol己)

ウワミノぐザクラ
P. grayana 

樹木 11司
Arboretulll 

" 
1I 

11 

fノ

Table 29. り之そ時己主 rユ平洋二制の越冬した終業からの G. cingula!a 

の検 IL (供試薬数はそれぞれ25枚j

。e1 印唱tion of G. ci月gulala in over-wint巴red fal1en 1日avεS of 

various ant:hracllose suscept.iblεtrecs 

以 JfK 描! f口7
treヒs undεr 

vvhich defoliated 
kaves we:τE 
collected 

wheτ巴 test
leave呂、.vcr巴
collected 

/ノ

11 

" 

of the jocal咜冾s 

16 

内ハ

〈門

80 

20 

• 00 

4 ハ
M 、 A

100 

c匤gulala 

。

1 も

4 

円
、J

4 



二 L二似のミそ付 i こ!え1す 1 日 その治どvづし γどート J 1:) 山や

以 Jtえ 州
l

trt~(oS 

which defoli乱ted
le,).ves werε 
collectcd 

w11巴re t色st
leaves vvcr日
col�cted 

1 

12 

1L 絞言葉からの;11下時三水，+におのる分布

tそそ 1況のう?とゴ以前の胞 FJ浮!)足および分散ロど、にはが;引誌に関{){\してい ()tr'?J4tl).~山) +::r .F.1 出

CORKE14 ) 可 1φ~Trllm> h.AR et aí.86 、予 G-ZMEIN H:\RDTねら \VHF: F;LER'18) など、)，;昨?と !J (川江主制や ζFJ

ヨる l江こ?Flit ゐ G、 cingulaia も I， Fiにあえ (;!'j 了のう JLえま九P は、う川から子、のう γj工や弘、日1

子会?な!、;下せるごと:土子j、さるりそしてヲ これらじ刈包えや止ことど、ハり， またはお幻j二

なるいJiIs叫がある門 えそ ')F'i )，久交付将のいよ主から弓にすャる 1+!/[(rjJ(ご p とのね C. cingu!afa 

の かまえしているか /1i: ~:-:Lí日的で ， A. deaibata 総 ι))校および京から

から C. cingulata 志、むなった o 人はどにの J おりであ

パーいまたは i弘前 休内から日「ド為に潔んだ 2 ヘ ;:j ノ ..::1. derûbala の件イ1 、:ff)) 子{立の 1文;二 30x50

るくを その

Clll ポリ工チ v 、そかぶれ与えを》九:) m)Jかし} ?ý~(，こ 5. 〆1.0 rnl 広告ト、広三めぷへ〆弘の 1 お;;iをス

ライドグラストピ/:~， Rni政でお1 ぞ，"::，: L- , G喝 cznguωtはのぃ二の e書店主二ヘ、〈 も， i七j)]'~ 1 rnl ;;�: 

殺 f潟水 10 rn! l;t.Ns-llム， モ乙 1 ml ず~~'"jぺ L リ jに;と入 fL，主だ!日主 r 、てJ いないジ)，.， iF イ弔問;'1ヅム< (pII 

を 4町 O(とする)しウ三をp ベトり~IlU;J !ζC， cingu!ata の .7 r:1 二 P が:Jf;jjJどされてい子、か行か在

計百ノてる (T礼b1e ;30) ぃ 羽 f比日i)t安え1スノ主 8. 〆ぺんにハ:::. /~: A.. dealbaIα の 7 汁 .1 ヒ折、うfであふ。 Table 30 iこみら

才L る工ろ;乙自りから 11 J1 までの る!、li フに '[1 G. c仼g ula/a がカ，，"，1三くぬけi されだ υ



。、

lL dealbata .0;0).1設業を1ft ドずる溺;脅からの G.ci対8ぉlal誌の検 (19tH)

Detection 0士 G. cingulata in ru:nning l'己jn watεr on the 

branches and le品ves of afforεst己主1 A. dealbata 

Table 30. 

J

E

l

l

 

-
ム

菜
採
民
相
対
必
一
勾
凶
品
高
山
町

己

Raìn~ 
20 th , Jun. 

四
叫N
m
N必

39 

32 

。へひ‘ 3 (り. 1) 

O. l ~.~ 1.4 ( O. i) 

O. 三 -.__-1 ，.3 ( 0.8) 

( ) = Average 

17 th , Dec. 

なかっ ζ 内 i立平均。
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1 '.1七じよう 5がにおげるう子殺

~- "ど (P.AN1 泊。し!)\))} Ivlo}(E/¥l: a_ud T\{o次、し〉以

，.る 1，、てし、 λ(BUTLf.t{1.1)， J七 _LEyü50 i ，~/L"， c_N て n.ly\ ，l) ま;ょこ下

ぷと--よろ れ(， "へノ1‘れ Jヘ '-)'ï' 三山、公1)
ノ、、山，〆ノ J CハL[~lg ，、 EBHF. N 20) 、 /\_'MANND 、 )，

::<� (i_'~ W_il 子}士 1. 、う'いではあ主，又: /1.1γC' し、 オ〆、
t.'iもJ てし、 y qjssい 42.1吋'.

(;'g;'，;{Ef l\I-l AE川知、)心 1'';にとじのよ、へ 町)~ ..f-" 
J、 1'-.γ も

る l、11約， t 'iこもそ分.:-;;ふかレノ....

》亡、 G. cingulata f 下 q ~~--; H-r-;-'.., 
j 口、)ー ι! 、d

，、，

む 1
ム〉、
F 、〉 A. deú必ata υJ

はの:2リ1 11 ト、うj、 Jりよび? (日)，、リ工ングつの 'irはンベおよ、

ι よこ、 "、へ小~ (;, cingul(I)ι のそな 、た(I、日b1と :31). 決

ぐp、 片〉 二 f) み S. .10 crn うつ戸心上、ン 50 ぐと 乙 。 10 メ '/ :>" 

、つふろ--)主主!.分 lど び) 1 1)日 し 1 、 (� nnr'、 ， í'- ゥペ
L ノ" 1/ 弘υ 、 υ弓Aiν ノ F;

/ 
、3 (;, ('it;~gula/a 

行、王長、 ハ、 v トヤ
以 λ:-> ....，に 沃lþ!_ 予ひ十t

会 4 ， 0 1(1ト J なfついた ο

立も乳ble 31 上うに~i 

検、了の;21ヲ64 ﾟ . A. dea!bata の 7 U
V
 

1
0ム

しかし。 1年[五円京 ./1 ， dealhat誌の1よしっ 7

!ノ p そわらをよキ L として， {J‘ clngμla1a 桃山合引な子ところ， T;,l>k 32 ようなが ザ、

Tablと :11 < A , dealba/a ま，;、びノ、! :c:ンジ，.の..、う f九ら

C; , ci :々guiaia C)) ，ト先日 1

Dctビ仁 tio打 of G. cin!{U�!'a in th己 SDi� Uncl{ 、γ t ﾌlc tr仁氏、ひf

A. dealbaia and R. �sewioacacia 

~j立

Te~lt pcr.ì 、Jds
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純資問 IVJ

Test periods 
(� 964) 

26th, June 
7th , August 

5th, Septεmber** 
9th , October*本

5th, Novernbe主判
J()t.h~ グ

17th , Decëtnher半永

Table 32 , 降 1'I\îtHHその!L dealbata 林の表陪ヒじょうかりの

G , cingulata の t~6::

D日tection of G, cillgu/ata in surface soi!s of A. deaibαla 

fO l"Csts, immediatεly after rains 

oﾍ fungi 
(x 10*) 

62九 139( 95)* 

27"-131( 76) 

157""296(211) 

a7ヘ"I81( 71) 

39'-.-~107( 69) 

!'j()^""J 、 64( 86) 

。'." 1 (0 , 2) 

。'，" 3(0.6) 

O~ 1(0.1) 

示 かっこ内 l立、l乙均 ( ) Average 

料 Table 30iと;rミした降i\1~ lヨまたはその波日。 Ralned clays ShOWll � Table 30. 

Tこの実験方法は卜一述の場合と Idj じである。

0, 

15首()

0,,] 

0 , 1 

ハ
U 

O 

ハ
、J

降では土じようの茨閣に， C;, ci持:gulata があるZ宝!交分布， -卜~rr しているユ認められる ο

Table 31 および Table 32 の給来かふーi二じよう司 1 のう子住民nすま命のように巧えられfこので，この

'1、able 33. C;. cínguiala の分 Lt!J\>Fi三， I羽糸浪およびイネワラの糸を桜深

した土じ主うかりの Wlc1 の fl}分おIt

Reisolation of G. cingulata fTOm soiJs which had b己記n mixtured with conidia, 
myceHal mats and straws inocul乱tecl w)th the fungus, respectively 

京 桜総土じよう

Inocula Soils il1ocuh'1ted 

f{[l' Ú~. J~i:乙蒸した

イネワヲ;ご;~.と抗itf

gT{}¥Vn 111 

steril�ed rìceい stra\v

6 months 

/ノ

.!.:::> 

ノ/

1O 11 

/ノ

G ‘ cingulata の検出
of G‘ ci托gulata after 

検出ヰI (必〉
Perc巴nt
detcction 

40 

().()4g* 。

分 Jヲ~ IJ包子の浮 üti 彼

Suspension of cOllidia 

申…… 10 g c!) 十、じようを 1/2 ， 500 のネで希釈三絞?/%をfj なっ t: もの守ある。
Dilut�n p1ates of lOg soils, w咜h dilution ratio of 1/2, 500 

本木ー・ー発育し?とコロニニーのすべてが G. ci符gulata のものである ζ とを5T、す。

II 100'キネ



一- 49 ー吟引先月とその泌 ζ勺いて f 円、)lこ[引すお誌の;ぇ

ょうおよび殺í!{;íL じ点会的かめぶため， G. ciベザ;tlata のう}/住民!子の;予滋 J伐を fq プ弓ス:":;のよえTI司:1:

し，それら 0) J.lうようr.jJ から G‘ cìngulataとうに人才しヲ 1964 ド 12 J] から 1965 主 6 ま f二野外に

をした糸しむよびイネワラピ滋術さの ITh}総本 ri!，~った c"rable 33) 今 J:l~竹之のため下 およこ{ふご

ろからの笥の円分;坊にはw釈平板法~:，ぞblriJ様に供試した，分包 J の i手没波長加えた i じ、 1

の 1Ul，心!)取合1.;ごはおいが;分縦1[(;:;c. Jおい土台くJ

I'!然条件りこL L~ ,}; 'fable 33 士 G. cingγ'-data が柄糸線またはイ才ワラ;p ~:'と波摘した，'1'、の

うて示品〉臥冬TiJ tit c あるが噌うれ、の状態で IJIお士ととをドす九いえる。

ZE中における分布U. 

同型、48)J正午 i の J示 ú'f'rj[;jぷ笥(二三 lえそ )1可 1潟 ~， Collelotrichum cat.川d!iae MASSEE '" G. cingu!ala) の分的

9 )Jへ Hでに飛散が多か~~)た子 cうチー'，， ['ú仰でト!rjJ におりる ;-H~:lfr{安引べ， ] 961 5へ 7)] のJ.ハ -'IJ{jJおよ

Yで， Jj父iiA した分え{j' A dealbata の林内とを認;のでし、るコ G. cingulαta (.と感心持した， 大

コス府A'iÎ了 h~:~ からうテペーね T が r{w~uこよ 2、て飛はされた， p下;[ìY13 tご守ってぞれ j' ずる分~L )j投 下がmtf， rと

A
U山
一
刻
!

A
W
N
W
-

E又~-勺百一一士官よ1.'コ mにあlける検弘教

観轍欄 iliLi::� 5 m 1 = ;t)，げる 4需品数

18 

10 

2 

l ム

() 

ら

10 

、〕

む

4 

。

も

A 

丘一

ム1、

。

" 

Fig. 8 A. d!ialbala .i本!主ミら0) G. cirtgulata の

Dete輻ion 01 G. cﾍ1lgulata in the ìnsidc白 and outside 

註irs 01' A. dealbaia rore3t 
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とともに吹き飛ばされるアとがあろっ n 主た， tÛ! こ洛 t) fて分LI:!J包 j土 :Úi J 乱 iとぶ勺て:(&ほこりとともに1ι詳し、

i げられることもみ号えられる。全における G.cingムtlata のう子ィ'h 7J;. 欠1;-:'，際的で，霊祭'å;土 8. ì-c ;ðべ fこiL

dea!bata の 2 年 '1:および 7 壬ド ![:þrう}O) ふ RICHAI<D61 ) ())ノ!Jitそ11jtJTl して， G. cingulata の検

11\ を行なった (Fí認. 8) 0 [ih~主主治，l~Uま各泳う?のほぼ rt i心 f 材、|付)および雨林分の中心をた1ぷ線を成立12

ずる ïF:，C，'.f河 7巳のほほ J}'I/;;.(こ校j 可する i弘所(林外〕で，タ~nHJit地λ，~RJJの~ê.縦はほぼ 50m であるハぷj主主(J

1964 "1ーの 3 月からは月まで，毎月 10 日に 1 度の t1~~j {~-c i j'- われ 1 Wi!dJ1[ fNj 主IJi土谷 1;( ，午後 <\cγ5 W)j'の l'認の

10 分間であった。泌さました刊さは rtlJ， . O. 5 m お主び 1ι5m で 3 谷[ií] H必JfH区あた h 5 枚ω ベトリ nnが yn

いられたの t1'JtI1 U; pH 亭 4.0 にしたジベァガイモ m~汁怨天であった， Fig. 8 (ζ ノ]ミずように~ G. cing討lala

:立小、 5 }jごろから倹!11 され始めたが， 7~.10 )j iご多かった ο 降孔雨1後でない H!にこもあ zるJ 必絞皮笠1検:去州Lオ引1れ1 てさ宮れたが?

降雨、千判卜討ii後交の H山t(〆検 !I日1 さ才れυ るとと力が1多くし， 検;山i\ 数も i多妥か勺/戸L九争円 と〈のJ芯〉λI嗣J

主:れれれ戸たものであ 2る5 が，感受性*]ii約の生育している場所iと:む瓦跨j， とく ?t降雨後 G. cingulala がかな

飛 1:& しているととがわかる《

14 考察

本市において(;， cingulata !ご感交性のtH続の各ドl~J-~'GT~事くのおtl f~場所ヲJí'i} なお成!三時期などにおけ

る G. cingulata のfLH1f状態を述べたが，その沼的 I:L;fq苦1 /)~ (1然界において 9 どのような範聞に分布しマ

いるかを知ることであ〈た作

-t くの場合s 総裁回 (/Jc す芯

るとき，;íJH]~読物の病原滋として二考える。そして，

たとえばふつぼみt fL 思%などにこのiJioj が得，t

い コロニニ を形成した正き，それj;>~)\内容と認め， とこにどーの閉がしてい f ことを知l る。しかし，

ι cingulata (ま IV述Jくたように，林業 ITJ 僚主にされてし、る広~お j の平IIHj{i1i lülの少ない部分やjζ く [JI野K

T1 生

慌を形成する:となく{;うどELTいる湯イ17がある。そして， らかにしたように) i'特イ(をも âめ，ぷ時

ι;葉樹の、い組問の対5[\0こ， I時とi9i と〆会問わずる支出される J もしp 人:iJ iζG. cingulafa 0)分~t

胞子または j引のう胞子の一つひとつを"後日!Iずる:ぷノlj カ h 与えられているならば，われわ才立自然界iこ G.

cingulala がきわめてぬく分布? しているととを知るであろうっ[}?i¥: 0) i 11 'Ftには ， G. cingulata 1と i\L~

交↑'j の是; •• ~誌の休業用.rJ;J~ ，Ki，j または (jLI，:の広葉樹 iß.認めら才一υるが，それらの校禁には G. cingulata tß多数

分布している ('TíltVi が!日)1，、。立た，それらの議渋 i lとも IJJ子し， i'fiiiP'1i'った後には，訟を iとi~;応に212LI(

て分'{胞子が i!Cf' し，さらに剛山またはN1 iふそれらの制ドの空間 lと分jL!Ji，~T'が多数飛散していると考え

られるのし tだがって， G. cingu!ata 'ﾎ:: {j)iJ;!lrtij~jのがいふ í:1ti として認める l:J， mS{三 p 一つの!H拘あ忍いは倣/上初

として 111 'jjf+~ r!; < ;'}(jヲー{ç: 1 〆あ'~!j"ている本のである J 議日設すべきであろう ο

品目免院として認&;i~ される G‘ c!月gulata はその惣のご.. -~寸;泌をノj示大ミヤい一\す、

|同似社花2 ら 万すずL凶 しい九吋吋Jふ"パ宇P る 1が涼;五京i弘υ{江ザ[じ悶為f向j0にの二分;

Ilì本出 l[士秋山こおいて， 1j ンご丁の政そ!誌の花がハ 1) :'1ーンジマの 1利之:!J::い ほどしか一、/こととそ純

し，ハ 1) :工ンジ"でした Co/letoll'íchum 日p. が隣践する ij ン二f 弘に侵入したものと批来している， IttJ 

ì" ようなことノが仙の桜;所においても? H.t~ o_)私的主主主と ?J いてもおとる包tt があろう"ミそ配当の lfJ [;(j~;;ì"jミ正

して，内;ポーのもい1J ， 終業の除去，辺!j丸山校OJ 切り洛しなどが Þï効であるといわれているが，そのようお

I\!.i 泳法には，おのず刀、ら 1が'ifがある、すなわち， 三の J~ うな 311 tlllによってら，ぬ泌さ寸ごられる院の自主

オ Jず h).なものであろう:#5'えられ九
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そのi私有利川、て ( 

(;, dllfJula加の潜在泣寵lV 

/:，わ 11ゃれのj人，]!Jtl二 11 主での一占において， (;, cìngul，αtι がIIM，I!λ な築その{[to_)泌物i人;こ治イi し p

にきわめて)1:;ぐ :/j、合 lJ て~' )るこそ 'ijiべた。 しかし， もっとも忍主要なl'υ ょ本認がどりような状訟で，

可,).1 のどの五分:とんしノ:じていむ力、会引らカ'\'とすることであると汚〆えられる c ぷ }~y では， この tll旬以〕

おりる治ては尺:戸、そべる作 /LZf 九;こヶい1;1，( il叶íj' t~戸市_a !ltJ'{本 〈ネ?に;仁)

7I ， j宗派 l試験にに「て， fhr ご1':の剤、11仕Jが C， ciugulata ûjつれl?W':\-j舟 lと対して

つずいくつ力、の宍燃のむJf J.pろ〉

と-"Cノょう 73;!υt~~r.^ かト
"J 

主 ff{交手IJフもあるハしたがって"~ずいくつ/r'> しつ !t五々をねないヲオヘな旬!おのがより J、いろ後であ

t窓口):，守人字、 L/ 7'乙 f、

煮沸した A. ，nelanoxylon のき若ーへの侵入

ぷリ 3い8) (.正ザルの，JJ、 ~HLr守[誌がチャ匂ωある}券子、はない域台よりも 2 より j殺しい?だ;えそうえすとと在初

lノ丘、本(論文()) II で ~~d~ ぺたように， 1!U式作1;寄付;のチャ来および 1) ン:./ご午H る扱綜 ;~~~tn~ Q) Xﾎ;lj ;~よもすべ

f工い i長 ('["-1 C~ ， cingu!ato えさなかったコ r の的}認をつでおi織に(討をつけたら&00) ものて，

る二~ii):\ よ、 Jj fffrJJ誌であると力0:) iY>る相包よりも p 必現!Pj~: ;と位入
叫旬、

以4 勺りJ -çjヲT【99 

えられる υ;私的がふと/vだ総1 ~j'~g tこら1ノヘする機織を );11 るため i A melanoxylon (}):ffi:を 100"C の沿 iこ 5 分間以

l亡 G. cillg ulatβ のうf:~L .fj8:f'~之 j妥五H した。 A. mehmoxylon を乙川し、六 i))1."，冷却Zをその

t. (})彬総の変、が民さ 10 cm f'J グよじり村J~J i, )jj;の↑セ-C ， ず主将;'伎十IJ で ιちるからである。

フ~，%実力 ìt

1.;;-' 

タな集会 5 う}1m，と弓 ::J<J1J!ζム7・ iI'i徐フKをふきと， :;~~(;) ~l (ま 11; 心に，日 ir[iiインクで 1 記J 1. 5 crn 

L'ιEの iE)刀巳を 1tWi く('のわく|匂に G. cingulata コ分 Ij:l](l J三のWI潟下Jlt:?'伐をむ:liT9 るく f長締結を 1}'11弔

15 仁m のペ、、リ IHLtこ人才è ，郎内の!Jg係i九ifネ;!j'.. 100匂!と Ct:ち， 25'C にや訂する。 ~"~7Ì: j:0} n:n 以初 \t:'))'そ

切り}反り FAAIJ'心波町こ~/) 1 時 1m没淡 iiUJGI LJF 氷結式、クピ1 ト F ムで約 10v (iコ.J i:/ びのりJ)---¥'?J: 1iU f下し松

る t、

50 ,,100 jp:]で j Pf)ti ií!iLi;の純子のスライドクラスにお~JT!' ド ií2{]ゅの民 ff 援しt'W:rìii 松 1 llUl1z ，ち

ける手本(1. 25"C , 24111ii!':!Î交においてほ 70去がであ〕だに内 IUl(1せには tS~H~f& 5 H で分:1': 1]:包子民の形，!jとが

必ず7り売では 3 LI 九分包 r料の初期のものが認められたり J~放は 1969 'f 4 n および l幻() 2 

2 Ij (J) )D;i~ t;;lじに石二司、言行ムノ! ト， 1970 j! の 2iι刊行口ジオ7)"". ~ .f~:_~: : ::t l.:l !二ヤあ

毛糸~~

官?と禁←じでの分 1: .il1g.j- の玲まスラベドグラス!における人j よりもj:U:Vf' ~(て J 85 ,0, '959;;~ 

しノ， 売子したやり 75 ， S09ぎ支社il iJí己 υ-; 1~-% {}日引と討を I[川五!ノ f二 r しか Lノ~ Jl~'ii:~ ，: て抜iJ!

(ま多 t に:! .j}/j 日{.したがッ;0 ， i王、てんどそ{II! ばす二とえよくイ J 務総を形成 l/ !ト(々に対:ノ?

し た、之、 %11交のJjくさのれそt- 1[-j:i ぼした(し

セ jレロース後伎役 1 I1 ては，いふら仰い人際糸(ノ久さ O‘ :)f-l. .}ノ'.1、 J がグチクラ F/) を i活潟し，2‘ 

i ι 巴一 ι

で j;巾TJ 二コわ ，戸、J1EiJるととが多;うった r しかし， l.tJ ~ ~ (主ケヂクラ般の j;i?rllザ":Ptj怒して kYピド1

を停止する役へF指名主認めよ;れた いちじ') (~t 1 i:ζ おいて， γ1-'(' ，;ご表決持!i以内 1': ふくれた旬以'\mti ;f(~ を

学 ， l.H オ、 Jレマ 1) ン 5 ml ， 時険;) ml, に子ノノアルコ台ノレ (じ0%) 90 mlっ
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D2・2

も噌瑚峨副副嗣抱凶・防~

10ノμ

D3-2 

D3白3

Dl.-l~2: j茶碗 1 [i 主主 One day after inoculation 
D2.1~'2: " 2 U 徳一 Two days 
D3~1^V3: 1/ 3 f:":l後 Three days 

Fjg. 9 Acacia melaJloxylo刊の究 1 ノ 7\: 3f~ への G. cínguiata の包f-(iJ f.久人

lnvasion of conidimn of G. cingulat口 to dcad leaf ot A. 丹li!Ìa河oxylo刀

(boil日d for 5 minutes) 
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ノ吋けの})之をミi('と IW!する.;("CD;~記〆〉

1ノ凶/: (~，Fig. 9j D J--~l ,,2; Plate 2j ;¥  

ノ一、

ヰミしンふくれfこし1..//:.以友包九肢が[筏 2 ['i では。十 λ、 J" 三次氏、7こ三@

ぷて J乏状I!E'1 i土ネ日夜 j ることがく， f!!1' 

テノJト
、、-いャ

\九一伊

|主糸C')ぷ/\

状給にち 1お糸がれ L い矢叫ん;ノのぷ乙却に位入 Llこ Ftt.j糸七今

とャ、討のおJiti]υ〉もの :)~::.n:~j点した (Fîg. 9, D 2 2; Plal日之 D) ，どしプ 1) jJ 

(Fig. 9, D 2 l'j2; Platc 2, C) 
、、日、

サミ J''-:ン
内

~:て総若干 1 ノ λJ

!l三 1;文会オ L る
マ ε ， , 
UノっともI沼記、、\:むのが ij!;J七、

ね 1 /.入 メ rγl 、マノ

々乙L

,): ') 「から/，込入 Lノ，げ去にヮアほ!長組首

J う lこなっ (Fiは 9. D3'1; Platc 2, F) 、担IE 、 I、l立。介点。 liJJi を hir223

仁{-fjJ端、示紋工織に九{平和IJJ:江!日! l'ずさ;1p ての μ 込内ノヘした

二もあ .f、 (ト、i広 9, D 3 ア亡 すア!、う「内にぶ;r_-L紋下 γ点、 }~ff 士、 1，と、かるが?ミ

ヨミがしば!〆己?した 後続後 :3 H も午知j3)(" バ~rfj4たふ包が，iffiij}、組織の長よ

t) r:?ノ
>、、 r

" f ~ 1,,' 1 C ムメ乙、+!' -?"し、/、
,'_ 1'，');一九 」 、 、~ 吋

1 な l 、L-守
、

,'.' 

(Fig , 9, D3 ,,2; Plate 之 1つ)() 

A. mel四月(}xylonつ

、 ) G. cingulata フトハ !な jとぞ! だ Jþ/;{へ û) 壬外被，F A. 附f!.!ano:τylon

ロ

1 111 m" 'γ でJ'i'" .:人こノ入、と

21 25"C イト y、、人
ったイ、、 v 勺
r:,J 1 主 i ノ、?:20 -<l:2 

J 
J ドゴ'74;勺

]" , 2 m m  ù) 尚己よノJλI 入し， "い 去 n;_}J立ノトラ

-h吋日A
f
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1り刊にマp、 E~ こオ L ら

川カ レノム:'" j 交が γ トウ:) ト引i止 jrリ

ず

〆ヘ
、',) 

]トー
/、、，た川竹↑

(Fì只 10， Yll; Plutε 3 ， .l¥_) イ
ブ;->、
ずノ
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Fig. 10 Acacia mεlanoxylon のだ九 \~Jへの G. cingulala 分:J二胞子による Jは入

Invasion of conidia ()f G. Gﾍngulaia to young .lcaf of A. melanoxylon 

3 波戸lfi交 3 日では，発討の f詳し、関糸はかなり ii)jりにうな分生胞子j訟を形成し，分I1二胞子二を形成し始め

た ο しかし，肉眼的にはまだ分包子!認は認められなかった (Fiふ 10， Y 3; Plat巴 3 ， D)) 
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内部が部分的 iこ変色したり (Fìg ， 11, M 15 2) ，カノレス(手告が;体) (cailosity) らしいものが ;1;，[/えされる

ぷうにみえるとともあった (Fìg. 11，孔d 15-1 , 3; Plate 5, P) 。

4. j町長後 15 H し，何らH)jt設を-)J'くされ "t r:，分さl 胞子の佼入溺糸がクチータラ溺の i民 i;;;で {'tIL

していた葉でもヲ人工的に f討をつけた場合， 2""3 H 後， ü'0の;九回 iこさtf0J立が':t 1':; , 4~， 5 日後には肉 fiR的

にも li)j りような分生胞子組そ形成したっ

以上のように ， .,1.. melanoxylo持の成熟した葉lζ対して~ (;. cing ulata の分生胞干;ますみやかに佼人出

糸会クチクラ反Hζ役入させたが，表 l支納組内iiii まて、 i主食i遣させるととができなかったυ また事 i!!j らかに

8ub-cuticul乱r hyphae と認められるようなものぞJE:~成することはなかったれ

4. ツバキの成熟した薬への侵入

il. mela向。Jにylo刊の%;!ζ接続した場合，認から伸びた訪日し 1 侵入荷糸がクチクラ !w，jU)!良部 iこまで j慈

し，特別な sub-cutlcular hyphae 与を形成する乙となく停J.L している象が忍められたが，この結呆は

SJMMON!JS 67J および CHAKRAV ARTyI2) の結果とかなり :~j~. はっているつ G. cingulata のうYト fj@( の侵入ニに表!支

約胞に対する行動を?さらに詳しく調べるためp ツパ干の成熟耳さにf長短を行なった。ツパキのJj. ~i~， � '，yç な

撲にはK~~，字であるが， G, cingula仰の浴{iーが認められる (Tab1絞め。業の2\(íl!ij!とは9Uしが認められず》

クチクラ溺ば厚し、 (5μ 以と〉。したがって，イ幸子おおよび佼入閣糸の侵入r~~úおよびクチクラ!脅における

千f匂Jなどを rrJ!jJべるのに(史利である ü BAXTER10J および伊藤ほか剖〕によれば:;パキの「ム熟修会葉 G.

cingulata i立病肢を形成する白色 j] はない。しかし，後 i~1S す 25 ように。 J!!O占斑の接怒~~から G. r:ingulata 

!まぶし呼で再分隊される ο

~-l~ !.~J! )i1.-:t~ は 1~..3 で波べたものと 1，，]じで f主種後 611寺から 6 カイJ のものまで .n~_i↓なる時期における t(J;

餓消印fl そfド裂したぐ分良子の怯海鼠は禁 !füH'l 1 mm2 あたり 20' J20ü 1協の筑間;これた 4 戸ごひしかい

しっとれの災駁においても， j長滋主5 ヒでの分'[:胞子の発芽ネ i立 80 へ -90% であ勺 t: 。フ二験結己記;は Fig. 12 お

よび Plate 6 iこ示すとおりである。

ツパ千の5実上では} (J. cingulata の分!J:!.l包刊土絞却水のある場合，五 2 時間後発芳し:3日寺 lìij程度経過

したとろから付務総をJf;成しli，f; 治/ごっ談後役 6 時 n口では，氷縦式\クロト戸ームで切っても五縦しないほど

にふJ-'Ëf認が14子主築上iζl抗議したυ611 年 l組ィ交では，侵入滋糸はまだ形成されなかったがp 主主穫後 12 時間て

は~ 1えさ 0.5-'2.0 (早よさJ 1. 8) 1" の侵入lï;[糸が形成された。以後，時間の縫過にしたがしり侵入繭糸のfー

さは伸びたが， A.. melanoxylon ロコ;去とにおける場合と問機に~ G~~人iお糸 lß選沢!なに jた皮細胞の{i!I]J0!' (ご l 自!

かつて主主むような傾向は読められなかハた。 むしろ，高三宅1]， Iml胞{JJijj:i;ょに riil かつてやt1び始めたf-~入湾1糸が3

グチクラ憾の q".1途で荻;文中]胞店主 fcultIデ'JIと主むよう ることもあったコ佼人保i糸は早い場合~ J安

結後 2'..3 H でクチクラ!訟の i{~: i}) (とまで速したが，ほとんどすべての場会，その状態で伴し， j主滋後 6

か月払U1~~経過しても，表皮細胞刊に侵入したり， sub.cuticular hyphae そ形成したりするようなことは

なかった。しかし，侵入遡糸の!泌が多少にく伝ったり，先端が枝分れし士りすることが認められた。また，

k 間百lanoxylon のJø~ (:~と fifj I~Ri日佼/勺Jt:j糸の先端のまわりが多少!\ttJニをお Y し wごいるようにみえるこに

もあった (Pl札te 6，りが， しかし?これも j主く認められる攻Jt:ではなかったハ各制主主!日j I引における佼入

#;1 糸の長~:5を測定しだ結果(j:， Table34 のとおりである。測定した十三入菌糸の放はそれぞれ， 25 'Í団体であ

る

j安本þ 後 3 かn:または 6 ij そ尚治し亡も，クチクラ fょ?の途中でや1::: .1. 1 。している侵入菌糸も認められたの
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Table 34. ツノ子守())}~完熟~~~ \ご jj;J返した G‘ cingulαta ())分U:tl包子の侵入政糸 0)災ざ

L日ngth ()f penetrating hyphae of G‘ cingulala inりclllated Ollto maturcd 

healthy 1e引les of CameUia japo河ica

村、3業 ~l\験J:[，;Hfう:'C"f{}'?;-。
。

戸
内V

\
ノ

)
)
\
J
\
J

、
J
l

ノ

\
j

〕

つ
つ

V
A
U
O

し
1
λ

ウ
ノ
山
勺
ペV
O
K
U
勺
一

『

i
A
J

一
ハ
吋
、
d
A
守
山
門
〈
いU
j
4
2
P

士
一
、
〉

F、

U

ド
「i
)

L
(
(
{
¥
f
i
L
L
(
(
(
 

ペU

ヘU

円
いU
M
δ
n

、
円
U

戸
ヨ
ペ
U

一

3

ι

，
 

.

.

 

‘

o

，
、

、
、
J

牛
勺
叫
に
う

t
d
r
J

〆
ハ
リ
バ
υ

川
/
つ
ノ
。

。‘ 3

，. υ 

3.5 
2. 。

3, iコ
〉、

どLO

1 人 4

.� 0 

弘
、

i

s

-

ｭ

s

:

;

i

i

 

t

}

3

1

z

t

t

 

山

f
y

問
、
p

記

t
u
n
J
r

1
P
/
1
d
1
e

ん

E
E
o
o
f
?

の

出
加
伽

W
W
M
M

N 

11 

〆/

か}j
'1 

ノ

ノ/

4
1
L

つ
ん
l

ハ
ハ
〈

U
/
。

TabJe 35. 向性支のツノイキのn~秘~0[{かりの C;. cingulala C�) ÞTう〉角1

3ミcisolati口n of G‘ cingulaia froll1 symptomless ]eaves of Cm百eUia

japoηjιa which had becn inoculat巴d wlth conidia of the fungus 
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た場合唱 A‘ me!anoxylon の成熟どよ安秘した同台 2-=: 絞に，ツノ\与の成熟~芝 Jこ絞殺以 l-_"_O) ように，

、心一λ- ザプ マ_ ! 1 ，'~プで
U 昔。」と Ï-) 冶 γ ♂G. cíngula仰の分'!Jj包ヂーはほぼ滞在な !WfC 、役 ;\Y.i:í糸安イrþ(まし f二がヲそれはまえlえ納 :yd 内

sub.仁川 icular hyphae ,t ìこりょう{こみを七さ-f'~ その JtkfMi 主クチクラ将の iïl: ;%仁ご伴 11:.し土(、之た p

きなかったいはそれとた~lj{以の本をおどH ヲるとと

;)))悩在立公示さない絞こ j '.)'~Eのり:践で佼人してし 1 る G. cingaiata が、ないし 6 かiJ校交 15

かでjかを知 ζ ため，次のような方法で桜主主的仇か~)の Il}jナ釈をイ]なった r すなわ来たして♂きてい

ち，按添f:M守唱としJ 取り， 2 mm  1i j のた Jっさ己主111分い それらを 8096 J チルア Jレコー Fレおよび 0 ， 176 舛

とう/](で表 1111 紋溜1.fJ:， .1g火j台地 ;ζ 移摘した. (1]一分離ヰくは低い似合もあったがラヲべての洲斎時Jtlj ~ζ，民間

;さから〈よ cingulata が J勺う泌された (Tabl日 85) ，.，

落葉広葉樹の奨への侵入0. 

いて行なわれたものである"， ?7;~n~~広業樹の3長!と年七ノてう G.FF まごの実験はすべて絞!ぷ薬品!のユセを

2~ :3の薄紫 J]_~}f~樹:ハ

モミジノぐブウ?モク，ノンおよび γモニ h 司ドロノ十であ

rinf! ulata の分 !Iö級一子はどのように行動当るかを%パるため，たわ五日との j'Bめら íì'l

成熟誌に対して i}; f.lj試殺を行なった c
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C暢6H c-i 2H C-ID 

r ヘ ~.-ニ ー /ご<>， __......-:三二二\、 ふ♂:-::\、

(/-~C'---~.')((<- -"".ごごごごと、F 11Yゾ 1lf二ヅ ¥� 

C-2D /:;;士二こ C-4D

む曲2W /::'-::C-'.. (下 1M .__. C明記M

C-3M 

5;μ 

C..(iH: 九日Ji: 6 Six hours aftεr inoculation 

C-1D: !' 1. !H事: One day 

仁川1D: " 4γl1g~. Four days 

C -2W: /1 2 0}~tim後 Two weeks 

C-2M υ 2 か月後 Two :months 

C 6M 、ゲ G 小筏 Si笈 months

C-12H 主 12ii、、 T'we1ve nou日

C2りをか 2 後 Two days 
C'lW:η1 ま One ¥veek 
C-IM: ノ 1 かn ゴる One rnonth 
C 3M: ノ:3か;争 Three months 

Fig. 12 ツハキの i\G jt~:-9~への C. c!nguluta の分 泡 r:二 j、ふら!へ

Invas�n of conid�m ()f G民 Cl目gulafa toηl.atured Ì1(立llth\

leaf of Came!l� fa/Joníca ‘ 
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Ol1e week after inoculation t� Lnjuúù，月?óer s!yl，σ口flua

L-3W パ 3 沼間後 Ditto three weeks 

M.IW: モクシン ((::j主主背後 l 沼市j

One week after inoculation 仁(.; A1ag ηolia lιiι fiora 

M4W: 河上 4 週間{主 Ditt� four week 

P-l羽T :シモニー !日/干に談全j_ :V岡市j

One week after inoculation to PopuiμS 幻tnonu

( 

Fig , 1:'; 客繋 jよ?との成熟した~ri~へのふ cmgu!ata の分!j 胞子による佼へ

Invas.ioJ.1 o.f co打 idium ()f G , cingulata to matured healthy 1巴丘 v"e日

。f SOll1e declduous broぉ:!-leaved trees, 

r? 

M-4W 
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いて T 付税お/ノスム fll 三たれ礼止の J之入[およえは前誌の内二2 ぐまで i41(つ:ていた (Plate 7茅 F)

モグ/ン入クニf. J ') ，;まう亡し、アチクァ
下 1，<.芳〈守、、 i 、

λLノヲ 7， liζしこ叩干 k り

Z3JrijIヴザてし\/行γ7
J 、においても》 予く(!)役 Î\l~jq ~y~ はこれそ Ft.J沼する4 λ守

/)"j 

も♂〉も主:-\才しなノ、た，、ぎな力〉ゥ忙ハ sub心utiClll乱r hyphae し

:fut'~転校!の奨への 1受人8 

たは部分的 l三村i"二から心. cingulala が検引されFヘトンノこえh[で )'~~"<:I~こ J、う

、とのi1i'Î心禁行ij(ご 7') ずる間門イl1fi -j)":l"0� ~ま t.:， ~ J}~ ~tf~~樹のた lと刻する 1 三月、行 !llJJ ':~~ .1以交するため歩l(,(6 

ヨ〉た、'主総士今、土 ω仁、改べた10 ノキピ;とそえがおよケロー?、、l 、

(-) 

らうしてd安しれイì ， し、ずれのこ上、ても》去j アからお11 1，、じ)\rお Jムがfrllび，訪日

りかな分史尽かえされたらスザの主、J

ド !t i :J:!V]ちかでなかったがp 総Lえ L!、て/.刊行らかな分よ乞紹子以認めら j した (Plate 8, F) ，、なお$

X:i!J!(;D，内の糸抜から必(:fi九誌の胞に rí，-，-J かつてイmびる絞Al止i糸状刀ものがれ忍めら才 ~， I:: (Pla.te 8~ .E) 

?今， ~jf民日包←1] iと役人したわト/二!日 ).lおぺJ主将 1

れに似た封金ii:えのi.-!~;r ;誌は， Jtt!こイ、!の議器からクデクラ潟 Jこ佼入ずる Iこ l浪り p 形成さ P七1ノ主1 ラ子1 または

そればるものでばないように与えらるつクロマ、ソのi必{:\-}ぷï rÍfÆmから日り ζ うず川公入 f'N糸ノ足立され?

3 表 l交細胞およびそれより内 iíUJ (i) MHiJち昔、r;c ì;f:した〈刊誌te 8, B) 1 ただし、グデクラ股70-:;lli ~J 

ら ~l .~"五日分Lご J)eniciiiíum s pp. がrti)i ってい50 日にむいてもリジ:!} ~~:i::.胞子府の JF ，t:~( j: ~x~，

1. 
j 、 c

つしかレヲ{\::入部 Jh;立クても，小、よさ

(Fig , 14; Plate 8, A , C) 

.i l とたな主にJ兵 L，易〆h い 2 11の北ドII れこ

zニノギの誌ノトγ数のJ、j おお~ -f / 
、.' 吋

ぐ九 一スヰつi主;合ヲしよ可ノ

，，{主人前糸よしと (Fìg. 14, CHII 1 W 2)" 主税::50 後， ヒノキの主u に侵入関糸7f:_-n~}j立しに

スドで(立役人協糸ω 忍ひこの fl寺 Jt'J にお1，'てら，クt".i -~~.， '.'J t;; j~ J、お討をえの'そぼ 1/3 ?: 

えられる F これらω"、，L
、Jれなか勺?これクロマソ、 A. ギミ.-!:::びヒ/斗 G， ciilg誌lata

ノ
fr

、

_L "，、斗ニヌ .;') 
1 、←リ Vονいの l立し'kで干潟i土よく足立されぞれ，役人的糸ばあ王りJlラ成-:.:'-S

ら{ぷ入 l均五七が r["i良されi'.:っ戸、た;たちな!とよればp 渋川よのiζ ト努/子。 ほとん

治、行、のン5一一役J却である J~ 汚えら人民、i 糸 c川出)jぷJ されるごcυn:-tu/a!a こ:廷して，t 

J 

?♂ 
件、

〉主トのタト;ちんをと 5 分ぬ L i;ご j話会p 役人Tお糸が形成さ γL~ 五21交清u胞内?と ~jßl糸もがで平「し

,"! 
'.し p

f.~ ).間本 h~ 市，(;.刊ノ、 J ノ I ,.. .'_~、二こにって分Lj: IJ包子店もシr之されたと!ハうこともうよ

、ず，、J 、予

k 
!-',) E つずぐ長 Iよミ前日ni'UC:(l] かうが，ごず i土そしと) J 之 1.\ が 20 i'-よこすること

る:泊 {ìドれカt
、 i

!: ~ι sub~cutic u.lal' hYP}lae 
、，

f つ

点。 cingulata の侵入に対する答主締般の反応{ , 

で， (よ cingulata ケ j亡し析日宇きでの検;ζ より〉

( 1こ三えソハキトのもそ二でかなりそのまえじま，クヲタラを投泌す乙がそので停 1./

うな G. cingM!aia の子j 駄に文「が!~) iJパ七なったっ ζdア十一交\、r: :J Íi"):~-で Jちマ γ(ì 主 6

.lL rnelanoxvlon 

d、つ

て ì二細胞ノどのよ与に反応しているカそ知ぷ目的 ~ë\ 三r としてツパ')お J、

{河* .~:r: )':/ロゴ""-:?ク'}'ン d::;クラ 5L.， 円三》
ド ;V ノ子 'c
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Fig. 14 量L\l'と樹の葉への

G. cingulata のうt:1 W" Hこによ

る佼入

Tnvasﾎnu of conidium of 

G. cingulata to rnatured 

1邑aves of conifers. 

PD-4D-1-2 :煮沸したクロマツの主主iこ技穫後 4 日 Four days after inoculat卲n to dead leaves of f'inus thunbergﾍl 

PH"lW--l~2; :正常なクロマツの漢に後I室谷， 1 週間 。問 week after �oculat�n to healτhy leaves of f'. thunbergii 

C D--1 D-l~2; 紡弗したスギのどに主主還後 4 口 Foul' days after inoculat卲n to dead leaves of Cり戸tO'J'nería japonica 

(m i ま菌糸， ~路線 iま総生、61\分)

CH-IW-l~2; Î正常なスギの~ilt ~ζ該滋後 1 退 l渇 00εweek after inoculation to healthy !eaves of C. jaβonu百

CHH-IW"1~2; j正常なヒノキの主主!とtt滋後 1 jj;~[':ij One week after inoculat卲n to hea!thy leaves of Chamaecy�aris obtusu 



川I川手
γt ノ u 、(、 G::3 --

;\.て，ト-.:; )l-' 

Jたご淵O):，{f.Jげい三人において歩クチク弓占ネ 1 ， 1ふヨミが人ト干するという械もあれば

(TaMl¥N cl al.S2 )) , IYJ!~' しむし川ーいう長もある (FUl.TOX21 )) ，.九KAJ et alメ〉および KUNOH and AKAi+51 

;~; Erysì戸he grα附znzs のオオムギ:ニ .ki ぜへ機材}忍

コットンフ jレ iとよ"，て染色され9 伐人[]の;ヨは濃く ~r~'[!\ されると主主べ，その ittJ.のおは火山γ ネよ

ぷによって、 円のお十3浮'.y; frJTjιζ ぺでもう，}併さ才[ると討し /:'.0 しかし，

，苦渋された h泣いの IjJ.Iたに，小主いヲ iす問のあら hれることも illJ :;i í~パこして t -\心、 ι cu旬、gulafa

fご‘河川引t-9、トりに干三ノヘす Jぉ 1;;]岐にコ y トンブ)v ペとよって染1~\� ，1'1 、うトが5 三fti不 1:ごち;われるか

ノ~?カ、を λ?とめ，引樹守，ノふ与し誌の Iこ去jif:!Jlü{ ♂を桜将 7号、少 ]ットンプノレ F 勺ジ;決[コントンブノレ

1 g，ム自主 50 5，組終 50 g~ グリセ j ン 50 ml， 伺/j( 100 ml) そ位;と記店卜したコ lITtr'!! iI後

Lノ 3 三〈余力三ゾ1)の主]でぶ;;1え f、け~~. ,:t .~~訂正るように切り，わ日Hのの (-î _lHJ~を泌/守

へ、ゲ立、 ゴ、ソ
ツ吋 "，'兵ジヴ l 円包」べ J 唱 、_ "t;} i -/ ふ λ:{'f f:S ;J 認めらオしなか')

H ユF ダンmゴ

クチク弓変究しつfT i日与をお1 る穴め， λ ダン flH#;校(ス女ン滋の工ヲノレア Jレ::; -)~灼hdwz;こ渋援しつィf

り{ァリン会混ぜたもの)で絞H\!と切}--í Aを決した。クチクラ守J立赤色ないし淡持;色?と穏や 1 ノヲ

ゴミウ‘絞:ヨシモて{l!rびているのが純察:ぎれたへしかしヨヅ\_r対決のよ'j:mr，::'('!;予むの多ソ I~ !土レJ

み 1)三 v 、「、内

C. 1-' ,i - !，";う 1) ~ぐブピヲ

じくグずヲ交付心コぢ.Ii!~をみる t:Y)争絞在 2 伎のツパ，.九およびi)ミネ}i_ 1 ぇ (j) /1. mcla-

noxyloN ;'去の七ムヲードー弓ードプ.] 1) 泌液( ,'] ド 1 狂言一日カリ:] g、 300 m!) 生小(ìr. !パ

lS ,,'----:-}(ì /ìト!支， 6:);も けご透さ?と

K 心の相主11織似しり下、14fr〉;ま 7434114!J3(ノ fニィJぶ夕、!ハグ千)ラ泊liOコ i 斗:5}(j、りょう

すると ιこなく消火した、;;ラ，i\1:{[-j:♂訟でl f_j，、し E し渇1!:， 1とおt三し，侵入ミが l ド í にしたセ Jレ f.J _....スと ， !L~ ") 

クチクラ対日

ぐには

D. レプ二ウ!.~ > ,) 1'" Ul: -f.、

~ .~'子、伎のず点先i るため p 法政{交わがえfi] .~よび己 Jノ"ぉ上 :Fj;、浴後 1 A 

押udano工ylon 立の切 !L 子ニウムレヴト 1!5 ， OOO 液て対.;こっ

ツベ}廷の阪fTp みデクヲさγ く夫皮細胞の総泌がυ引、の、戸 日 fこく A 押tefanoxyloil 子守

ツノど目立手吋{えなかづえ;右九 1¥1 '長!二クチーク弓 くぷ!支約包の嘉日記k ， f，'寺;)~ 1Jì ljlなおよび械jj;払

ア r 、 1 、

午品以;'.[ i, ' 白色した、{吋\クピ:Î' おU ても，心人民1糸刀さ 1! た胞峻(... ~ ク ._T. ;: 

!前日) JtIÞHざたほこ Lî'弘、う}九三で， í←ii びているのが刻祭されたし/刀か〉し， 土以之ノ人入t\、「刻i幻1 糸の，川/ω干

υω)j光t 守引叫山出{日l/去付付、Jよl'戸Jぺ、:近}j:でじUのlつコ 7汚守にと潟皮ちJ之-之: il: i，ば:土土乙υLか誌認れへられ fなぷノかう〉冶 二つ、 η】 目清元紋2山;に二， 佼 λ入、紛糸の7先た 'Iri!;i山{ト一;λ) }ルレテニウ..!.，，-λ !レ/ ツ トでJ狩「 f合J す

心 j. ま三二ごした Þ:: ， .j~'~):_l]-してし 3 ろいとが多か.(二 女だレテニウ fλ し γi~~ でわな，ずる、口うJ しつ

j おす uじ十〆:入糸元、 Ir[r びた後， こ沿ってì"1ltli している γ ともられたJ なお tけム後 6

υ fこ"/ /、 ネバヘ心')1二、 J\ 王山 「交 ì :ì)li!r-1いつか;イ?と J) 、
J ノ
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vつ，、」叩 ο

…ト、染色E. 化"，tIE去{;1 ・

セルロースの変質の有慌をj;rj るため~ネイじ没iお)・ヨード液(越化甘 f50 g，ヨードカリ 16 g 0,,' 17 m� 

5 Hlm以上続翠し， Lb登校を採取し允もの〉をj刻議後 lìl当3 .-[? ~J&A*li tζ1mえた後，

[:~.日および 2 か月のツバキ]弘および技種後 10 日の A. 持活elanoxylon 葉の切パ lこ治下し検鋭した。クチク

ラ j慌のほぼJニヴ

ント~Hと近し、 .}3iß分)は京色江いし淡褐色lζ〆6色した。表皮初日包皮肉「以ωy チクラ j誌に ifi い部分?と， k.5 í"の

尽さで， ~~]色ι なし， lノ i0~誠一色 lご着色する匂)Y'口問会ス)乏が認められた。 し γよれのザJYi においても，侵入閣糸は

ノL
 

、[
 

クチクラ月警の底部または底部近くまで伸びているのが認められた。しかし，

淡褐{ちにj引~:lするクチタラに特別な色のZEイ乙は認められなかった。侵入苦言糸の先端 lこ近いセルロース片手?の

務 fちがややうすいとと，すなわち，虫色ないし緑色にみえるとともあ γったがp 侵入預糸の{f[lびていないク

rc関係がない

以 Lのように，ツバキZEおよび A. mela問。xylon 楽に按穏後，いくつかの時刻ピクザクラ，ペクチンお

よびセルロースの変性の手TßJ;ノ:t--~ Æ色反応によって調べたが，成熟禁においてはいずれも明らかな変化を

このようチクラ腐の?同様な#)JEFí(と同様な着色が認めちれたから 9

と;与汗 ιれる。

認めるととができなかった。

外観正常な野外の議における G. ci蹄gu知的の滋;在8. 

本意でいままで述べた結果!，j:，すべて後夜試験によって十弘られたものである。自然の状売買で外縦iE 'ij\ な

このような楽に G. ciηgutata はどωような状(主 cingulata ;6 l!{!iイf している ζ とは I において述べたが，

1î~で議イ:1 して ld 、るであろうか。との点、を1月ら})"!とする目的で p 波紋p 業を謝べるとともに， 11王子;為 Jこ採取

し犬外観正、怜;j~EO) 切片;を検銭[ノ?談磁 L た議Jイ?と向様な結果がみられるか否かを歩調査したの 1)t~j\4:.j下Hi

A. 持lel証noxylon の葉である c

A.. 

外tij[iE'iみな議を採取後，繋夜iをそ子で終くこすりながら水洗し，孔乾後，薬会体手，スライドグラス L::=部

Ll~ う ~iUKH' または付若者号らしいもの定 lノ参入射j\':お{O))t:を店主くして，

の検/1)を行な勺た。

/;}Ijミ抱一f らし L 、ものは検 !Jlr 'ðれなかったが， ft r{;J2 らしいものはしばしば検ih された。これらは形態や

大きさから判断して， G. ci悶gulata のう了ij.:胞r:の付毛{~;j.である q!j~性がMJ し、 (Plate 9, A... B) 。

13. ﾐlCIONSON ìiご

DrCKîNSON1SJ はジロエンドウ (PiSUl日泌がvum L.)の楽に i透明なマニキュートー波そ主主り》乾かした後は

し定の表而の糸状þf'í12 '~j恰乏しナこ。iS' .Zえり; 0.1% の際性ブクシンを合むラクトブ工ノール液に

その上 lζ マ二十1 時間後ノ1< )1，むし!孔泣ざ吋，ますヘ 供試薬 lーに支をi司会，議告は ζ の )j法をt判11 !_" 

との151去によっても G， cíngulaia の付~f:U' {t;~と Jうえられるものがしばしば検出されsュアー Îì交を?![: -;1 た υ

またq 分j;:胞子らしいものも観察された (PI旦te 9, Ð~.F)o 1;j-:~t混と考えられるものの大きさは， 10 悩

の測定で 5ぜ 7" ，8.ox 3. 4-,,6. 8 (平均 6.::l X4.8)μ で~ F'ig. 3 tt)Î~す G.ci押gulata の{、J'務擦の;え;告さの

H0;W~ に適合する〈



iこ E必ずる三一特 Jこそ ついて -65 -' 

じ

外在日ぷ';~f~< /J]、から J!{~ fl~ t.1~ ~こ謬i ?，誌なU!] i;JJ片をつくり検鋭したところ，わずかで;まちるが，付 Wfc~ti; おにび役

人民1糸らしいものが検出さ才 Plate 9 の G および H はそ j Lぞ:lT ， 1970 将司バ米およぴ 2jjf:右]，クト

級 if.'ii'f な A 網 me!anoxylon の Jどからわえたされたも(])である。

D 、 ~t-~小)rÅj良からの検 i!\

人!T~j i}_コ正常な践の分解能以lOOμJ阿波 -:2: で uどあるといわれ Tいるが， [i'llUE. rnlこ正常な猿lとも，阪役続的

:こと，fJ;ず x き交千王山1j認めらむることがある。 Plate 10 の A1...fV はそれぞれ， A. melanoxyl山1 (j) 

人\誌の~ζ(}) 潟 fわくのITli!去の，さらに A 応分そfë~h~' レたものである c 表1. C1112 あたりこのような変仁4

ほがぬか所以 I二認められる ζ 止があるハ 1970 年 1 IJ ~タ1、総 z正常な A. melrmoxylon の 1 交の ~tの 5 かm

'(~ ?-のような'+:f~~斑 {"'-7 ク L ，その留をほぼ 2/2mm lCt;JJりょ良， 8096 エチ Jレプルコ Jレおよ

o‘ 196 !斗 ζ っ水で表紋l思丸 25 ÖC宅関係皮 10096 の状態にお jfW:ーしたととろヲ '* ))，~I間後予そ Jれらの 2

体から G. cinguiafa が[;Jl ;'lうされた cr、ab1e :3日〕。

Fig. 15 ュ供は ζおける 5 か!V'rの交色斑の佼をノ{、し， pj乱te 11 の A および B (j:)ぞれそれ c

cingulala の付tn'， ð 才した Ff 4 および .H_ 5 {:~;:-:j元す() ま t: ， 1970 年l1 JJF合J ，タト桜_[F_~~古な禁を 10 枚、抜き，'1'，

ゲ 3

/〆 4

fノコ

Table 36. A. melanox去かn 0つタト WîLiE'?!i; な l~tの積一小変色設tからの

心 cingulata の iミ!['，

D日tection of G. Gﾍngulala in micro-lesions distr.ibuted � f� parts of 

乱 matured .macroscopical1y healthy leaf of ム例e{anoめ'!on

135X 120 

ホ 1Ití"，成の湖沼it江古3

Hit トi353

ιm 

Fig. J5 G. cingulata の fßzn_l! ~子試みた A. 間el出向oxylon の立u の 12

1] 、変色!Rfの t~~r. t~~{:

F'OSitiOIl ()f micro-lesﾌol1s fro汀1 which d巴tection 01' G. cingulata 
was tried, on a macroscopicaliy healthy leaf of 11.問elanoxylon
(Micro-lesion: small browl1 spot which is Ilot obs巴rved rnacro. 
scopìcally, but observed micnmcopically). 
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T、abJ.e 37 , A、1JUノ{anoxy{on の外)-，.-γ クした 1 ケィ折口コ微小

からの ι C1月 ，gulaia (D 検ト1'，

Detectiofl of G. cingulata in a mino.lesion which W'担 sτnarked at 

the celltr記 of cach macroscop�ally healthy leaf of A. melanoxylon 

- G6 
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その)i';j[i!! そ 2x 2 mm  ;F，\[)';;と切り Iよiノ，おのおののほほ I1 1心から L:ì!0のような徴/j 、変色政干 1 :b i引突い

り，問機(/コブ去で G. c�gu!ata (J) 検iJ'，;i;: fi' fJ; ")な。その結土 Table 37 ())正おりであるむ Hi，試51之の士ド

数から G‘ dnguiata がK>tl'h されたっ

タト 11711正常なぎ定1;、ら， jw~fr-~~sもに顕微説Jほう(1 /1/i: fro V) j食絞した場企，し}くつかのお胞に変色が認められる ζ

とがおる (Plate 11, C および Ð)。とのような変色fr:rli胞が寸べて， G, cin五 u!ata (})佼入に記 iえするもの

あるかすfか (:tllならかでなし九しかし， :，+:ffíjのり においプJ!l)べ l~:_ :2 つの :'íJ::設におけろ(;， cingulata のぬ

!日ぷTJ交ら二三ぞ;ーマ二それらのさぞ色，(i)Jjl:< iJι cingulata こ担問ずるものがかなりあ心と考えられる。

笹山クチクラゃなjj 1;こおいvてj6ぺ 7ピ*!.~~~従とえ"ι) ，_;.五~7í- (j~ 正;， c-in必ぉlata がう日正，1K_Y， .T"のイ、勺から

内 Rnで議日Iìで台ない府f之のはíll引こ細胞内に佼入し官変色をおとこ {I)' iましたでj民花するとと色[三，

ア 臼芝川九
八心。パえLl それlスヒ l立広がるとよなく生存し続ける，すなわちヲ主主任するといっ ζ ともありうると

とりがよ?をギゴと iif えると :':.i立立Jがあるかむしれない。続在日主主では旬j りかな病fXf ;{i:-Jf:ねえしているから p

こ CJ)していることう，;治名[(~: )すえるなよ) :~.ふ内政的!乙お55りできなし\人ささの1内況を万九三 Lて pしかし，

，""，-，1'1、 1 _,...,). 1. 、 吋 、"夕 、ザー

ぐ二 U;g!~o C b 〆止、に tX) 〆コノ}.'Jも

告との問題として，弐〉ゾ当 gj立てて議~I} !j できるはずのfj.rJ 授でも p 形成きれ丈いる場所によっては識\~iJし

;ま褐イiJ.lt，茶γ c':' iζ 形成さ才吋←ものは，識別しがたいv、
守
、
一

がた. , 、ことがあるの たとえば予紫綬リ

同じようなととは GTf Jなどの付民約のある裟ヲ淡自体にノつ変 itのある渇ま i:.:. と [j，の多

い伐幹などにも必とりうる竺あろう。:())よろな守煎:土1:際卜，内定た;主任、却にほお可抗

う ζ が》木〈イ乙ではお対象とはレナよい

祭考9 

ポー ， "f~~~ どのねよそ 1トお Gloeosþorium m何saru閉 じKE. et .1\1ASι I -~'すナン 1 ー，SL""U,.WNDS67 } 

(ARX8、にぶ二 C'o!!elotrù、hU 1Jl rrtUSae) およびC. _g!oeosþorioides がp クチケラ j訟のことぶしたまた

と才Lが治;{::もに主との .~t~t;~をは慌に jj;;う三 ， t二月)、践の[お /hiW; (sub-cut兤ular hyph誌と)で体院してぞ7a続，

主主弱 iζ かっ亡レすらアと CHA

している， F l!LT O\',211 (1 Col/e!otrichm持 þÌ101月oides CE日 rER (ARX81 

υ C. 例usae カ1 クチクラ rへ;ご \j)

KHAYA f!.Ty 1. 2) おにびl\，lEREDITH50 ) も

必ずと当し
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ぶれ C， g/oc{)刃向rioidピsì 0つトマトジ〉米兆以〆への佼ノ\任問うてしヲイJ 汚日から，'!【 クチ

ァ途 γ しふ〈才1.， と以来日くお，て亡上しノラ ぶのうtNAl ~c. オ Jてr かなふくらみそ

ノヲ 六るにと Lìご c またT-LLMAN" .pl 111J3'J、ば， C. a!mmn!torium 

がトマ i、 c;:; 時~: F;;~ (_})クチク弓のこ [....i" ノス íf~ 0) l1~ì糸 f泌を成しど渋れずると主主べでい F七(:司'f48) はデ 1

ι に IえI L ，よ総会なチ、，.そω 乙()) 分 ι{ュまたは付が認めら

れるとと》チャえ:ピ クチクラ品およびよ二交!糸ぃ認められるとと，、び

の友一干い立高LI~i'& 1 人j;:町、(1:: O)l\~.!変よりもし、くらか与いと与えられ
, ，、

l 九
" l ノ J

ヨ、沿いり，告と伝(土 G. cing詰!a!a のにしで!火<!)ょう:ごろえる G， ω.ngulala

三;.::LJj包 J勺計J-~)1.~.>i;ご完熟ゃっ'f::~ などの表皮 lk 〉 もしぶ分があれば予すみやじ

i、け戊ずるご i、ト :['-'f 忠かづ)チ o‘:5 f-lc 以ト心主!状の佼人間糸刀~f ~i] び p ぃ IrI はクチクラ i民ぞド事FZ3 1こ Yl

えず ο υ 力、し p ミクチン号九七 jレ与，-ノくカA らなる [て，ii立する W 片がでヲツペクチンう外 i]\l j

7 丈-f/~.'; !とで;せられ乙っく(つづ;ぷでも i夜、よかなりの作可能 -cある F この 1 とは i'r， j、らの、冷

':"-) ~ 院本 II})子同11、することがで ζ とドヒ「と iLEiJI ~.くれる c 宗 1/ずだi設で:ちるがを G.ci月五{ul目的'/〆。

ぷξ 松村主の日~， Jt~i 命令 3トのf、 l'芯日とから折1ひ fこ侵入し~: , 表t主将

。 12 災;抗日1'1 内にお』 γごう k< ふ、門前 í ，j'; とな :'i ，分 'l~: ~ fi'þ.!:三など/2::尽 くりノ込し‘

十\相続および泌約治判 令外;こ λ るく l.. ;/)) 1.__-, ~ 伐のふ気象そくり行ho) 段ム!こJ

、 1'0'.1 ";'刊一 ? 
L〆，ど I\. 丈三 ι ヘ7 じ 33J る J!j~'{; (土 ;1j l1!どめる，.とのでざ fJ 旬、 r;~l~!~の制，JJL2il-Y <~， 

, ぞーしí)五jLiむよとれ"おむナど)( ある場合(，J~Il佼iご:rt/)l ~くのしき j有I?t とし三 I:~ 只 ((J 1) 

YJiI されるようにたるのであろう〉う人たの梨ユ， /L，{t(lぐJ !-，:，'~ 

ス

') 

くのヤト:点、弘氏めら tれる王土?外二 'iit なスーの W.Jいくつカルつゑ;之;ャliLJおよび HIl}

vたおi私立の訂以ì'芝 1γ:" および変(べ隙 どが泌めら 1 し、 Y れりの ~\!i~ '-j\H正式[のか1よりのものか

ろ令 G. cii l-gulata がけUi1 ざ とれらの;$:-1-!2E<I(/コヒjw;ま G. cingiflala が .:tぎのお l と千主人[ノヲ いく 4 ヘ

か口 :、\亡、かっとれらのバ}二ふ続けてい令ものがあおとえられる)ぞ}.:'刀:、収

，くれi) ど j.l} こ j_i:~JVjflYl おいた }M1守、? とのような箔ノれム動本山i;討しを，

体主. J"f~jJ父"るようにな之、ので /:':J ':')ç いくつ 7口の礼iんだ品、反 tlíl tl::J，がおり， をこにう包子力、析しに

ノヘ、 J匂. 
! 、 少 、ずー r"， lj)Z後， そごのど制がらり〉開てf死んだ場合，良川料

し、 J0:~i (i、となにヮで~まJ.l;がってし、くで ιおら

Cm削仰のL1 什，持山県 J:の三!命、服役 2.r ， <3 主的りトうえ( sub-cut1cular. ,hyphac 

CSL1VTM.ONDS67"; )パしかし。(;.. ciHgulata の jJi介、似のぷt，'， -'Cj~i:IlJ:'i:f: U ではこのようなキは

認ムら j L JJhJ 〉?こ j/< キおよプ，{ A. meiano正yloJ/ 一日付 、!-;
わ汁主，，' ，"ヘえ こ， f主人以[

糸ジシ"グ 1えになゥ土，わすか:てふぞれfて，ょ託j糸令体、与少込;くはったり"三 j人分4乏し

初旬!のも(1)<守jf:;伐し fこりする υコがめろオハしか J ヲ このよ今 fよ問、主ずかゼ， jk;T13勺子心人的糸

チグラ汚の;2I L'j'-[η 士立 Lた!コまで申二とど主コてし、?こ，十三入!海兵ミむ iHflit 、竹中'~':::. ~川/之、，

ぷ?を状であるとさオってし、る，と入 ',{f 'l':f/I， Iみのぷ :!j ,',}:.', ()) :~.!~ (Jλ え fごの与し\ また~~J: tおの主主し九など!と~ずつ

て?その似;\乙!、:危う J 土か f工 lyj~ t~c ふかもしl れなし

ろマァ、， i)íj述l_/:r，-:うな広 r: ingulala へ、コして，守王丹はどのようにするであ/らうかコ
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ツバキおよび A.. melanoxyl仰の;擦に絞殺したJユペ、の切片の縦建築によれば9 侵入苅糸 0) )t;:JfMの周回

[内な変化がみられたり，細約成がふくれてトコげに押し Fげられているようにみえた乙とがある。最近，見

によるクチクラ分自p鰐;もの存在が [1)j らかになり 2 赤井 11ヲボヂドほか2) はウ、j まのlたそ拘留が， Jì二宮:こじ陪

!f5~ のおlJ胞に callosi t:y な形成す名ことさそ報flJ している。的;志した3)J家の最後のい!は， call閃が.:r~Jj之さ才L

たようにも思われる n しかし， とのようた現象は詩溺的;と現われるのーではなくヲわずかな例として認めら

れたにすぎない。ツバキお4び A.. mela向。xylon ~乙 ti 駁した協会の，漢における侵入r白糸の対郊のクチク

ラ，ペクチンおぶびセルロース心可愛/i:Ci) 干"rl黙を務べたが，込色反応で:ま，いずれの陽台も切らかな滋げの

結燃はえられたかった。安盛85) はウリ ぉ:ナる したがg 病原

は!の付着器下lこ何らかの3Ii[;r:J変化がおこっているのを認めヲま t:::~ この闘がペクチン分解Jlílf:;Y~ぅ二分泌する

ことを推論した。しかし， )レテニウムレット『による虫色反応では，大部分の 'I，Hi，'諮問す胞

認ぬられなかったと主15べている。療者はさきに G. cingula仰の役人繭糸は 0.5μ 以 F の読経であるムし

/こカらそれらはf 乙学Ff，JtH設績で l ま ïEj点{~::~mIJ)とで主 1とE しリまど礼Hい。 ît..~t.があゥたとしても 9 そのように細 1，、俊

入宮司糸によっておとる変化i主主ß反応程j交の実験では;珂りように :flげつれないかもしれないのしかしp ずご

ん波茂細胞に侵入しl: l10it , ~~'目的 V~ iどネg~の変色が認められたくPlatc 2, E) 0ζ のtm色物質がでiU 細犯の

分泌したものであろう c 君主皮細胞内に入った場合，侵入 IX'j糸 l主化学的活動本行なうと認められる。

赤子 I::.Dはまた， Jf)j)jj\ l翁のぎ子主選']f{'bi:(土付務長~JT~.hえまたはそのす抗主?の段階において，すでに沿われるよう

-(ある 、る iß， クロマツ，スギ、およびヒノヰの正常な成熟葉Jこ G. cíngulαta の分包 f を j釘

しだ場合9 いずれも付者誌はよく形成された。しかし p 佼入閣糸 lZ クロマツおよびスーfのち;合，昔、コたく

認められずp ヒノキの場合，わずかに成されたにすぎず，かつ侵入のみì~ さも:えか勺/こ ο このよう/工夕、

の/[.0とる m1.i討は[切らかでな v 市、 この19 台，侵入院]糸形成J立 l絞 Jζ:おし γて，二が行なわれているので

あろう〉なお， ジンチョウゲlこも潜行ご感染が認められるか， この l訪ねの外観i:E_'ij? な足先デ特集に G. cingu/ata 

の分ヌt~(~:Jニを法務したt易会， lìi;叩';]後においても p ほとんどのものはクチクラ腐の途I;1 までレか伸びてい

なかった。ジンチョウゲのタチクラ，r~;Ìは，物3史的に特!と強いとは認めら 4 ないじこの現象tt，侵入部糸か

半lと機械的 l::伎入ヲるだけでなく，クチクラ号の総f戊 lども関係ずること手辺、:すのであろう。スギおよと

ロマツ ;ζ政務しだ場公，侵入閣糸の形成されないのは物流'ドJ 1;;:バさが!民間であるかもしれない。 L. かし，

ヒノキの場合， J1~戎された佼入 i!J:，i 糸がiAとくド11びないととはジンチ :~フゲの場合同線，クチグラのイt，苧 (iら市11

FJ父 iζ関係するものであろう。

V 葉箇の微生物か、 G. ciu(Julata の寝入 iこ与える影響

外観iE'i~~ t" 炭そ府!~:'二十I樹縫の:十どに，適当な ~'iiill斐:および i ゥ?な駁j交を与えた場 G. ângulala が牧市

されるよ...)になる と{まいままでしばしば日己j& し fコとのような実験では名くの場合?まず， G. cingulata 

がt盗事今な;おとして!i@iHと j 広がる。とはJE初口コノにml分がね1泣刊な艇決:1色の分 胞子切でおおわれることが

ある c この.1::.うな~~をグサし，Ij2:t ると ， ìjくに Altcrnaria Spp., Ce�halothecium 1'OSeUm CORDA , .F'usarium 

spp. , J守esialotia 日pp. ， Phomo戸sis Spp円または Streþiomyces (i) いくつかが!去がり， 時計ば G. ι ingu!ata

じ1) 子}~休はまったくおおわれることがある。 ζ むよそi t;;段件Lでは?探illTの微生物併を検鋭によって約百、し

ても， G. CÎngulata の子のつ三~;t t.了(土分llJj包子力1検出さすLるととは少なく，また検出されても胞子体

nヲ内容物がi1'í欠してい /1 ことがま;L 、。 w 方lHさÆJL 4.~j~i)) ら G. cìngulata を怨;足以 J~c; Iこ判分対する滋合，tlI
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王、 (，1-. CZ;抗日 ulafaに知'1誌の立、泌が~~~，f"L G. cingula!a のだる ι とよ、あ

f 
、，、ーらく 1万 VY 三:， ~)心力公ノよ包 滋ノ\したえHIま!の，t' 1 に(土 G. cínguíutα のつご討をな上

キぐし、て (;. cingulαta の,-. 
l 、シ，微生物工)'11なはJ J~~受ちら後<1:\ :~ ν) l 

え，ノ);[ノピ';，，~，;，ζ と Y めておくもえ〉があ 7l かもいれな1.、ム、H さノう l、ケ fリ]に却uこコづき，ヌコ

三三泌総の渓Tfiiから分泌主オもた糸状防ユラ幻おおび1Iri[á' i が(;. cin!tuio仰の"[r!ilíにおけ r乙位入にどの

、早川旨，1- 、;.;"主[明『与? ん
'---.'J',.r '" . .J 1， よ "九日 LI 、

主主い言葉への ι einfJlI l日仰の侵入におよ{正す薬ITfi微生 tj主Eの影響

で d:;べたように C\ c ingulata Ç)~，ケtJ0 子(士、 .A， Jnelanax.1ω狩の J二し、:止にはがなぐてもじヘすlVュ

与さFj! しやずしいで二川ミ) ,', G. cing却!a i(;/l ♂/ヌ[，1 ぺ 3
Lt !-ノJ 、メぺJじ三入ば

1 心) A. mclrmvxγ!on ;まか二主上物えバ」、

ハ災以いよ\、 C;. c/ugulala ペ)ょ Ì! 三 i)、 tし ClNg!毛lαta と

J も
に1)は冷正J

九、 Ceþhal合theciurn γOSζu-m

L シ J ン公派ぺ C. clngulata のと千Tι れノ _;1. Jne!tl拘ox:ylo刊の Iふお

付、主党，E なす~~2 ペトリ I江に:円ょう l 二がっi".:i!� G. cingulμta の子ノイノドをおお

ド/

C) 、ーの1 ヲ68
ーか

〆.〆'. ,) 校、

I)es[a!otiα 時・〈3ー)， .-1)Bι 

、さ;1'1968 うな王手しノCeþha!olh.eciu持1 γ05Cl日比

C. Stずeft;， orrt.yces も;p

3 か)j 'i!~. -:_~こ Z ベトリ llíl ，こ入れて，カらタぷlôC-, |パ;械なかさによってi:.1)~ 1
I i \さ況の 21潟
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i) 1, OO() -3 , ()()() (、ドピ ì 1, 800) 夜 u;-;.( を /1. mclanoxyton つ Jfから rí以役え「臼水 1 mt あ

げむ dん (主任 u コ T る泊、持ペ f奈川市

1 主 f'fi L iご

七 tょ

ミれぞれ力京物た

ううつ

,- + ，;、
j 、r:--.; v ノ，なし\もの~ G, cin，gtt!μtμ 日〉ノiillj!-i

Lノ〉

Jと l刈訟に;己 J

よ、仁 Jし!十
、戸ノ
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F心〉
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Table 38. {誌をつけた A。附elanoxylon (iXi日 ì-(主に対する ι cingulα[-a の

止におよ 1ます葉Hù微生物の影響

Effect of lcaf surfac色 mìcroorganîsms on the pathogenicity of G. cingulat仏

inoculated to artif�ialiy wounded yonug Icaves of A. melanoxylon 

付、え~j:仇者 *lêi化化Mι?17一→ 70 -

ペ
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令
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e
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ハηリ
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ハ
円
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ず
し
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、y
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なし None

CeJうhalothecium roseum 

Pesta!otia sp. く1' -1)

5f!官:þfomycωsp.

細菌の 1 溜 (B~l)

G. c�g1l1ata 

川
什
〕

, Iι 
十 jν

5 

()司 9

<1/5 

0.3 

(� ,;1 
~. 

roscu昨1

G. cingulata 

spω(1' 1) 
G. cingulata 

Stre�iomyces sp. ti:::fili i&�: + 
G. cinguiata 

l 

、;;ら

4/ “ブ

,1 

2� 

ハ今

" 

0.2 践的役

W, が;

絞稲 1 巡後および 2 �M illHfkの nt~の t[ 色部分り，1 が 1') ，および ι cingulata の分三一胞子市?の形成干ラ

をイ、すと Table 38 のとおりである c

Table 38 にみられる k 引じ G， ângul，α{a のがd京悦ーを以35ーにおさえ心葉役立占まなか---;そか，

ι、eþhaiotheciwn roseμ併や誕到の l;}i (13 戸りなどは病 j支の{ムがりや子;と々、J1;成ぞいえらかえにつ

成熟した草案への G. dngula仰の侵入におよ[ます繁箆微生物の影響2. 

1~1 できないと'fi;;~.白られる。 1弐L (とおいて供試した葉招致生物ば ./L Fnelanoxyl仰の止さた綿織iご

ことはでさないであろう c しかしp 主主が治い j手これら Uコ 1%~ !J:: 物 (J--tづ子活動不すさ{おの外側では 3

G. cingulata は正常な表皮から役へするととができるひしたが 7 て， 1 で述べた災Eむの誌;乍ノら潟ば渓

r:m微生物の活動のk~哲の及iまない泣から十三:にした可陵中i があるわ G. cìngu!ata は〉成熟した沼会rf1t ~ζ 

侵入匂Fるととができなし、η しカユし.~ Jt:んだ先行法カ王あ ;((..1;まそ二カ込ら寄与;:こ人~f é刊とカγごさる。も

し七七、る J{;~'-{t ， (工し。 A‘間eianoxylon の菜.1 17死んだ総織があり，そこに~t['f:(微去ら)fl j 分布

cingulata はいかなる TÎ:'$~~~'τミ j…ごあろうかo C 0コ点を iiJjらかにするた必?波地した A. meíanoり'10到の

~i~Uζ 起き伝与をつけ業主ï1Rj:とt ~~?;} ;~:-繁泌させた l玉、 ι nngula仰を版科したυ

ブ乙綴}::九日立1. の j訟とほぼ!日で予菜安んいíJ在、後手Í{ -1 U!んじ. cing 幻lafa の分JL!I'"! 子のえをtti

HI日ノた。本実験のj惑をrの分史!な τ コ浮遊技の土，笥ぷ 11nl あたりうに 'Jι12 ， 000 、 '14 ， 000 CFｭ

jらLì， O()O) か?であった。禁佼告の後泌浮遊i交の綿製法は ß'ÍJ-i((fO) 滋台 L !i，'j じである。しかし，さら

して次のエセ街も!日いたc:ζ 、 IJ:i
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Table 39. 傷ミをつけた/1.制elanoめかn の成熟~i~への G. cingulata じI)~際

'i!t~とおよ lます葉樹微生物の影響

Effect of leaf surface mkroorganisms on the pathogellicity of G. cingulala, 
inoculated onto artif兤ially wGunded matured leaves of A ‘ melanoxylon 

林業試験場研究報告り
ん

均f

2 weeks 

G. cingula仰の
子実体形成紫/
総主主数
Ernそうrgenc巴 of 
G. c匤gulata 

1/5 

b/S 

4/5 

4/5 

t 、/に
'-'1 ,_; 

3/5 

:;10" 
'J{ '-' 

一一 /,;:; 
vj ゾ

3/5 

0.3 

。ぜ 9

o喝 5

O. 9 

0.9 

0.9 

O. 8 

0.(3 

。切 3

0.9 

。噌ヲ

。 /5

;5/5 

3/5 

2/5 

4(5 

3/5 

3/5 

。 /5

l/ 口

5/5 

4/5 

415 

0.2 

0.1 

O. 4 

0.4 

O. 1 

~:~ 

なし NOT1.e

G, c i11gulata 

G‘ cingulala 斗
Ce七halotheciun民間SCI-毛m

G.ci況gulata + 
Alteγ叫品γia tenuis 

G喧 cz枯草ulata キ
Pestalotia sp. (Pぺ〕

G‘ cí百Igulala ~ヤ
Peslaloti品 sp. (P-2) 

G. ci持gulata キ
Phomo長sís Sp. 

G. cingulata ~γ 
St;刊þto前yccs sp ・

G‘ cí抗gulatα キ
ネill~}の II長 (B--l)

G. cinguJatα キ
最1I 1Jti の 11惹 (B2)

G、 cij包gulata ~ヤ
r:H還の 1 'tHI (B-3) 
G. cing拭!ata -jヤ
細菌の i 穫 (BS)

iを孫í 史
Inoculat巴d

ffilcroorganlsms 

BAKER5) ~とよれば . Fusarittm roseum LIKK f. dianthi によるカ h ーネーション!))~迄ぐさ才L病は ， Bacillus 

subt侊﨎 COHN emend. PRAZMOWSKl ?こよ f、て減少されるというととである。

も問機な結果が報告されている。たとえば，逸見ほか都J はいもち1，)1iおおよびイネ

どま叉:布ii府閣の分!I:J包 fJrj111TLJP とれらのすÔ~f およびイネに止すする病原の正ぱ主をfI-ょにつところ~ J.I 

いにあるねOC~ 発完および佼人をね111J L たと報 :i~i' レごいる。河野岨〉はチャ主主表 illîから万雄主立した糸状r!tti

kJ 請など 10 穏犯の徴!tJijJ (j)， チ十ノ1;;禁 tl~府閣の:fpjjÚ1， J における除l糸の成廷に及ぼす景~，?ili~f を剥べ3 いずれ

の i 改ー物も，ト梁N;~等調 Q)繭糸成長を抑lIilJL，特 lこ Penìcillium Sp，および所属不正Tjの糸状閣の]

，'t!:が大であったと報告‘している。主 fこ，赤Ij: • よnド3.> Iζ よれば，イネ禁 Jニから分 i~ïi えれた Candida sp, 

;むイネどま禁枯病弱司の 5't仰をおさえるというととである。

本来におし、て述べた!た験の結果，供試微itt?1はいずれも G， cingulata の佼入および発汚をある程度押

さえる ζ とがわかった。しかし，供寸jt微生物を繁タm[ させ任後， ι cingulata の分会l::HN了寸d訓示した場合に

去三いども肉fXIが/);.がり，会〉生胞子隠が形成されることは， jJ[J;l;ij効3.'~がきして強くないことをノJくすのであろ

う c また， G. cingulata の分とと供出設!-t物のÌÍt介液の，1.において述べた混合本のものぞスライ

よくうで芳A した。ドグラスとにおき，発~q:試験をjj なったところ， G. c�gu�la 0)分j-t.Jl包::(.(立 1 例を ;;3~ き p



[江主主総のyf;;.:

お有の 1 ﾘi (BS) は， 1 ml の殺あたり 1 x 106 l'il!:¥t (!) íl/iJ件、双(1)状では，スフイト、グラス Lにおし 1

て ι cingulata 心分Jlj包子の jô;守ル主目指IJ せ '3，協和日正 i j乙おいても， 佼ノへは1 糸の)f;;.ij九おとにひ校入夜間 JL

しなかった。 しかレヲ 1 X.I08 ;[\]皮 O)Wi!.[本数の合まれる液では，スライ 1ぐグァスヒおよび i引i段、 l におい

, G. cingulaia 心分生 n包 j七の :;;ô ~H:: ~~: MÝÎ者、に抑制し j工。このような;交ごは G祖 cingula仰の分子 i

のまわりに，京rH'当が1m放に日忍められる。と ωょうは引先とはt実際 I.:，~'こりえないぜおろう。

ヰ'f l'íの実験結果からfうえれば ， G , cingulαta の治Z川ご p 演 IIiÎ徴ぶが係ーするかもしれなしりする{!えか1

[こりj るい児とおしはない。しかし，判的数の多い吠怒とはし xえをまた， L [~; ，jc つ cjJ から )}iJ~よ J;t j1'こされたも

りとはいえ，あるのなr] li\l と G. cingulata 0) 5:r!! ι!~"Jこが il..r:{; してずるNJj (>t ， こお

よがJf!1l1i!jさる JJiJ支があるカ、レコ? (;, ci河gulata の治じ泌IlIT t!t(!L:V1 主たはそり(むの紋ど物が11i~ILj

してしもるj1ij がぞê.~'~ ::さ tc;S i)三忠!ノ才し r:; い、

合考察

lたそ!お必;立くの植物γ~. ~i~'f ( 1":"言るそレて，ォコ;j-Î_， iコれは泌 }.1'~ ， ::;.t;~ をの f出物件、にJおわれる民法}

よって，そこて，汁Jさそ丸J守的 iJlfヒ fj していることを泌識 t.;); ~ノ〉ケレ，災そ病院:とはてという現象が刈ら

れているハ Y" J'守:1 3) は版物病原簡のす4訟を"さfL般物が)r.~m:[閣のに:ノ\》 1惑泌をけているにもかかわらず3

4白徴そ、ぺいしている羽匁"とし， j}Yd} ，fd?/~ι~þ. I~ ,H.i.tf ;il~J~r;J lIYfNf.:iが泌物体内 iこ位入レごち，民;設やわさす，

11lU'r!~体内 iと泌在ずる現象"と).1:::殺している c また，!司氏l主治イLJ)1Wjlm Í;♂ついてち G;{UMANN22 ) は〉抗る治

ある なく> G'Aわ[J

で発jおし 〈よ1; ')て! 11主将徴のJ丸

ると論じてし帰。/十二論文におし=て筆者(J_:~.r とレて司広認心:J議(ごする jはそ政~iごついてj川究し去がを

とり土誌に、の氏、ついては 'H穴次のように一等)えだっすなわち?合体力f純子ふ，ノヲ作交でとや合、♂ぷt

泌められない去、(外縦箆と路料、ヲこ，好滋江副!交をよ p; て 会、協のザ

ソ;:い、が~}TI われた込jfj、 ， Jしの]込 iとは (;K f: Wi(与が7答 /1 していたと芯(める ο 二の与え fjはの場1〈?と 1'1J じよ

うに ， 11:い羽ジ)U~(Dーを認めるし問 II寺 !C ， “安:f:~'，{士夫ト ζ めはいJJ ).、今した cょう

な明Il1，Jî茶冷が;ネH.Jされている η その ι との.G~非合論議ヲさがあやがの辺三j~ 1../ てはア;際 I i':)

主た、ド+);なもしごあるこしぷうっ “応二 J) 泣:誌を :"H )1色Ai，して，いくつかのJ)LM!〆け r った心

1 主J いて，訴は三のにうな:誌イt がわれわれの)11 !こ ~il られる ;,; 

るかよ:‘ましたよ<<: {~: j.ä~べた。対象とし fこ樹士 わがLt?:ll'c 手?し; ~c.'; 以子

さ才してし 3 る泌総 Ch びそれらと jii滅。付税であるが，ほとんど 111立に Ilt?ずるものであっ 1ごっ〈品川 lごちか

かねらず， Ut:.A: じた多くな)tli:i [，恥民そぽ!の泌芯:j) ()れた ο1 で )j::;べ土こよ亡父ら，れたが1 応ィコ

よ、び{佳;@ r ， .~'.l ，次 v) こうな点!Jl 前安であ y、とえ号えられる υ 1)ゃ

t ，こ多く~;Þ. l.: 広く rr~'. ~r子むつま分ィ;1 じている。 2) 下立でpえそ Ji~.t~:i '"ご〆」よ li) らかでなかっ f: tωi 

0 ，グトサLJc 討な，%~，，!，こも本滋!の 分 iÍJ'がほめられるとしたが勺て，ベトり祉法，その似の検 111 ド
c;... c:> 

て、冷後あらたにさそ約 Vfï ぷJ:R147fJR ，乙と:ーが明らかなる紛械はノ!JUずとI でおろう。

廷におし、て，記号;ま供試樹PH力、ら検 U\ れ l::' 成そ問黙の，約百!分([j'、.ff'.rYJ ).j~~ 1~.-}:;!1 えた r 総分併さ

た間十'kû) 多くのものは，と会時代を形，~:t L~ ノ下銭誌や大き目など(j_)~;f;q 古からラぞれJ らはずべて/しx bJ

!})分ゴ1 ケ己二よる (;üntU!J"eL!a cingulata であり、 また、 ヨべての生，1'，包}'-liiiイ℃は ι<ollelotrìchum glouo 



7ι 以来試験場Vl冗 ':':3:2 

spor山ides であると jli];Ì工、されたっそれらのI{'tj伐の子実体のノえき~';; LJI (ζ は， ARX8 ; の記ずる仏 ιirlgulata

ま fこはC‘ g!oeos戸orioides のそれらに多少呉なる大きさのものがあり ξ そがョ践の分類につしにこは

手になお孫々の論議がなされてし、るのしにがって?筆者。コf均株:のす~，てじっ光会時代1:- (;. cingulata と 3

すへての不プ仁会1!'Jf\:を C. g!oeosþGげioides こ(仁ピヲることに与勺おがあるかもしれ江し~しかし} SEEAR 

丘nd Ì;VOOD65 ) はお Hiの外級王な椴物体から検出した炭そ病íJ\ï rt l, 14 滋0-' C. glo!!Oち:þorioides と ìi:-j:]jょ~ Lノ F

ARX8l i まく gloeo$ρorioides カ司 i:i&を;Jミずととなく械4iJは 1\1ごすると主1\/ 、てし\;1;)戸これらの問日は

者のごに文持を与えるものといえるでJうろう。

ti;樫加をき p わが潟でC. gloωsþorioìdes (/)手口 (chro)11明記nic [orn1) どついて命じrc叫!研究

読を銃密 i土知らだい。とし、ぅ もお慰問、ち"ら引汗;しにものであるつ立において紡ずい形の三土v

IE'! 子初彰成ずる溺としたものは， SHEAR and ¥V OOD6;J) したc.‘gloeosþorioidlω の chr.orno ，gerJ.Ì c

for111 によく--- ~孜するし Sn豆AR and V-/'oo日間)工との form カし"、 1 つの W;l.玄五主であるづj，

!渋したえ

よ才れれL〆，(ば立句 干仇符ヨゴF色て恕乃す ιの)ブ災牝4本入咋やJ 土陪?日f 引山LI上ム口の〉滋磁jω ゴ 口 v 二 も iトく なれば， C. g! o{!os�orioides の NfjD1 主iJ のそ

れらにある i~lW~類似するようになりヲま 7こ ::(r':'!仏，1 と は椛々の之、災がおり，かりや

まで iJf込'!~ t内変だしてし、るよう lと湾えら7;_，からである心手三担(ま祭 ê' O) 認めた 12 吃

杉下、も ;tJ，められる人Jf沿いすがあろうハ中村 515ì G, ci二).gu!ofa ;，ご皮切l湾立のあ乙こ Jーを与してい 2111tp

とれと千J色こは関係があるかもし 1 1， i:i し

5~ヲ らえそがわ才Lわれの 111L~;;j!J ごさ/二 ;1屯三/、こ iぶくかっ多ているごあろうと )'d:;ベ

fこ iß ， III どおいては札口月五 ulaia の分布および:三慾についてr与告さし，'-ハべてi♂二i!S ど?との設T の

♂れらについても丹プ川ノたわけでは行いが，いくつかのフ:験のitf5111 tj之そ l土級交五EO総物 !4~の多く

の;二多くののは本i刊にしなど)出;二時には|、ノil<rい~ {l~ l'-" 1."-1およ トとう
で， ，ず

τ二)

落葉 LfJ iとも分布すぞととがらかにむれ主ハ

IVにおいて袋:話はヲ G. cingu!ata の 35 1JJr' おける て)i，，\て述心心 G. cingu!a!a λPいか

て得刊;tj.{:ヰけとえ入しゴ ζ で 2 どのよう !T1ゎ千三でする可らかlζずることは，

時1、伊り (J) 主'!-.F\i，(~'、ありも!守JISíぞの法憾にもなるであろう。いくつかの完投;とよ勺て，のよう給がえら

允、すなわち、 G. cingulata の分l]':.F2 子主総織の側諸が死 Jし三 1 ， \る込円行、予および祭主訟の胞が ?λ 、 i見

'--"!J 主ーから示日 c ノヘ:指糸/子クチクラ!段付 l乙 1: f1(手しっ して表 tミ京ち iζ;\ おド1

Jごヰよいで，飢えの的条況になっ允場衣皮什，許可;)~犯織おり~び哉の制つ

でし、'，" l え L1 熟してし、 糸 i立浅ミiilLiH2f&そ段通する.ができず手クチケラ

応部でf"fil: :Jる 三の状怒ぞもはかなり長 L 1 、/ ア 1 山小一六 Jミー . ，二 、 叫
、4 ‘\ 仁 亡 IP l~ 工壬'冶/こ 手主 F て') 1.ミし ü

C. lnusae 江ど:と!f-:n児さ才しる sub~cut i_cUJar hyph丘己 のお、、ふう:められ公勺に乙とのごと

え つのぷJJ4量点となる rüü\土「二

却について，万九九丸、多くの切ji を枚践し i.~: iJ), ~ i Jj らかに sub..cuticular 11y pha.e. 芯おられ 3 も d入 主だ

はと:i'i似の的みつるアとはアきむ 1):" .~..ご o C. musae 主締役以ぼ 18 守令 IUJ りような sub

cuti.cular hyph丘日かたメされてし 3 ど) .;おおよび!:irj の Jとし\ ちるし吋ま了五とユ ~υ') tH万円j う示 iとおよ

:ます去のよZい fよどによコて~ SU b~CD t.iCUh_� hyphae がえざれたりされなかったり d るのかもしれ江

バ手与はまだ，役人間派がおミ)交料認す之 乙ジ ).'jノこム乙ま{) ;!Jふするか



(;) っし '-c ，
ュ，

A・戸
、vliせ J ふ

なぜならば，ぷ災対WJic2 f、丸、勺 LiL 入[主ミ (J，仁のだこなる，1. える':) (]ノ下TtiB~ 1.3:可 11 れ;立

られノるしr ていると Jよするの必咲t;，.~)J 'むるからどあるうとの↑lヨ糸持接する

え ,::,"1 とペ λ ど!::( .-~ 
ず、;-_;!、 I び

~ ;",.., '、山~が~ (.れは杭i 犯!ノ?手、::r:z ~;m rF_:A c0入った役人点:糸の泌包化してい qf: 土が t，

j ノよっては，成化学的 i2i'!訟を行なう f とをノメグものであろう。さら

いは i 、 iil1心!パな弘よ(乃j没弦[の沿われ阪がぶ人されど，しとがある 11'， これ(とだよむず乙ぷコ

(Plf¥tc 7, FL Y 

,.. 
、ア /1'-， ハ、が、
<，)り, -.. , ?¥..llKi :jf~ カョノベ Jþ~ i~Tl ntQ o.川 ~~t:jii

/、 ζした荒川とおいて，G. cing uiata (ノ二

イシJれ i マ弁I して p力、_:fう:立，I(~ぷi:<しいか，わずかにがれ

一

;)、 -'J /' ;1--1 [，ζ 千三ノ\ヨセそっ íJ;ヲ立とと，戸 'LJf~n迄ノI 乙 1三人 I;U 糸去ノC(;1十日 H

い
，、そのゑi"1 カ古物ヲむら若 l二与しノコマとお}:'~でも〉争侵入

ク弓.!、子ノF
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G‘ cingulala 止)'/会主E または路点化去、支配する主主凶についてP 筆者は研究!ノなかったが} Sr:MMONDS68� ~土

C. musω がjメ犯していると認められるノ什h ナの未熟J_f~~こ種々の処王立をfj' IJ い， この l弘の浴イ二機構を栄5ぞと 3

向子議作用， ';;'f:L 0) fii宗形成および呼吸の変化などの点からよ~Z1>f.した。それらの給J誌によれば，複雑な椛jil

の家系化合物会合。栄養物資，ペクチノーJv) バナナの分泌するある ~~1::との[年以 }Cl主主警を

与える DNP， 2, 4~ひなどが，治イl または:cm.([イ|うに関係する。しかし，単独刊で明快に説明できるような愛

閃は凡い :1\ しえなかったというととである。そして泌在感染が起こるか否かむ りけーと寄生

有益また ζ れらの長物の分泌物の複お?な相lTLfr:ftl によって決 jとされるけとい九

LEWIS47 ) の均衡説を文持している。また， ;三次のように考えてい~~ c 

Fなわち，た返り成熟にともない，細胞の代謝を規制するメカ二ズムが変化 L，エネノレギ -i1mが郊に利

用しやすい1人?きになり，まずこ，他の栄養物!J!t が践の;訪日日 ti:'~守 lと形成されるか?終i主J してきて，ベクチンが

ン、l によって分解 3れるようになる。 ー方， :/;f::Lの分J必ヨる有毒物民nこ体がさらされる危険が少なくな

る。このような外部iからのゆ]トブド主り p 調自体l立会わずかなおl:fT ;r才、 jレギーそト分できるようになり y

以後発育していくのであろう，と。

各ji&[í1の具体的な rtiErlJl:Jご.~は完全ではないが，今後とれらのlJ!JI; (;1必妥であろっ。鈎 JF!.li L.tカキのj岩手

段そ病ìÏJを半殺生商ま JP;l 主任怠的絞I::LI+むとしているが， 般に炭そJi治政[は強力な病U1t[J'J ではない。 MERF;'

DITH(lO)は病朽していくバナナ 1M; J の糸状演のサクセッションミー研究したが， "c. musae, J)aigton�lla 

torulosa および Pyグicularia 抑制ae ~立寄土;の組織がまだïE学;~なr-mtc〆友皮奈川iかり佼ノヘ昔る。しかし，組

内では~~j~1 剤訟のjltJ]J:によって !Lr:守が J1'えられ ξ 1~rJ二前日 IY~，が :::j ると閣は Ú5去りを[可lJN L.~ 忍 ì[;;

ぷするの窃 i二細胞が死ぬとうこれらの[町立広がる。ある程度~1~:f_'_:Jの組織を分解した場合，均~':.l菌が校入し

てくる c 以後，者 1:，認のト1.1 燥な活動によ〉て， それらの活動はふたたび押えられる"と ι\ている。 北

g}J3~\_) はそモとのfノえそ抗議に立すし H幾分ì:'~5' 約?ととUYJts ftllrt，]を;F し，二l10í とレては iぉ絞ド0]Jj は日討しゾ'と

芯べているが， J:.iic: 1口H&の事干li;?é' ノJ'すものであ九う。 燃え討広葉樹にた|する G. cingula仰の関係もとれ

らの場合と悶じであるといえよう。との~(土;弁fÍ[長íiヨぷ C)\~Ií~ )J な王立!t i:'?í のグ/いーブ〉と lお生誌のグjレ… fの

中 gj.;.と つの J乙態 l'YjJt包 fú~を ;.[:-j è;l_)， 〆続けているiÆj".子あるといえる〆l そして，お;自泌物なl!ìJ~JJ外lJil l立正J

よ じヲ祈fitl辺 ;ζ対ずる佼1古力が段々変化し s 時には{lノし，ぢ:こはす

りであろう
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80) [1118 ffl;iz -. 1+11 f11lfili : iffiU村ミカンに ;;t~iEする tristeza vìrus の絞認(議長主)~ H 憾病手投， 32, 83 , 

(1966) 

81) :J[本手口太郎.日本の炭そ府閣の種名と病名の己主交，縞物約疫， 14, 49 --52, (1960) 

82) ー Glomeretla Gu�nardia ， こ.r~~J ナる穏額，特にその不完全時代，兵庫農大以報， 5, 1---> 

25, (1961) 

83) 杉lJ提言若手:た:リン二fのワイノレス病 治不f ヴイ )l/ スのfi\\綴と前~N川現状， -I;ú物 191佼， 24, 63-~69 ， 

(1970) 

84) 矢野 程，ブドウ脱ぐされfVJl!f;[の越冬;と鴻 j る研究(予判) (議妥入 FI 槌府報， 16, 40, (1952) 

85) 公浴時:ウリ額たんそ病iこ関する研究一応係閣の植物体侵入機構とウリ科材i物の抵抗長良

島根農大統病研特戦全 2， 1--~157 ， (1964) 

Pl晶te 1 

4守;忍術株およびniJ_1tï株の途い

回線説明

E克planation 0:[ plaies 

Difference between usu乱1 strain and j七strain of C. gloeos戸orioides‘

A 普通菌株のリンゴ泉 uと形成されだ分化胞子溺

Acervulus of usual strain, formed 口n apple. 

B. fヲ主株のリンコiJ~UJに形成されたう}II-Ji，包子隠

Acervulus of f町stra i.n ， formed on applε. 

C. Wi汲磁 l~jzの分~tゐ胞子

Conid� of usuaI srr孔ln.

D. flj1悶'1*(1)分生胞子

Conidia of fstrain 

Pla� 2 

Acacia 押zelanoxylon の沸殺した葉への Glomerella cingulata のう子生)jjiJ. 了eの侵入

In vasion of th巴 conidium of G!omerella cingu!ata to bo�ed leaf (5 m�utes) of Acacia mela-

1'Ioxylon. 

A-uB. 接T~ll 日後 (1きでは表i之細胞内 lこ);い隣糸(川f~Ü~ 1.ß~認められる〕。

Ad且v after �oculat卲n. 

C-~D. 定怒 2 日後 (C の矢F=IJ t立五詰糸， D(まうt!:tØ'迅ナ憾のゐJ}むのもの〉。

Two day日 after !nocul乱tìon.

三 ~'F. 後後 3 日後(廷の情色の部分は表皮細般の褐変~ F (土分1=: 5~j子腐の初期のもの)ο

Three d乱y3 after inoculation. 

Plate 3 

A 圃 melanoxylon のJ〉い楽への C. cingulata 0)分{tH包子の侵入

lnvasion of the conidium of C. 疣gulata to young leaf of A. melanoxy!o持@

A.~-"B. j安滋 1 日後(ちの!)(SiJ は議糸，細胞主主を透過する 11おまくびれる)。

A day after inoculation. 

C. 接種 2 H 後(矢11J は践糸)。

Two days after inoculation. 

D , 接種 31 i 後 ものが形!J!Z ，さオ lている)。

Three davs after 匤oculation 
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Plate ,1 

A , mela舟附多吋Jμ{山}λu匂'~r向コyl必ο?刀J ::.♂ μ父 小:

!nvas�u ()f th 色 〈仁:oxロ~:ddjいu巳n口1 イ廿1_f C', cingur，日�.t t 山 m 乱tUJ'cd le 乱f of A. mela 符oxylon (1). 

;\ハ B. 被?iit 1 ろえ

A day "rtcr .iuoculati臼日.

し[)， j廷 2 11 (C は七;人 rii糸 I況が)止、てみえろ〉

'-.rV'lO davs 乱 fter i.noculat ionぜ

E Tt.~'長級 3 ぞ:

'，!'hr日{-; dn.v8 a-fter 1Hoculatiorし

心ハ H ，撲滅 4 後

Four davs afteY' ÌDoculation , 

P!ate 品

:'1., mdωIOxylon cノ川した誌への C， cingulata の分!:t)E:~ :F の役入 (2)

lnva~日)11 of Lhe conid伃TIl 01 (;, cingula!a 1:0 rnatured lcaf oi 凡 melanoxylω(2)レ

1. ',' J .主長々15 n {た( J づ"'.;渓 1支部引句 lマホ!!:のものがみえる)。

Five davs aft 付与 ln!"，仁川以iO (l.

K L , !tYilG 世「仁ではぽノメコの!i'c] I1Hが ';I!:: コてみf お〕。

S:ix days af:er inocu.h t:i oll , 

九fハ N. 泌が1~ 7 安

Seven davs a_fωr illocu1ation 

。 'j P. j 注f{[I5 之(1"では友ノ::乙 iWilit!液がふれ，ふくれてし 1 りよ、?にみえる， ca HosJty ?) 

.Fift.een davs after inoculatío口

Plate 日

円ノマーの 1/(: ガリ丈へ()) G. cingulata OYú!IW~ 子、口)l~:~ 人

1nγaSlon of the conidiurn of (;, cingu!ata Lo rn.atured leaf o:f乙:anuJllia ja�on�:a. 

A. 後初 61! 年[!日投 Six hOl1YS after in_ocu �t:ion 

B , 1長問12Hド!:íJ 1:宅;: Twelve hours after inoculation , 

c, 主主将 1. it~ A day aftcr inocul礼tion.

D. 長桁:2 1:'1 会 '{、wo days aftcl' inoculation. 

E. 1 主主!i4 1変 Fmll' days aftεr iuocul丘t.1 on.

F , 1 1¥ week 乱ftcr inoculatioll 

G ‘ j:8: H ~2ιT、wo wceks aft己r 絜ocll1a t� on. 

H. iμ1 六月後 1¥ rnonth a咜er 匤oculat�n. 

1 , jJ): 手ff2 か月後 Two n10nths after inoculation 

J .五113 かn た 'fhree rnont.hs <:t fuうr inoculat卲n 

K. 改μ178 fyfj 後 Six months after in()culation , 

Plate 7 

ぷγ ト tMo))戊!Q\ l. tニ立与 G. cingu似たのメFトI. IF'J，j'の収入

Invas1.on ()f the conidium of (;, cingulata to matured 116呂 f of decidu口us bl'oad可leiJ，ved trees. 

;\.モ、ジノ f アウ!とヲ 1. jJjj rlrj fj;ト

A week aft己r 匤oculation onto Liquidanber stylacifl1t日

B. 二 3 泌!日受

Thτce. ¥v(:cks after l Xlocul乱tíon りni:o the same s1Jecies. 
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じ匂モクレン lご Ik荷予 1 記長、

A week after inocnlation ontり M.，αg前Jlia liliflora 

D. IPLL 2 迎 n司{交

.1、!() weeks aftEr i.noculation ont:o the same sp巴cies.

E. シモニードロノ Hご 3安 1 沼市j 淡

Aw色ek after inocul乱tìon to PO�UlU8 simonii. 

F. WI]! Ditto 

E予late g 

クロマツおよびスギのへの G. cingulala 0.) 分ノトJJ(i子の侵入

Invasion of the conidiurn of G. cかる:gulaia to the 1巴aves o_f Pi月us tJl1mbergii and Cry�lomeria 

;aj争onzca.

九 ケロマツの!ム;以主主 v:t!~ ;fj) 4 H i交

.F'our days after inoculation onto matured leaf of Pinus tl1u河berg'lï.

I王。 クロマツの〆tð\i した成熟 b~~ ;，こ接待 4 H ゑ

Four days 呂[七日r inoculat�n onto boil巴d rnatt.Jred leaf of t.hc_ samc; 31】ecì巴B

C スギのijx然然て後平IT ， 1 沼間後

A week 註her ﾌnoculation to 111乱tured 1<氾f 01' Cr.vptomer僘 ja�onica 

D. スドの交却し7こ成熟 j案;乙後fil! 5 13 後

F咩e days after inocl1lation OHto boil巴d maturecl leaf of the sam巴 species‘

E. 同 l~. (矢 fn は:反皮約的内の以j糸 mからふたたび1fT!びた侵入潤糸状のもの〉

D�tto 

F. fí{司i ト， )バf~刈り史三さF1L?ニづ々介:子「卜!生r

Dítt釘t(仁)

Piate 曾

外矧 11". 'ぼな A melαnoxy!on の葉 11と認められナ (;. cingulata の下実体と考えられるもの

Fru.it-boclies? of G. cingulata obs巴rved on s日巴mingly healthy ]eave話。f A. melanoxツlon

A-"B. 低倍率の1m微鏡で認められ f: f，j卒者;ねらしし、ちの\矢印〉

Appressoria? (arrow m乱rks)

c. j芸品fí')J品会 lこま;し\て告されだイ、呪

Appressoria observed by inoculation test、

D ヘ~F. DJCKINSON ì};;{わ怒りt] によ--) ~C-if-:対察されたイ、らしし、もの

Appl 日日soria? 0 bscyγεd by similar method to DICKINSO, 'S l8). 

G -~H. 以j!'j^ 1 こ 1忍められた よび伎ノヘ凶Jh

Plate 10 

Appressoria ? 詰ηd p臼日。trating hyphae? observecl by randorn sections ()f seernin只h

hc<:Jthγle3ves 

fぷ A. mela向oxylon のdこむよびそれらの小:おうj;乙められる微小山支i

Seemingly healthy 1巳aVfS of /1, mei問。xylo托 ancl rn兤ro-lesiol1s observed on sma�leaf areas、

A E ぺ A 、 .E のほほ 'IJ 9,': J) t0' 内苓J汐L鈴した滋fT， ムイ;ιす必D'i 内 iにζ 認〉めゐら引 7大r，:íi激佼佼/ノ小r

J九\1icro.l巳S10n8 心bsεr 、Vγヒd ir江1 呂 E江n叶icr戸oscopk fi巴íd ﾍor the rr白'1aγkεd aτ巳<l'仁Oι川.，汁Iリf ea以ch 1色託i

(υA- 豆)L‘ r巴SpE伐立:tively
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l¥ .. {i(、 l'(ì~le， s }，ons りじのく1工 V オ 00 S日己iγ_h己主lthv .h:日 of A. inclauD.:ry!on .. 

A 、 i当時 '[、月ble 36 Fiぉ. 15ν) JJ 4 よプ TI3

11.4 and 11 ~\ ~dlO\Vn ln ;Table 36 t-lnd-Fiだ 15 ， ftorll ¥vhich frIl咜. bodíぺi 01 C‘ t、 Ì'rzpuía!û

d七 velopcd

L、 D‘グご 1 L 〆

DiscolO1J.工eÔ 8reas ol')se.-r¥.'ed on ;:日 I:dQrn sectiOD;) of .Sθ吟 rníngly henlthy 1eav台店

Studi記8 {)f l゚l .Allthrae:nose .!."ungu f, iHl Broad-Ieaved う['I' "e;; in Japarし

w咜h Sjlecíal 艮ef合rel1ce to the Latel1cy (If the f'Ul1g'us 

'J、akak1YO 'r FRA.~~， Hγ，.'，，，'1 

おumm日 r':，/

Thì日 renort deals 耳'7i th ta 文ひっ口打ücコli and εculoo:1c2.1 stud]_es an ~'lnthrac)_1 o日記 fu.nJ(US ()日
、J

broad.lcaγεd \1'巳cs in ]apan ッ and {見)peく ialIv discussc's sつrれ一色 aSD忠仁ts of latent ph託.seちりf t11c ﾍunglE; 

Ln this l' epc['( 宅 t11e tenn “ latencγn O-f “ 1詰 terlt n .ls undと:::sLood as 1011ひ 'N .:，.::; 匂 i\.nv aηt h:racr.l.()se 

fun 只 us ﾍs recoD:"r:dzccl to have been latentj i:f fru.it bodies of t b.巴 fun.gus deve]op on rn.(l(コー口出copÍ.

ca.lly' 01' s ::,'.cluingly hea.lt.lTY leaves ()伊 t\v'ig~) of anthr辻仁t10se-susceptlble and s"U.scepL1b}lity~d.oubtfnl 

aftcr putt.�g tht明記 01"工~ans for S0111C days in 'hurnid. COYH:litior:. at faVO"L1yabJe tc加p日ra -c ures.

Tvlajn rcsnlts of t..he stucliεs a r.“e 駘S follo\~;""s ， 

1) a.n th.raι.tlO日e fn:Gg L1S '¥;vas detεctcd B.S l.a十cnt. ln 37 spとcìcs (11 famil兤s) 0士記'vergreen

broad~lea"v日d tre巴S (1.ncl 24 ~:;pecies (14 :Carn.il1es) o.f d(:~CÚ:1 LH:m.::; b:rozd1-~'.a"ved trc日 s anlong all lむ日i

trees of 40 speciど日(1 2 famU冾s) and 27 sp日ci.es (17 f旦 rnilles) of cverg:reen 乱nd d担ciduous bUJad 

leav円"1 treesJτ氏、pc引いで1''/. ln the test tree.s from vihich anthracno況 fungus v-:as detεctα1， al1 

spむcics 1.11 f.とと日U8 Acacia 日 xcept /1. dcalba!a .Ll>Ilc and A. 1!wUissim(l Wn.tn. , Albiz.俉 fulibrissl幻

DURAZZ., C(}.llisfeJNO月 rigidu山氏.

Z l1 CC. , Da�!l"J""le odo'ra 'r'�:IU.".鍈q 

ali 、;1可;c1♂s in 月むnus Euca!yjJ tu8 , /'vTachilus iUllbfj~どii 3mB. 日t

戸αβyr(_(era S俉゚. et Zvcc'l ()srYlaNSUS fiグagra月s Lo. var. 

lati/ol�s MAKINO, Ncriu!n ind�;um .1Vl.ILLリ Liquid.amba'y st.v!ar: ifluμL'l ilcscutus t?{r/.~'lnata BrxME , 1Hallotus 

μ戸((I1./C 1[ 5 Ivh:E J..,L, !\.rw ・ ， SaPiurn. sebif肘 U;:11 ROXB.; Jlibiscus syr的(U3 L., lHaf{附，Iia kobus DC. , jlJ !i!�lom 

I .Ìi::SIW iJSS , i¥1�!ia azedoyach L. v乱Y. }a]'ヲonica i\-1 AKTN (J, PyUηuぷ donavi"1lηSr F. B. vaL S戸ontanea lVIAK�(). 

p , grayana M A五 1M. and Ligustrutn ja�oniC�.#JI 'T¥n ~<H. ha¥-'c no1. h:.ゐcn reported r:-l.S 只us仁川:)tîbl亡 、心

ani:.h l 乱cncse f"ungus , 30 f日 r多 in Ja)!ιn 

2) iVlany:" し raíns of (1.n十 hra仁nos日 fun 臼\]:":， det日ct色d frorn 仁 tr，;己S ， Pτηduced ;:18じっgenous

s t.ai 毛'; 00. <ﾜ 1e.ast one of the followl.ng substra.ta~ t.11C pa.f己n.t ho討し p1ant ， inocuìa\ とd p.l anL~! and 

cuHural media. /¥11 the"C ;31.;日ins Lぱrned ascogen ,ous sta.te \ver巴 identífied 38 Giu削ρyel!a ci月gulof(1

(STONU;1.) S リAT.i LD. eて もに SCHR F; NK~ 'l)y tlほ ç.l{:~ssificatiηn cf A .R x , V舎 (EF/!) ， jud豆iup: frorn the slnp己

He軻ived A.UgU.E,t 17, 1~)72 ， 

,: t Kansai Branch Station 
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註nci 3ﾌze of :fru� bodies , A 8tra� of Colle!olrichum w1th formeci straight and fusoid conid羽rn 

wa8 a180 det巴ct巴d fτOTn 12 test trees in 乱ddìtìon to Cλ cinguiata ， Thb 3 1:τain was identlfied as 

the cnromogenic form of Colleiotr兤hum gìoeoψO1'íoides PENZηI日n:ned by SUEi¥R and WOOD (191 :3), 

although th巴 presen t: allthor llamed it (.strai:n, in this report. 

:3) By detai.lεd 巴Xpê、rÌrnents with Acac� dea!bata and Robinia JうseuJoacacia in Legumínosaε9 

latent G. cingl!lata was detected rrom 8εed8， pods, fíow己r-8pike8， petioles, leav記St tV;ligs and 

young stεm8 of both spedes町

4) Latεnt (工 cingulata \v呂s detected � !ater months 日 fter June or July on young 1eaves 

乳ncl in all months on ma1:ured leaves of A dealbata, but the fuug日缶 、Nas detected on k 戸seudo

(lC、ocia， trom A pril to defol�tion season、 T巴spectiv巴Iy in Kyoto 

5) The fungus was also d日tect己d vv咜h high percentage from artific.ial forests of A dealbata 

and from various groups of R , pse紅白αcacωplantα1 ornamentally iu differens districts, respec 
tively , although the pe1'c巴nt:age 111記E羽詰 the 1'atio of fungus-det己cted leave8 in a11 test leaves. 

日) 'l'he fungus w乱日 ísolated from the tissues of falle11 1eaves of SUSCEぅptible trees, immecl僘ｭ

te1y after dεfoliatlon season ancl over-w�tered s思ason w咜h h�h iso1ation percentag己) respecｭ

tivelv ‘ 

7) Betwee註記arly sun凡mef to 1ate autumn, conidia 01 the fungus were detected abundantly 
in clroppíηg raîn巴，vater from tw�s ancl le呂ves i11 A. dea!bata forε8t8. 

8) The fnngu日 was detected frorηthe surf旦ce of forest bed o:f A dealbal立， lmmediatιー1y

aft邑r th忠1'ain， hut the conidiurn was seeu to be sÌ10rt司 1ìved in soiL '1、he funglはs rnav over.. 

winter i11 soH with th巴 fonn of myc色lia 匤 plant debris , 

ヨ) B巴tvveen 己arly s札口mler ro late autumn , conidi註 of the fungus wc[e trappcd from thc 

air 0:[ �side and outside of /1.. dealbata forests. Mor巴 conidia were trapp己d from 1:11e insi.cle of 

the for巴8t thall the othcr巴 Th邑 111Jmb，主 r ()f couidia ìncreas巳d abruptly, immedi呂t.ely atter the 

ralロ

10) Con冝ium of G, c匤gulata ﾎnoculated as water suspension onto the leaf of Acac僘 melaｭ

noxyLO持 began 1.0 germinate and from 日ppressorm立1 wîthiロ a few hours and staτtecl 1:0 drive 

penhtrating hypha into the cutide with匤 apout 10 hours after inoculation, resp巴ctivelyo Pene< 

t工τ品Li江f誌之 hypha 1立τ1巴a1口lS 口巴巴dle内<ìikεV色主y slender (1己ss than 0，5μ1口 diar口n，) fl1ugous orga口 可Wペvhitじ♂:l

str記tch巴s b，己ふぺ1:\'，1 記伐ぐ巴3口 L白3af s以1止r‘facε a工巳ld 巴 pid巴rmal c巴J.1.

11) On dead m以t1γεd lea:f, penetl'乱ting hyph乱 extel1ded stra刕htIy towarcl 巴pídermal cell 

and entered into ít , then developed to knotty and s'\voll己n mycellum , Th.is myc己Iìum s]lread 

to neighbollring epìderm託1 cells, the cells of palisad邑 and sponge paγenchym泣 and in七日rcelìular

spac巴S 01 t.hes巴 tissues. Il1itial acervulus was formed iu about :1 days after inoculatiou, 凬 th巴

fungus grew favourably , 

12) 011 healthy young leaf of the plant , the couidium 匤vaded into 1:ﾌ1e host cells with 

sﾌll1i1ar proceS8 to that O!1 the cle日正1 leaL 

13) 011 heal 七hy rnatured leaf of t11己 plant ， penetrat匤g hypha could not invadεlnto epiｭ

dermal cell aud wa8 stopp己cl at the bottむm of cuticle_ No further deve10pment of mycclial 

organs sucﾌ1 as knotty mycelium and sntトcuticubr hypha was (lbservedo However, the fungus 

cou冝 1ive for a kw months , occas�nally Jor s喆 months ill this state. 

14) H怠sponse ()f host cel1 compouents ¥vas tested by colour-reactiou with cottOl1 blue 801u< 

tiOr�J 811おn III solution and iodin-potassium Jodicl忠告。lution then sulfllric adcl f口r cutin, with 
ruthenium red solution f()τpectín) and z匤c chlor.�de-iodin 8o.llltion foγcellulose， but 110 c.1ear 
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pos咜ive results were obtained, rsepectiv巴ly.
15) When inoculated onto dead matured 12乱ves of Pimts thunbergii, C尺yþtomeria japonica 

and ChamaecYlうaris obtusa, p日netrating hypha d巴V 巴lopcd and entered into εpid巴rmal cells, then 

inner cells and intercellular spaces after trans[onning to thicker hypha. l¥cervulus was also 

formed on C. j，仲間ica aud Ch. obt郁SIl.

16) When inocu1ated to healthy matured 1εaves of th巴日記 conífers， appre忌sor.ium was formed 

on all leaves, but no penetrating hypha was observed on the leaves of P. thwzbergii and C. 

JllþG出u;a.

On Ch. obtusa, short p色nεtr乱ting hypha developed frolll abol1t one-third of the nl1mber of 

total appτessoτÍtl. 

17) On macroscop�ally healthy 1日aves of anthracnose susceptibl巴 plants， many smalllesions 

were scattered bl1t th巴y were detectable just by m�roscope. 1n this report th巴y are caIJed 

mícro-Iesions‘ 1n an experirn巴nt with th巴 le丘V巴s of Acacia melal10り山11 ， 20 ,,-,30 rnicro-Jesions 

were counted 匤 a square C111 of the leaf. And, by another exp己riment ， G. cingulata w且S

isolated fro111 half the number of total micro-lesions, pkked up a1: var.iol1s par1:s of a Ieaf of 

A. melα削xylo札

18) On random sεctions of macro8copically healthy leav巴S of .4. melll l1oxylon , appressor咊mｭ

lik巴 bodies with probable penetrating hypha in each, were detectεd occasionally. 日y a si町ülar

method to DlCKINSON'S (1967) , appressorium-like bodies were often observed on rnacroscopical1y 

healthy leaves of the plant. 

19) By the 1 巴sults 打lentioned between 12 and 18 in this sn日l111ary ， the pre呂己nt author 

has r巴ached t11e conclusion that the 1乱tency of G. cingulata 011 susceptibl巴 plan1:s 1 乳nges conｭ

tinuou81y froll1 the 8tat巴 in which 1:he p巳netrating hypha is sto]Jped at the bottom of the 

cut兤le and to 1:he state in which the myceliull1 forms var�us sizes of micro-leslons pfobably 

after entering into the host cells while the plant tis8ues are very young. 

20) The effect of fungi and b昌cteria isolated from leaf surface of anthracnose唱uscep1:ible

plants and soil upon the invasion of G. ci持:gulata 1:0 the leaf of .4. melanoxylol1 was 1: e8t巴d. '1、he8e

microorganisms were somewhat resistive to the invasion , but the effect was not 80 pronounced. 
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